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序     文  

 

 

 独立行政法人国際協力機構は、ドミニカ共和国政府からの技術協力の要請に基づき、

平成 16 年 10 月 15 日から平成 21 年 10 月 14 日までの予定で、技術協力プロジェクト

「ドミニカ共和国北部中央地域小規模農家向け環境保全型農業開発計画」を実施して

います。  

 本終了時評価調査は、プロジェクト終了時まで約 3 ヶ月となった段階で、これまで

実施した協力について、活動実績の確認や目標達成度の評価を行い、協力予定期間終

了後の対応方針について協議することを目的として、2009 年７月 13 日から 7 月 24

日まで、当機構農村開発部畑作地帯第一課長である大木智之を団長とする終了時評価

調査団を派遣し、終了時評価調査を実施しました。本報告書は当該調査の結果をまと

めたものです。  

 この報告書が、本協力の成果発現に向けた取り組みに役立つとともに、ドミニカ共

和国の開発並びに両国の友好・親善の一層の発展に寄与することを期待いたします。  

終わりに、本調査の実施にご協力とご支援をいただいた関係者の皆様に対し、心か

ら感謝の意を表します。  

 

 
平成 21 年 8 月  
 
 

独立行政法人国際協力機構  
ドミニカ共和国事務所  
所 長       池 城  直  
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略語  英文名又は西語名  日本語訳  

CENTA Centro de Tecnología Agricola 農業技術センター  

C/P Counterpart Personnel カウンターパート  

IATESA Instituto Agronómo y Técnico Salesiano サレシアノ農業技術学校  

IDIAF Instituto Dominicano de Investigaciones 

Agropecuarias y Forestales 
農牧林研究所  

JCC Joint Coordinating Committee (Eng) 

Comite Conjunto de Coordinación (SP) 

合同調整委員会  

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構  

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マト

リックス  

PO Plan of Operation （プロジェクト）活動計画  

R/D Record of Discussions 討議議事録  

SEA Secretaría de Estado de Agricultura 農務省  

SEEPyD Secretaría de Estado de Economía, 

Planificación y Desarrollo 

経済企画開発省  
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評価調査結果要約表  
１．案件の概要   

国名：ドミニカ共和国  案件名：北部中央地域小規模農家向け環境

保全型農業開発計画 

分野：農業 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：ドミニカ共和国事務所 協力金額（評価時点）： 1.75 億円 

先方関係機関：農務省、農牧林研究所 

日本側協力機関：なし  

他の関連協力：なし 

 

協力期間 

(R/D):2004.10.15～2009.10.14 
(延長 ): 
(F/U) : 
(E/N)（無償）  

 

１－１ 協力の背景と概要 

 ドミニカ共和国において、農業は伝統的基幹産業であるが、農民の約 90%が中小農家

であり技術や市場へのアクセスが不足していること、化学肥料や農薬等の集中使用によ

る土壌の劣化が著しく生産性の低下を招いていること等の問題を抱えている。  
 かかる状況下、農務省は持続可能な農業への転換を目指すとともに、市場競争力を持

たない小規模農家が家族労働力や未利用資源を活用して付加価値の高い環境保全型農産

物を生産・販売することにより、収入の向上を図ることを目的として、2002 年 8 月に技

術協力プロジェクトを日本に要請するとともに、北中部に位置するラ・ベガ農業区にお

いて農業普及員や複数の農家を対象に環境保全型農業技術にかかる研修を開始した。こ

れに対し、日本は当初シニア海外ボランティア及び青年海外協力隊を派遣し支援を行っ

た。  
技術協力プロジェクトとして開始するにあたり事前評価が行われた結果、農牧林研究

所を中心に実施体制を見直すことで双方合意し、2004 年 10 月 15 日に農務大臣と JICA
ドミニカ共和国事務所長により討議議事録（Record of Discussions：R/D）が署名され、

同日より 5 年間の予定でプロジェクトが開始された。  
本プロジェクトは、ラ・ベガ県において小規模農家を対象に、4 つの作物（野菜、キ

ャッサバ、サツマイモ、プラタノ）に関して、有機質肥料の利用、病虫害管理などの環

境保全型農業技術を開発、実証、普及し、生産された作物を市場に供給するため、対象

農家が市場情報を得ることを成果としている。これらの成果によって、対象農家が環境

保全型農業により生産した作物をコンスタントに市場に供給する能力を身につけ、将来

的には農家が作物を市場に販売することを目的としている。  
 

１－２ 協力内容 

（1）上位目標  
対象農家が高品質の商品を取り扱う市場（高級市場）に作物を販売している。  

 
（2）プロジェクト目標  

     対象農家が環境保全型農業により生産した作物を高級市場にコンスタントに供給

する能力がある。  
 
（3）成果  

1）環境保全型の農業技術が開発・実証・普及されている。  
2）対象農家が高級市場の情報を得ている。  

 
（4）投入（評価時点）  

日本側：  
長期専門家派遣     2 名  機材供与       23,296 千円  
短期専門家派遣     8 名  ローカルコスト負担  24,478 千円  
研修員受入       18 名  その他  
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相手国側：  
カウンターパート配置    25 名  ローカルコスト負担  DOP 14,344,241.80
土地・施設提供         
その他  

 

２．評価調査団の概要 

調査者 

 

 

（担当分野：氏名  職位）  
総  括：大木智之 独立行政法人国際協力機構農村開発部畑作地帯第一課長

評価分析：十津川淳 佐野総合企画株式会社 主任研究員  
評価企画：若林敏哉 独立行政法人国際協力機構ドミニカ共和国事務所 

調 査 

期 間 
2009 年 7 月 13 日～2009 年 7 月 24 日 評価種類：終了時評価  

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（1）上位目標：対象農家が高品質の商品を取り扱う市場 (高級市場）に作物を販売して

いる。  
市場への参入は、個々の農家によって独自に実現するものではなく、農民グルー

プの組織化、農業協同組合への参画を通じて得られるものである。現在、約 30 農家

が農業協同組合への参画を進めており、環境保全型の生産技術を用いた作物の出荷

が期待されることから、今後の上位目標達成が見込まれる。  
 
（2）プロジェクト目標：対象農家が環境保全型農業により生産した作物を高級市場に

コンスタントに供給する能力がある。  
対象農家では、環境保全型の生産技術を習得し、新種導入（キャッサバ、サツマ

イモ）が進展しており、全対象作物について、プロジェクトで定義された「質の高

い」作物を生産できるようになっている。特に、キャッサバは目標値の約 3 倍（57％）、

プラタノは目標値の約 4 倍（64％）の農家が「質の高い」作物を生産できるように

なっている。市場情報についても、 80%の対象農家がアクセスできるようになって

いることから、農家が市場情報の収集・認識と並行しながら、作物生産に取り組み

始めていることが分かる。このことから、プロジェクト目標を達成していると判断

できる。  
 
（3）成果 1：環境保全型の農業技術が開発・実証・普及されている。  

新種の導入（キャッサバ、サツマイモ）、施肥、病虫害防除技術の実証、普及を行

なった。野菜については、生産技術が他の作物と比べ高度であったことから目標値

（60％）を下回っている（49％）ものの、他の対象作物で目標値を上回っている。

 
（4）成果 2：対象農家が高級市場の情報を得ている。  

目標値（80％）の農家が高級市場の情報を得ている。このことから、成果が達成

されたと判断できる。  
 

３－２ 評価結果の要約 

（1）妥当性  
本プロジェクトは、貧困層にある小規模農民への支援であり、貧困削減に寄与す

ることから、ド国の国家政策、我が国の援助政策に合致している。多くの小規模農

民は化学肥料や農薬等の集中的かつ継続的使用によって、土壌の劣化を引き起こし、

農産物の生産性低下という問題に直面していた。また、農産物市場へのアクセスが

出来ず、多くは仲買人との価格交渉力を持たない農産物販売を行なっていたことか

ら、本プロジェクトが提供する技術支援（環境保全型農業の技術指導、市場情報の

提供等）は、これら小規模農民に直接裨益するものであり、対象グループのニーズ

に適合しており、総じて妥当性は高いといえる。  
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（2）有効性  
本プロジェクトにより、環境保全型農業技術が開発・実証・普及され、目標値を

上回る対象農家が、「質の高い」作物を生産できるようになっており、市場情報にア

クセスできるようになっていることから、プロジェクト目標の達成度は高いといえ

る。  
 
（3）効率性  

達成された成果からみて、投入は効率的に行われたといえる。しかしながら、本

プロジェクトでは一人の長期専門家がチーフアドバイザーとして、プロジェクトの

運営並びに普及員及び研究員への技術支援を行なってきた。かかる状況下、カウン

ターパートをはじめとする多くのドミニカ側関係者の努力並びに短期専門家の投入

などをもって、その活動に取り組んできたが、活動分野の多様性並びにその所轄範

囲の広さを鑑みると、一人の長期専門家体制は人的投入として少なかった点は否め

ない。  
 
（4）インパクト  

本プロジェクトにおける正のインパクトとして、プラタノ、キャッサバの生産性

が約 2 倍に向上している。また、30 の対象農家が自主的に、安定した作物の質の確

保、市場への参入を目的に、農業協同組合への参画を進めている。農務省において

は、「農業技術移転戦略（仮称）」が策定中であり、本プロジェクトが採用してきた

「研究員－普及員の協同体制による普及システム」が、その技術移転モデルの一つ

として提唱されている。  
負のインパクトは特に確認されなかった。  

 
（5）自立発展性  

環境保全型農業の推進は、現在国家を挙げて取り組んでいる農作物輸出振興の政

策指針に適うものであり、今後も政策面からの促進は継続的に図られてゆくものと

期待できる。組織面、技術面について、 IDIAF 北部中央センターでは、本プロジェ

クトの対象農家に有用な研究を継続できる研究員の人員が確保されている。ラ・ベ

ガ県において、住民の約 45％が農業に従事しており、質の高い作物について国内外

の関心が高まっていることから、環境保全型農業の継続的な推進は受容性が高い。

プロジェクトの成果を維持、拡大するためには、ド国側の更なる財政負担が必要で

あるが、総じて自立発展性は高いといえる。  
 
３－３ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること  
本プロジェクトでは、農業技術の研究を所管する IDIAF、農家への普及を所管す

る農務省をカウンターパートとしている。両機関を一つのプロジェクトの中で、連

携して活動を行なったことにより、研究部門、普及部門の双方へ活動のフィードバ

ックがなされ、相乗効果があった。また、ボランティアとの連携がプロジェクト形

成時から想定されており、対象農家への環境保全型技術の定着に寄与した。  
 
（2）実施プロセスに関すること  

本プロジェクトでは研究者と普及員が協同して、現場での実証、普及活動にあた

った。このような一体的な取り組みによってプロジェクトの成果が、より早く且つ

有効性の高いレベルで発現した。有機肥料（ボカシ）工場の利用を活性化したこと

で、プロジェクト活動に必要なボカシ肥などを確保することが容易となり、対象農

家に対する有機肥料の理解が高まった。  
 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1）計画内容に関すること  
特に確認されなかった。  
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（2）実施プロセスに関すること  
2007 年度、本プロジェクトは大規模なハリケーン被害を受け、試験・展示圃場が

大きな損害を受けた。結果、各種試験が遅延・中止となった。その他の特記すべき阻

害要因は無かった（ハリケーンは外部条件として規定されていた）。  
 
３－５ 結論 

 本プロジェクトはプロジェクトの初期において若干進捗の遅れが見られたが、中間レ

ビュー以降、着実な成果を積み上げてきた。 5 年間に亘るプロジェクト期間において、

普及員並びに研究員の開発・実証・普及にかかる手法及び知見等は大きく向上しており、

また最終ターゲット・グループである対象農家においても、環境保全型農業の定着が着

実に見え始めている。  
上述のとおり、プロジェクトが設定したプロジェクト目標並びに成果も概ね達成され

ているとともに、そのインパクトも周辺コミュニティに拡大しており、有効性の高いプ

ロジェクトであったと評価できる。  
 

３－６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

（1）普及員の継続配置  
本案件は、農務省と農牧林研究所の連携プロジェクトであり、普及を担当する農

務省の普及員 7 名が、プロジェクト・サイトにある IDIAF 北部センターに出向し、

プロジェクトチームを形成している。プロジェクト終了後も成果の発現を継続する

ためにも、農務省と農牧林研究所が連携して活動を行い、農務省の普及員を IDIAF
北部センターに継続的に派遣する。  

 
（2）ボカシ工場の持続的な運営  

環境保全型農業を促進する上で、有機肥料の生産、配布は活動の要となることか

ら、ボカシ工場が継続的に運営されるよう、関係機関が調整を行なう。  
 
（3）技術広報誌の普及  

本プロジェクトの活動について、現在まで 6 つの技術広報誌が発刊されており、

全国配布されている。また、14 誌が発刊予定であることから、プロジェクト期間中

に発刊し、プロジェクトの広報及び成果普及を促進する。  
 
（4）対象農家の組織化  

農家を組織化して、農作物の質を安定化させ、流通業者と交渉することが将来的

に必要となってきている。一部の農家では組織化に向けて話し合いが持たれている

ものの、具体的な活動には至っていないことから、関係機関が農民の組織化を促進

するため、支援を行う。  
（5）流通分野の活性化  

プロジェクトの活動により、対象農家に対して市場情報が提供されるようになっ

ている。また、各作物について農家の状況調査が実施されていることから、農作物

の効果的な生産、販売について、関係機関により助言を行う仕組みを構築する。  
 

（6）持続的農法を取り入れた品種の導入  
プロジェクトは生産性と市場性を高める新品種の導入に成功した。今後もこのよ

うな技術指導を継続すべきである。また、同様に有機肥料と自然・生物農薬の導入

による持続的生産システムを更に強化することが求められる。  
 
３－７ 教訓 

（1）複数機関によるプロジェクトの実施形態  
本プロジェクトでは、複数機関（ IDIAF、農務省）により実施されており、双方の

機関の職員がプロジェクト事務所に出向し、共同で活動を行なっている。プロジェ

クトの活動においては、必ず双方の機関から構成されたチームを構成し、日本人専

門家によるモニタリングを行なっている。複数の機関が同一の事務所で共同して活
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動を実施し、日本人専門家によるモニタリングを行なうことで、効果的な連携が図

られる。 

 

（2）ボランティアとの連携  
本プロジェクトにおける日本人ボランティア（青年海外協力隊、シニア海外ボラ

ンティア）について、各ボランティアの担当地域を決め、現場の状況に応じて自由

度を持った活動を実施している。また、プロジェクトリーダーが中心となって、ボ

ランティアとの定期報告会を実施されており、ボランティアの活動状況を把握し、

適宜助言を行っている。プロジェクトとボランティアとの連携において、ボランテ

ィアの担当地域を決め、自由度を持った活動を実施し、定期報告会を開催してモニ

タリングを行なうことが有効である。  
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SUMMARY OF THE RESULTS OF PROJECT EVALUATION 
 

1. General Description of the Project  
Name of the Country:  

Dominican Republic
Title of Project:  Project of Sustainable 
Agricultural Development for Small Farmers
of the North-Central Region of the 
Dominican Republic 

Sector :  Agriculture Type of Cooperation:  
Technical Cooperation Project

Responsible Agency: 
JICA Dominican Republic Office

A m o u n t  o f  C o o p e r a t i o n  ( a c c u m u l a t e d 
amount until  the Project Final Evaluation): 
175 Million Yen 
Local related agencies:  Secretariat  of State 
of Agriculture (SEA) and Dominican 
Research Insti tute for Agriculture, 
Livestock and Forestry (IDIAF) 
Japanese collaborating agency: None 
Other cooperation scheme: None 

Period of 
Cooperation 
 

(By Record of 
Discussion) : 2004.10.15
～ 2009.10.14 
(Extension):  
(Follow Up) :  
(Exchange of Notes) for 
Grant Aid   

1-1 Background and Profile of  the Cooperation 
Agriculture is the main traditional industry in the Dominican Republic,  but 

about 90% of the sector consists of small  and medium farmers who have l i t tle 
access to technology and markets.  Moreover,  the agriculture sector faces problems 
such as the intensive use of chemical  ferti lizers and pesticides which have caused 
severe land degradation and reduction of productivity and quality of products.   
   Under these circumstances,  the Secretary of State for Agriculture (SEA) 
requested technical cooperation from Japan in August 2002, aiming to improve the 
national agricultural  production by shift ing toward a sustainable agriculture,  as 
well  as incorporating small  farmers into sustainable cropping system based on a 
use of unexploited resources and familiar labor in order to raise their 
competit iveness and income through producing and marketing of products with 
high agricultural value. The SEA also started training programs on sustainable 
agriculture technologies for extension agents and farmers in the area of La Vega 
located in the North-Central  Region of the country,  while the Government of Japan 
dispatched Japan Overseas Cooperation Volunteers and Senior volunteers to 
support these programs.    
   After having the implementation of a technical cooperation project approved 
and the preliminary study conducted, the Dominican and Japanese Parties agreed 
to adjust  the project implementation scheme and designated as the main executing 
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agency, the Dominican Insti tute For Agriculture,  Livestock and Forestry Research 
(IDIAF). On October 15th, 2004 the Record of Discussion (R/D) was signed 
between the Dominican Minister of Agriculture and the Director of JICA 
Dominican Office,  giving a formal launch of the Project with a term of 5 years 
(October 2004–October 2009).  
   The Project is  aimed to develop, validate,  and extension of the sustainable 
agriculture technology including the use of organic fert il izer,  Integrated Pest 
Management (IPM), etc.  to four crops (Vegetable,  Cassava, Sweet Potato, 
Plantain),  and to get the market information for sell ing the products to the market 
for the small  farmers in La Vega. Accomplished the results,  the Project will 
realize that  the small  farmers acquire the capacity to supply the products to the 
market constantly,  in the future the farmers sell  products to the market.     

 
1-2 Contents of  Cooperation 
（ 1）Overall  Goal 

The target group of farmers sells their  products in high-quality markets.  
（ 2） Project Purpose 

The target group of farmers is able to supply constantly their  products which 
will  be developed under sustainable agriculture system to high-quality 
markets.   

（ 3）Outputs 
1）Appropriate technologies for sustainable agriculture are developed, validated 

and diffused.  
2）The target group of farmers has high-quality market information. 

（ 4） Inputs (at  a evaluation moment) 
    Japanese side 

Long-term Experts:2   Amount of Equipment supplied:  23,296 thousand yen
Short-t ime Experts:8   Local Operational Expenditure: 24,478 thousand yen
Acceptance of Trainees:18 ,  Others:               

Dominican side 
Assignment of Counterparts:25  
Local Operation Expenditure:RD$ 14,344,241.80    
Provision of land and facilit ies,  Others   

 

2. Composition of Evaluation Mission 
 
Members 

（Responsible Area, Name, Position）  
General Coordination: Tomoyuki Oki,  Chief of Latin America Unit , 

Rural Development Department,  JICA 
Evaluation and Analysis:  Jun Totsukawa, Consultant,  Senior Researcher 
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of Sano Planning Co.Ltd. 
Evaluation Planning: Toshiya Wakabayashi, JICA Dominican Republic

Office 
Period of 
Evaluation 

July 13, 2009～ July 24, 2009 Type of Evaluation:  
Terminal Evaluation

3. Summary of  Evaluation Results 
3-1 Verification of  the Project's Achievement 
（ 1）Overall  Goal 

It  is  not easy for the small  farmer to compete in the market,  so that  it  is 
necessary to organize small  farmers and participate in the farmers’ cooperative for 
competing in the market.  At present,  about 30 farmers are planning to participate 
in the farmers’ cooperative,  i t  is  expected that the farmers sell  the products used 
by the sustainable agriculture technology. For those reasons, it  will be reached the 
overall  goal in the future.    

 
（ 2） Project Purpose 

The object farmers learns the sustainable agriculture technology, introduce the new
variety (Cassava, Sweet Potato),  and can produce the high quality crops defined in 
the project.  Particularly,  the achievement is in high level compared with the target 
value on Cassava and Plantain.  The farmers accomplished the three t imes of 
production on Cassave, and four t imes on Plantain compared by the planning 
value using the sustainable agriculture technology. And It  means that the farmers 
begin to produce the crops with collecting, recognizing the market information, so 
that i t  has been achieved the project goal.  

 
（ 3）Output1 

The project realized the introduction of the new variety on Cassava, Sweet 
Potato,  validation and extension on the fert il izer and Integrated Pest Management.  
Production technology on vegetable is more difficult  than other crops,  so that  the 
achievement level on vegetable is inferior (40%) to the target value (60%), 
however the achievement level on other crops is superior to the target value.   

 
（ 4）Output 2  

The 80% of object  farmers can access the market information, so that i t  has 
been achieved the output.  

 
3-2 Summary of Evaluation Results 
（ 1）Relevance 

The Project is  for the small  farmers in poor situation, and is contributed to the 
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poverty reduction, so that it  is  correspond to the Dominican policy and Japan aid 
policy. Most of small  farmers faced at  the problem on low productivity of crops 
caused by continuous and excessive use of chemical fert il izer,  pesticides,  and 
land degradation. Also, they could not access to the market information, so that 
most farmers had sold the products without negotiation with brokers.  The 
relevance of the project is  high, because the small  farmers have benefited from 
the project by the introduction of the sustainable agriculture technology and 
access to the market information, so i t  is  correspond to the needs of target groups. 

 
（ 2）Effectiveness 

The effectiveness is high as the following reasons: the sustainable agriculture 
technology is developed, the farmers can produce the high quality crops,  and 
access to the market information by the project more than the target value.     

 
（ 3）Efficiency 

The input is efficient compared with the outputs of the project.  However,  only 
one permanent long term expert  has provided technical support to the 
investigators,  extension agents and management of the project as the project 
adviser.  Under this condition, the project has executed the activities supported by 
efforts of the Dominican part  and input of the short  term experts. It  can be said 
that the personal input would be shortage at  the point  of the variety and width of 
activities.   

 
（ 4） Impact 

The posit ive impacts are as follow: It  has been reached twice of the 
productivity on plantain and cassava. About 30 farmers are promoting to become 
part of local agricultural cooperatives to acquire the stable quality of crops and 
integrate to the market.  Also, The Secretary of the State of Agriculture is in 
process to establish the Agriculture Technology Transfer Strategy,  i t  is proposed 
the model system to collaborate with extension agents and investigators on the 
agriculture technology transfer.  Part icularly,  i t  is  not confirmed the negative 
impact.    

 
（ 5） Sustainabili ty 

The promotion of the sustainable agriculture is corresponded to the crops 
exportation promotion policy, and it  is  expected to continue the promotion policy. 
In the institutional and technical aspects,  it  is  confirmed that the investigators in 
IDIAF northwest center engage in the useful  study for the farmers.  The 45 % of 
population in La Vega is engaged in agriculture,  and it  is  raising the internal  and 
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overseas interest about the high quality crops,  so that it  is high demand to 
promote continuously the sustainable agriculture in the Dominican Republic. 
Although it is more necessary the budget expense of dominican part ,  it  would be 
high sustainabili ty.    

 
3-3 Factors promoting better sustainability and impact 
（ 1） Factors concerning to Planning 

The Counterparts of the project are IDIAF and SEA: IDIAF is the Agriculture 
Technology Insti tution, and SEA is engaged with the extension of agriculture 
technology to the formers.  In the project,  both insti tutions collaborates the 
activities of the project,  so that there are many feedbacks of the results to both 
insti tutions and many synergy effects. The project is programmed the 
collaboration with volunteers at the moment of the project formulation, the 
activities of volunteers have been contributed to facili tate the technology for the 
formers.   

 
（ 2） Factors concerning to the Implementation Process 

In the project, the investigators and extension agents have collaborated the 
validation and extension of the sustainable agriculture technology in the field. 
This collaboration contributes to accomplish the high level results early and 
effectively. Also it  led high compression for the farmers to reactivate the plant of 
Bocashi and to get easily the organic fert il izer for the project activit ies.     

 
3-4 Factors inhibiting better sustainability and impact 
（ 1） Factors concerning to Planning 

Particularly i t  is  not confirmed the factors inhibit ing.  
 

（ 2） Factors concerning to the Implementation Process 
It  was huge damage by the hurricane in the project field in 2007. As the result, 

some of the examinations were suspended or postponed. Beyond that,  there is not 
other factor inhibiting. (The effect of hurricane is mentioned in PDM as the 
important assumptions.)  

 
3-5 Conclusion 

Although the Project suffered some delays in regards of progress in i ts  init ial 
stage, after the Mid-term Evaluation, the Project has been accumulating steadily 
tangible results.  As a result  of five years of operation, there is a remarkable 
improvement in the capacity of researchers and extension agents on technology
development,  validation and extension. An establishment of sustainable and 
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environmental fr iendly agriculture is also perceived among PAS* farmers.  
As described above, the Project Purpose and Expected Outputs have been 

generally achieved, having produced collateral  impacts to the neighbor 
communities.  The overall  evaluation shows high effectiveness of the Project.  

 
3-6 Recommendations 
（ 1） Permanent Assignment of Actual Group of Extension Agents  

This project is  executed in coordination between the SEA and IDIAF. Seven 
extension agents of SEA are assigned to the project office located in Northern 
Center of IDIAF. They are part of the Local Team of the Project.  To ensure 
continuity and effectiveness of the project after the conclusion of Japanese 
Assistance, i t  is  recommended to keep a collaboration working system composed 
by the staff of both organizations,  as well  as a continuous allocation of actual 
extension agents in the North Central of IDIAF.  

 
（ 2） Sustainable Management of Bocashi Factory 

The production and distribution of organic ferti lizers are essential  for 
promoting sustainable agriculture; therefore,  a proper coordination must be 
established among related enti ties in order to ensure sustainable management of 
Bocashi Factory. 

 
（ 3）Diffusion of Project Technical Publications  

Six technical publications were released by the Project while 14 are st il l  
pending. It  is  necessary to complete all  of the programmed publications during 
the Project in order to diffuse the Project results.    

 
（ 4）Organization of PAS Farmers 

It  is  necessary to promote the organization of farmers and improve the quality 
and stability of their production, as well  as having the abil ity to negotiate with 
buyers.  A group of farmers in the PAS discuss the possibili ty of organizing, but 
they have not taken concrete actions.  Therefore,  it  is  necessary for the concerned 
authorities to support such kind of init iatives.   

 
（ 5）Reinforcement of Commercialization Unit   

Market information is provided to PAS farmers by the Project. Also studies 
have been conducted on the situation of each of the selected crops.  It  is 
recommended to establish a mechanism so that the authorities concerned could 
give advices related to more effective production and sale of crops.  

                                                           
* PAS :Pr o yec t o  Agr i c u l t u ra  Sos t en i b le  (Sp an i sh i )、 Su st a inab le  Agr i cu l t u re  Pro j ec t  (En gl i sh )  
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（ 6） Introduction of Varieties with Sustainable Agriculture Approach 
Project has successfully introduced new varieties of the selected crops that  

have posit ive impacts to increase productivity and marketing. It  is  recommended 
to keep strengthening this type of sustainable production based on organic 
ferti lizers and natural  and biological pesticides.  

 
3-7 Lessons Learns 
（ 1） Implementation Structure with the Involvement of Several Institutions 

The project is  executed with multi-insti tutions (IDIAF, SEA), the stuff of both 
insti tutions work in the same project office,  and collaborate the activit ies.  In the 
project activities,  i t  was organized the team composed by both institutions,  and 
the Japanese expert monitored the activit ies.  It  is  expected the effective 
collaboration for the staff  of multi-insti tutions to work in the same office with the 
monitoring by the Japanese expert.   

 
（ 2）Collaboration with JICA Volunteers 

Several Japanese Volunteers (Junior and Senior) have been assigned to PAS. 
Each of them has proper responsible area and develops their  activities with 
certain degree of flexibil i ty according to the situation in each area.  The team 
leader of the PAS organizes regular meetings where they report their  activit ies 
and the necessary coordination is made to adjust  the activities of the PAS and 
those of the volunteers.   

In the aspect of the collaboration with the project and volunteers,  i t  is  
effective that  it  is  defined the area of volunteers,  the voluntaries execute 
activities with certain degree of flexibili ty,  and it  takes the monitoring meeting 
periodically.  
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第１章 評価調査の概要  

 

１－１ 協力の概要 

（1）背景  

     ドミニカ共和国において、農業は伝統的基幹産業であるが、農民の約 90%が中

小農家であり技術や市場へのアクセスが不足していること、化学肥料や農薬等の

集中使用による土壌の劣化が著しく、生産性の低下を招いていること等の問題を

抱えている。  

     かかる状況下、農務省は、持続可能な農業への転換を目指すとともに、市場競

争力を持たない小規模農家が家族労働力や未利用資源を活用し、付加価値の高い環

境保全型農産物を生産・販売することにより収入の向上を図ることを目的として、

2002 年 8 月に技術協力プロジェクトを日本に要請するとともに、北中部に位置す

るラ・ベガ農業区において農業普及員や複数の農家を対象に環境保全型農業技術に

かかる研修を開始した。これに対し、日本は当初シニア海外ボランティア及び青年

海外協力隊（以下、協力隊）を派遣し支援を行った。  

技術協力プロジェクトとして開始するにあたり事前評価が行われた結果、農牧林

研究所（以下、 IDIAF）を中心に実施体制を見直すことで双方合意し、2004 年 10

月 15 日に農務大臣と JICA ドミニカ共和国事務所長により討議議事録（Record of 

Discussions：R/D）が署名され、同日より 5 年間の予定でプロジェクトが開始され

た。  

    本プロジェクトは、ラ・ベガ県において小規模農家を対象に、4 つの作物（野菜、

キャッサバ、サツマイモ、プラタノ）に関して、有機質肥料の利用、病虫害管理な

どの環境保全型農業技術を開発、実証、普及し、生産された作物を市場に供給する

ため、対象農家が市場情報を得ることを成果としている。これらの成果によって、

対象農家が環境保全型農業により生産した作物をコンスタントに市場に供給する

能力を身につけ、将来的には農家が作物を市場に販売することを目的としている。 

 

（2）概要（終了時評価以前）  

サイト  ラ・ベガ農業地区  

協力期間  2004 年 10 月 15 日～2009 年 10 月 14 日  

実施機関  農務省 (SEA)、農牧林研究庁 (IDIAF) 

プロジェ

クト目標  

対象農家が環境保全型農業により生産した作物を高級市場にコンスタ

ントに供給する能力がある  

成果  1. 環境保全型の農業技術が開発・実証・普及されている  

2. 対象農家が高級市場の情報を得ている  

日本側  

投入  

長期専門家：2 名  

短期専門家：8 名  
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 ボランティア：  

シニア海外ボランティア（4 名）  

青年海外協力隊（野菜、村落開発、プログラムオフィサー 計 13 名）

本邦研修：18 名  

機材供与：車輌、バイク、実験機器類、圃場用資機材等  

現地活動費：プロジェクト事務所、圃場整備、調査費、活動経費等  

 

 

（3）実施体制図

実証班 （IDIAF） 普及班 （SEA）

地方コーディネーター

プロジェクトダイレクター

普及対象5 地区

シニア隊員（ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑｵﾌｨｻｰ）

（Santo Domingo）

長期専門家

農務大臣 / 農牧林研究所理事長

（La Vega）

シニア海外ボラン
ティア

合同調整委員会

有機肥
料工場

流通班 （SEA）

協力隊員

実験圃場

（2ヶ所）
大学

農業高校
展示圃場

普及員

農業技術
研究所

(CENTA)

 

１－２ 調査団派遣の目的 

（1）プロジェクトの実績と実施プロセスを把握する。  

（2）日・ド合同で評価 5 項目に沿って評価を行う。  

（3）後半の活動計画及び円滑なプロジェクト運営のために取るべき措置について協

議し、必要な助言及び計画の修正を行う。  

 

１－３ 団員構成 

・総括   大木  智之  JICA 農村開発部畑作地帯第一課長  

・評価分析  十津川  淳  佐野総合企画株式会社 主任研究員  
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・評価企画    若林  敏哉  JICA ドミニカ共和国事務所 所員  

 

１－４ 調査日程 

派遣期間：2009 年 7 月 13 日から 2009 年 7 月 24 日まで（12 日間）  

詳細は付属資料 1 のとおり。  

 

１－５ 主要面談者 

付属資料 2 のとおり。  
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第２章 終了時評価の方法  

 

２－１ 評価の実施体制 

本評価調査に当たっては、評価グリッド（付属資料 3）において設定した調査項目・

サブ項目への調査・検討を中心に据えながら、日本・ドミニカ共和国合同評価団によ

って調査を実施した。  

 合同評価調査団の構成は以下のとおり。  
 

（ドミニカ共和国側）  

Teresa Mota   農務省国際協力部多国間協力担当  

Agrón Efre Santos   農務省北部中央地域農牧林局農村開発担当  

Raul Cordero   農務省農業指導員（ IATESA 出向）  

Julio Morrobel  農牧林研究所北部センター計画管理評価部長  

Pablo Herasme   経済企画開発省国際協力分析官  

 

（日本側）  

大木 智之         JICA 農村開発部畑作地帯第一課 課長  

十津川 淳      佐野総合企画株式会社 主任研究員  

若林 敏哉   JICA ドミニカ共和国事務所 所員  

 

２－２ 評価の実施方法 

２－２－１ 評価の手法  

評価手法は JICA 事業評価ガイドラインに基づき、プロジェクトの計画と実績を比較し、

評価５項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の視点の内、特に妥当

性、有効性、効率性に重点をおいて評価を行うこととした。 

 
（1）妥当性  
   妥当性は、プロジェクトの上位目標やプロジェクトの目標が、ドミニカ共和国の政策、日

本国の対ドミニカ共和国協力方針、ターゲットグループのニーズに合致しているか否か、プ
ロジェクトサイトの適切性及びプロジェクトアプローチとしての適切さ等を評価する。  

（2）有効性  
  有効性は、プロジェクトによって産出された成果により、どの程度プロジェクト目標が達
成されたのか、あるいは達成が見込まれるのか等を評価する。  

（3）効率性  
   効率性は、実施過程の中で様々な投入がいかに効率的に成果に結びつけられたか、より効

率的な手段がなかったか等を評価する。  
（4）インパクト  
   インパクトはプロジェクト実施の結果、起こる影響や変化を評価する視点である。インパ

クトは上位目標に対する影響のほか、直接的・間接的な影響・変化、望ましい、あるいは望
ましくない影響・変化など様々な側面が含まれる。  

（5）自立発展性  
   自立発展性は、外部からの支援がなくなった段階でもプロジェクトの便益が持続するかど

うかという視点において評価する。  
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２－２－２ データ収集・分析方法  

評価調査にかかる必要な情報・データは主に下記の 3 つの側面から収集し、分析

を行なった。  

①日本人専門家及びドミニカ共和国側カウンターパートに対する聞き取り調査  

②プロジェクト対象 5 地域における展示圃場など実見及び対象農家聞き取り調査  

③日本人専門家及びドミニカ共和国側カウンターパートに対する質問票調査  

 

上記①の聞き取り調査については、日本人長期・短期専門家及び同プロジェクト

と連携した活動を展開しているシニア海外ボランティア、青年海外協力隊員の計 6

名、ドミニカ共和国側カウンターパートには普及員、研究員等、総計約 20 名に対し

て、聞き取り調査を実施した。  

また、②の対象農家聞取り調査では、各対象地域の村落においてグループインタ

ビューを実施し、それぞれの地域で 5 名から 10 名程度の農家に対して聞取り調査を

実施した。  

加えて、③の質問票調査を合わせて実施し、聞取り調査の情報とともに評価調査

における有用な情報として評価分析に活用した。  

 

２－３ プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM） 

２－３－１ PDM の変遷  

  本プロジェクトにおいては、中間評価調査時に日本側・ドミニカ共和国側の双方

の協議、ワークショップを経て、PDM 内容の大幅な変更を行なった。主たる変更点

については下表に示すとおりである。  

  本終了時評価調査における「プロセス」評価の項にもあるとおり、この PDM 変

更はプロジェクト活動を対象作物ごとに再整理したことによって、関係者の活動内

容が明確化し、普及員並びに研究員の活動が促進されたことが本調査からも明らか

となっている。  
 

表 2.1 中間評価前後の PDM 概要の比較  
 中間評価前  中間評価後  

（本終了時評価調査対象 PDM）  

上位目標  環境保全型農業と有機農業を実践す

る農家が増え、農産物の流通が増大す

ることにより、La Vega 地域の農業分

野が活性化する。  

対象農家が高品質の商品を取り扱う市

場 (高級市場 )に作物を販売している。  

プロジェク

ト目標  

La Vega 地域の環境保全型農業計画に

参加する小農の収入が向上する。  

 

対象農家が環境保全型農業により生産

した作物を高級市場にコンスタントに

供給する能力がある。  

成果  1. La Vega 地域に適合した環境保全型

農業及び有機農業技術が開発・実証さ

1. 環境保全型の農業技 術が開発・実

証・普及されている。  
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れる。  

2. 小農に適合した低コストで生産性

の高い農業技術と環境保全型農業の

技術が普及・実践される。  

3. 対象農民の市場へのアクセスが改

善される。  

 

2. 対象農家が高級市場の情報を得てい

る。  

活動  「技術開発実証試験」、「普及」、「流通」

の 3 分野に分割して活動内容を規定。

 

「野菜」、「キャッサバ」、「サツマイモ」、

「プラタノ」の作物別に活動を規定。

また、「流通」は別枠で活動実施。  

 

２－３－２ PDM の概要  

  本プロジェクトの PDM（中間評価調査時以降の最終版）では、上表 2.1 に示すプ

ロジェクト上位目標並びにプロジェクト目標、成果、活動を掲げている。プロジェ

クトサイトはラ・ベガ県の 5 つの地区（リンコン、バランカ、クトゥプ、ラ・トレ、

ハラバコア）に設定され、ターゲット・グループである 250 農家に対して多様な技

術支援を行なってきた（ただし、250 農家はセミナー・講習のみに参加している農

家も含む数値。集中的な技術支援の対象農家としては、180－200 人前後となる）。

活動はそれぞれの作物において、「実証」分野と「普及」分野に分けて整理がされて

いる。  

  詳細な PDM、活動計画については、付属資料 4、5 のとおり。  
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第３章 プロジェクトの実績と実施プロセス  

 

３－１ プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標 : 対象農家が環境保全型農業により生産した作物を高級市場にコ  

ンスタントに供給する能力がある   

 
 
指標  

 A. 野菜（トウガラシ、ナス、インゲン）    
プロジェクト終了時において、対象農家の 45％が質の高い野菜を生産している。  

B. キャッサバ    
プロジェクト終了時において、対象農家の 20％が質の高いキャッサバを生産している。  

C. サツマイモ    
プロジェクト終了時において、対象農家の 25％が質の高いサツマイモを生産している。  

D. その他作物（プラタノ）    
プロジェクト終了時において、対象農家の 15％が質の高いその他作物を生産している。  

E. 上記各作物について    
プロジェクト終了時までに対象農家の 50％が高級市場について、よくわかっている。

  

＊指標中の「質の高い」作物の定義については、付属資料 6 のとおり。  

 

上記指標について、対象農家を技術指導している担当普及員及び研究員が行なった

評価結果は下表のとおりである。  

評価結果は、プロジェクトが目標とした各作物の生産状況及び市場情報について、

目標数値を達成していることを示している。特に、キャッサバとプラタノは指標数値

よりも遥かに高い達成度を示している。  

また、市場情報についても指標数値を大きく上回っており、農家が市場情報の収集・

認識と並行しながら、作物生産に取り組み始めていることが分かる。  

以上の点から、本プロジェクト目標は達成していると判断できる。  
 

表 3.1 プロジェクト目標指標達成度  
 支援対象  

農家数  
指標を達成  
した農家数  

指標が要求  
した達成度  

実際の達成度  

A. 野菜  35 17 45％  49% 
B. キャッサバ  63 36 20％  57% 
C. サツマイモ  29 16 25％  55% 
D. プラタノ  58 37 15％  64% 
E. 市場情報  185 148 50％  80% 

＊複数の作物を生産している農家もあるため、農家数には一部重複がある（後述成果 1 及び 2 同様）。  

 

 

３－２ 成果の達成状況 

成果1: 環境保全型の農業技術が開発・実証・普及されている。  
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指標   

A.  野菜（トウガラシ、ナス、インゲン）    
プロジェクト終了時に対象農家の60％が質の高い野菜生産技術を身につけている。   

B. キャッサバ    
1 .  プロジェクト終了時に対象農家のうち、 4 0％がバレンシア種のキャッサバを導入して

いる。   
2 .  プロジェクト終了時に対象農家のうち、 2 5％がバレンシア種の生産技術を身につけて

いる。   
C. サツマイモ    

1.  プロジェクト終了時に対象農家のうち、70％が2品種の高品質のサツマイモを導入してい

る。   
2 .  プロジェクト終了時に対象農家のうち、 35％が質の高いサツマイモの生産技術を身につ

けている。  
D. その他作物（プラタノ）    

プロジェクト終了時に対象農家のうち、26％がFHIAなど質の高いその他作物の生産技術を

身につけている。  
   

 

上記指標について、対象農家を技術指導している担当普及員及び研究員が行なった

評価結果は下表のとおりである。  

評価結果は、プロジェクトが目標とした各作物に対する生産技術習得状況及び新種

の導入状況について、目標数値を概ね達成していることを示している。このうち、「野

菜の生産技術」と「サツマイモの新種導入」のみ、指標値を若干下回っているが、こ

れは野菜が輸出指向であるため、その生産技術も他作物と比較してやや高度であるこ

と、またサツマイモの新種導入は実証段階での遅延などが影響したものと考えられる。 

但し、これらも指標数値を僅かに下回っているばかりであることから、総じて本成

果は「概ね」達成していると判断できる。  

 

表3.2 成果1の指標達成度  
 指標項目  支援対象  

農家数  
指標を達成

した農家数

指標が要求

した達成度  
実際の達成度  

A. 野菜  生産技術  35 17 60% 49% 

B. キャッサバ  新種導入  63 53 40% 84% 

 生産技術  63 53 25% 84% 

C. サツマイモ  新種導入  29 20 70% 69% 

 生産技術  29 16 35% 55% 

D. プラタノ  生産技術  58 26 26% 45% 

 

 

 

成果2: 対象農家が高級市場の情報を得ている  
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指標   
上記各作物について：    
プロジェクト終了時に対象農家のうち、80％が高級市場の情報 *を得ている。  

 
 

*高級市場にかかる情報とは、市場が要求する農産物の質、量、農薬使用条件、 (輸出 )業者の紹介などを

指すものとする。  

 

上記指標について、対象農家を技術指導している担当普及員が行なった評価結果は

下表のとおりである。  

評価結果は、プロジェクトが目標としたとおり、対象農家は高級市場にかかる情報

を以前との比較において、より多く有していることを示している。プロジェクトでは、

高級市場が求める農産物の質、量、農薬使用条件等の情報提供のために、農家と輸出

業者との直接の情報交換会合を設けるなどの努力を行なってきた。その結果、まだ僅

かな例ではあるものの中間業者を通さずに業者への直接販売を行なったケースや、よ

り安定的且つ高値の売却が可能となり得る農業協同組合への参加に向けた動きが見ら

れるようになってきている。  

以上の点から、本成果は達成していると判断できる。  

 

表3.3 成果2の指標達成度  
 支援対象  

農家数  
指標を達成  
した農家数  

指標が要求  
した達成度  

実際の達成度  

高級市場情報  185 148 80% 80% 

 

３－３ 投入実績 

 本プロジェクトでは人的、物的投入として以下の投入を行なった。  

３－３－１ 人的投入  

  本プロジェクトでは下表のとおりの専門家派遣並びにボランティア派遣を行なっ

た。  

 

表 3.4 長期・短期専門家及びボランティア投入  
専門分野  派遣期間  

長期専門家   
チーフ・アドバイザー  2005.05.14～2007.05.13 
チーフ・アドバイザー  2007.06.30～2009.10.14 
短期専門家   
参加型計画  2005.02.20～2005.03.21 
実験計画手法  2006.06.11～2006.07.01 
病虫害防除（化学農薬低減化技術）  2007.01.09～2007.02.06 
農業普及  2008.01.20～2007.03.07 
土壌肥料  2008.02.05～2007.03.07 
土壌肥料  2008.09.27～2008.10.26 
病害虫管理  2008.09.27～2008.10.26 
シニア海外ボランティア（SV）   
農業  2002.04.04～2004.11.03 
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農業  2004.10.27～2006.10.26 
農業  2006.10.04～2008.10.03 
野菜  2009.03.25～2011.03.24 
シニア隊員   
プログラム・オフィサー  2005.03.29～2005.03.28 
協力隊員（ JOCV）   
野菜  2003.07.17～2005.10.16 
野菜  2003.07.17～2006.03.16 
村落開発普及員  2003.12.04～2005.12.03 
野菜  2005.04.08～2007.04.07 
野菜  2005.07.13～2007.07.12 
村落開発普及員  2006.03.29～2008.03.28 
野菜  2007.06.20～2009.06.19 
病虫害  2007.08.20～2008.02.19 
野菜  2008.01.07～2009.06.19 
病虫害  2008.06.23～2010.06.22 
野菜  2008.06.23～2010.06.22 
村落開発普及員  2008.06.23～2010.06.22 

 

３－３－２ 物的投入  

物的投入としては、IDIAF 北部センターを中心として業務実施に必要な資機材（コ

ンピュータ）、車輌等を投入した。また、 IDIAF 傘下の農業技術センター（CENTA）

に対しても、ラボ分析機器の資機材供与を実施した。詳細は付属資料 7 の別添 5 を

参照。  

また、日本側、ドミニカ共和国側から下表のとおりのコスト負担がなされている。  

 

表 3.5 ローカルコスト負担 (日本側 )        (RD$) 
項目  2004 年度  2005 年度  2006 年度  2007 年度  2008 年度  2009 年度  合計  
一般  
業務費  

35,712.00 1,121,828.03 1,495,526.00 1,447,455.14 2,472,895.82 737,734.78 7,311,151.77

日当  0.00 48,800.00 46,100.00 38,000.00 400.00 0.00 133,300.00
謝金  0.00 31,205.00 160.00 120,017.00 51,612.00 0.00 202,994.00
会議費  0.00 4,640.00 18,214.00 11,241.00 37,660.00 12,595.00 84,350.00
工事費  1,314,051.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1,314,051.00
合計  1,349,763.00 1,206,473.03 1,560,000.00 1,616,713.14 2,562,567.82 750,329.78 9,045,846.77

表 3.6 ローカルコスト負担 (ドミニカ共和国側 )    (RD$) 

項目  2004 年度  2005 年度  2006 年度  2007 年度  2008 年度  2009 年度  合計  

運営費  195,512.50 1,177,748.58 2,465,913.32 3,030,744.83 873,790.00 334,880.00 8,078,589.23
機材  
購入  

0.00 202,414.02 530,155.11 47,429.31 0.00 0.00 779,998.44

メンテ  
ナンス  

0.00 45,481.04 160,385.49 174,835.02 156,082.79 135,175.85 671,960.19

日当  1,735.00 13,201.94 37,608.58 50,263.98 33,141.14 14,804.45 150,755.09
給与  10,427.50 31,292.29 265,422.50 1,161,814.71 778,683.38 2,237,216.07 4,484,856.45
国内外研

修費用  
820.00 17,798.25 50,175.00 31,500.00 35,757.50 25,675.70 161,726.45

パンフレッ

ト作成  
0.00 16,356.00 0.00 0.00 0.00 0.00 16,356.00

合計  208,495.00 1,504,292.12 3,509,660.00 4,496,587.85 1,877,454.81 2,747,752.07 14,344,241.8
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３－３－３ その他投入  

  本プロジェクトでは本邦研修を実施し、下記のとおり計 9 名がカウンターパート

研修を受講している。また、この他に集団研修によって普及員のカウンターパート

などの計 9 名が本邦での研修を受講している。  

 

表 3.7 カウンターパート研修実績  

研修コース名  研修期間  

有機農業  2005.03.13～2005.03.26 

有機農業  2005.03.13～2005.03.26 

持続的農業（栄養） 2006.03.21～2006.05.03 

持続的農業 (野菜 ) 2006.03.21～2006.05.03 

持続的農業（栄養） 2006.11.19～2006.12.22 

持続的農業（栄養） 2006.11.19～2006.12.22 

持続的農業生産物  2008.02.02～2008.03.15 

持続的農業における病害虫防除  2008.02.02～2008.03.15 

農業経済活性化における協同組合の役割  2009.05.10～2009.05.22 

 

３－４ 実施プロセス 

（1）関係者間のコミュニケーション  

本プロジェクトの前半時期においては、日本人長期専門家（チーフアドバイザ  

ー）がサントドミンゴに配置されていたため、プロジェクト現場とのコミュニケ

ーション頻度・密度がやや不足しており、各種活動の進捗にも影響を及ぼした。  

しかしながら、中間評価調査以降は長期専門家がプロジェクト現場に常駐する  

体制を整え、関係者間のコミュニケーションは大きく改善されている。  

 

（2）モニタリング体制 (農家への技術指導 ) 

モニタリングは、各プロジェクトサイト担当普及員が作成する週間活動計画に  

基づいて実施されており、同時に活動報告の記載及び全体月例会議での活動報告

を通じて、関係者間において情報共有がなされている。  

普及員のモニタリングフォーマットも、本プロジェクトでの短期専門家の活動に

よって改訂されており、モニタリング体制も改善されている。  

 

（3）プロジェクト実施・運営体制  

プロジェクトでは、IDIAFからプロジェクト・ダイレクター、IDIAF北部センタ

ー所長を現地統括責任者、日本人長期専門家をチーフアドバイザーとして配置す

るプロジェクト実施体制を敷いた。  

プロジェクト・ダイレクターである IDIAF局長は中央における農務省・ IDIAF 

内外の調整及びプロジェクトの全体進捗を担当し、 IDIAF北部センター所長は、

現地での業務実施を総括、日本人長期専門家は、適宜専門的見地からのアドバイ
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ス及び調整的業務を担当した。キーパーソンの3者は、これらの役割を重複無く、

効率的に実施しており、適切な実施体制が整備されていたものと判断できる。  
 

（4）プロジェクトデザインの変更（PDM の変更）  

中間評価調査を利用して、プロジェクト活動の整理、見直しを行ない、PDM の

大幅な改訂を行った。新たな PDM は成果および関連する活動を作物別に規定し

たため、普及員ならびに研究員は活動内容を明確化することが可能となり、効率

的に業務を行なうことが可能となった。  

以上の点から、本PDMの変更は非常に効果的な対応であったと評価される。  

 

（5）中間評価提言への対応  

中間評価においては、以下 6 点の提言：1）PDM の改訂、2）PDM 活動の整理、

3）ボカシ工場の PDM 上の整理、4）実施体制の整理、5）モニタリングの実施、

コミュニケーションの徹底、6）活動の優先順位付けがなされている。これら提言

については、これまでに全て対応がなされており、上述のように実施体制やモニ

タリング、コミュニケーション等は中間評価以降、大きく進展している。  
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第４章 評価結果  

 

４－１ 評価 5 項目の評価結果 

４－１－１ 妥当性  

本プロジェクトが目標とする、貧困層にある小規模農家が環境保全型農業技術を

習得し、市場へのアクセスが可能になることは、ド国の国家政策及び社会的ニーズ

並びに我が国の援助政策に合致しており、妥当性は高いといえる。  
 

（1）政策との整合性  

ドミニカ共和国農務省は、農業セクター活動計画の達成目標として、「環境保全

型農業による農産物生産の強化」並びに「環境に優しい農薬の使用促進」、「農家

による土壌保全計画策定の指導」とした内容を掲げている（2008 年計画）。  

また、イモ類、バナナ類の生産性・生産高を増大させるとともに、野菜などの

実証試験を行なうことを IDIAF の活動戦略（計画）として掲げている。  

以上の点から、本プロジェクトでの取り組みは同計画の達成目標と合致してお

り、妥当と判断できる。   

 

（2）日本国援助計画との整合性  

対ドミニカ国支援においては、近年のマクロ経済発展を背景とした同国の自立

的発展を維持させるよう、貧困削減、競争力向上及び環境保全と回復の 3 分野に

重点を置くとしている（2007 年 7 月の実務者レベル対ドミニカ共和国経済協力

方針会議にて指針を決定）。  

本プロジェクトは小規模農家に焦点を当て、農業農村開発の側面から「貧困削

減」を支援する内容となっており、日本国の援助方針とも整合している。  

 

（3）ターゲット・グループのニーズ  

本プロジェクトが開始された当時、多くの小規模農家は化学肥料や農薬等の集

中的かつ継続的使用によって、土壌の劣化を引き起こし、農産物の生産性低下と

いう問題に直面していた。また、農産物市場へのアクセスが出来ず、多くは仲買

人との価格交渉力を持たない農産物販売を行なっていた。  

そのため、本プロジェクトが提供する技術支援（環境保全型農業の技術指導、

市場情報の提供等）は、これら小規模農民に直接裨益するものであり、ターゲッ

ト・グループのニーズに適合していたものと判断できる。  

 

（4）プロジェクトサイトの適切性  

本プロジェクトサイトであるラ・ベガ県は、国内野菜生産の約80％を生産して

おり、ラ・ベガ県が属するド国北部でも、約64％のプラタノを生産していること

から、本プロジェクトで適用された技術を広範囲に普及できる優位性を持ってい

る。また、本プロジェクトでは、小規模農家を対象として活動が実施されており、
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ド国の農家の内、約70％が小規模農家であることから、将来に亘る全国での小規

模農民向け農業普及を視野に入れた際のモデル性を有した地域と言える。  

また、サブゾーンに選定された各地域（ハラバコア除く）は、日本の無償資金

協力の見返り資金で設立した有機肥料工場にも等しく近接していることから、活

動における連携効果も期待できる。  

以上の点から、本プロジェクトサイトであるラ・ベガ県及び選定サブゾーンは、

適切なサイトと考えられる。  

 

（5）日本の技術の優位性・経験の活用  

日本では環境保全型農業に関連する取り組みが研究開発、普及、流通市場開発

等の各側面において進展しており、現在までにその過程において得られた様々な

経験が蓄積されている。本プロジェクトでは、これら過去から培われた日本の経

験が逐次活用されており、プロジェクト活動の効率性を高めることにも貢献して

いる。  

但し、対象作物の視点からは、日本に知見・情報の蓄積が多いとは言えない作

物（キャッサバとプラタノ）が含まれており、必ずしも日本技術の優位性が活用

されたとはいえない側面も見受けられる。  

 

４－１－２ 有効性  

プロジェクトの有効性は、以下の理由から高いといえる。  

（1）プロジェクト目標の達成  

本プロジェクトにより、4 種の作物（野菜、キャッサバ、サツマイモ、プラタ

ノ）について、環境保全型農業技術が開発・実証・普及され、目標値を上回る対

象農家が、プロジェクトで定義された「質の高い」作物（付属資料 6）を生産で

きるようになり、市場情報にアクセスできるようになっている。このことから、

プロジェクト目標である「対象農家が環境保全型農業により生産した作物を高級

市場にコンスタントに供給する能力がある」について、達成度は高いといえる。  

 

（2）プロジェクト目標に対する成果の貢献度  

プロジェクト目標の達成には、以下の理由により、環境保全型農業技術の開発・

実証・普及、対象農家に対する市場情報の提供の 2 つの成果が大きく貢献してい

るといえる。  

     本プロジェクトにおける環境保全型農業技術は、①化学肥料を低減化して有機

肥料を活用、②病虫害の総合的管理の導入があげられる。野菜、キャッサバにお

いて、化学肥料と有機肥料の効果的な組み合わせが実証されており、本プロジェ

クトの活動を通じて、対象農家が安易に化学肥料を使用する危険性及び有機肥料

の有効性、使用方法を理解し、対象地域における有機肥料の需要が高くなってい

る。  

また、各作物において、病虫害の生理、発生の実証試験がなされ、輪作体系、

混作、天敵利用及び雑草を生かした天敵や害虫の棲みかの確保などにより、安易
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に農薬を使用しない病虫害の総合的管理が行なわれるようになった。キャッサバ、

プラタノでは、環境保全型技術を用いて新品種を導入することで、生産性が約2

倍になっている。これらのことから、本プロジェクトにより対象農家は環境保全

型農業技術を習得したといえる。  

ド国において、小規模農家が直接市場に参入することはほとんどなく、市場情

報を入手する機会が少ないため、中間業者が付け値で農家から作物を買い取って

いる。本プロジェクトでは、カウンターパート機関から対象農家へ市場情報を提

供する仕組みが作られたことから、対象農家が作物を市場に供給する能力向上が

はかられている。また、その過程において、対象農家が市場情報に高い関心を示

し、自主的に約 30 農家が市場参入に向けて、農業協同組合への参加を検討してい

る。  

 

４－１－３ 効率性  

日本・ド国側の投入の活用度及びローカルリソースの活用という両方の観点で、

本プロジェクトの効率性は高いといえるが、日本人専門家の投入については、長期

専門家1名であり、人的投入として少なかった点は否めない。  

 

（1）日本人専門家の投入  

本プロジェクトでは一人の長期専門家がチーフアドバイザーとして、プロジェ

クトの運営並びに普及員及び研究員への技術支援を行なってきた。かかる状況下、

カウンターパートをはじめとする多くのドミニカ側関係者の努力並びに短期専門

家の投入などをもって、その活動に取り組んできたが、活動分野の多様性並びに

その所轄範囲の広さに鑑みると、一人の長期専門家体制は人的投入として少なか

った点は否めない。  

 

（2）シニア海外ボランティア・青年海外協力隊の投入  

本プロジェクトではシニア海外ボランティア及び青年海外協力隊が有機農法、

土壌、病害虫、野菜、村落開発等の多様な側面において活動を展開しており、限

られた日本人長期専門家の投入に対して有効な補完効果をもたらしてきた。  

これらボランティアの投入は、人数（シニア海外ボランティア：計4名、青年海

外協力隊：計12名）、派遣タイミング、期間の点でも適切且つ有効な投入であっ

たと考えられる。  
 

（3）プロジェクトとボランティアの連携  

中間評価以降、青年海外協力隊は本プロジェクトサイトの村落に活動拠点を移

したことにより、日常的な村落での技術支援のみならず、対象農家とプロジェク

トを繋ぐ存在としての役割も果たし、プロジェクトの効果発現を側面支援してき

たものとして評価できる。  

また、ボランティアならではの地道な継続的活動（病害虫 /天敵の収集、撮影、

畑地面積の計測等々）も、プロジェクトに対して重要な補完効果をもたらしてお
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り、有効な連携効果があったものと判断できる。  

 

（4）ドミニカ側カウンターパートの投入  

本プロジェクトでは、作物ごとに研究員のカウンターパートが配置され、且つ

同様にサイトごとにも普及員のカウンターパートが配置された。このような人的

配置は、研究員と普及員の一体的な取り組みを促進するものであり、非常に効果

の高い人的投入と評価できる。  

 

（5）資機材の投入  

供与された資機材の数量、仕様、供与タイミングは適切と判断される。  

IDIAF 北部センター、技術センター、試験場等への資機材については、ごく一部

の資機材が現在修理中であるが、使用されないまま放置されている資機材は無い。

また、維持管理の体制・状況についても特段の問題は見られない。  

他方、現在各サイトの対象農家グループに配布したポンプとパイプについては、

終了時評価時点においてその運用・維持管理にかかる規則が定められていない。

今後、普及員などのファシリテーションを通して、対象農家による利用・維持管

理についての規則作りが求められる。  

 

（6）本邦研修  

本プロジェクトにおける本邦研修は、研修参加者の能力向上に寄与したのみな

らず、研修終了後の普及活動等において実質的な効果をもたらすに至っている。  

下記はその一例である。  

 

①「有機農業」コースへの参加者は、帰国後、有機肥料の作り方を他の普及員に

指導するトレーナーとして、他地域での講習を実施している。  

②「村落開発」コースへの参加者は、女性のエンパワメントプログラムを研修時

に提起し、帰国後に女性グループによる、菓子・リキュール製造、販売の活動を

展開している。  

③「農業協同組合」コースへの参加者は、本プロジェクトの対象農家が農業協同

組合へ参画することをコーディネートしている。  

 

以上の点から、本邦研修は成果及びインパクトの発現にも大きく貢献しており、

有効な投入であったと評価される。なお、上記の②及び③は本プロジェクトから

の直接投入ではなく、集団研修のスキームによって実施された研修である。  

 

（7）ローカルコスト負担  

ローカルコストは負担額及びタイミングの両面において、適切に支出されてき

ており、問題は生じていない。  
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４－１－４ インパクト  

（1）上位目標達成の見込み  

上位目標：対象農家が高品質の商品を取扱う市場 (高級市場 )に作物を販売して

いる . 
 
指標      

2014 年 10 月までに対象農家の 7 割が高級市場に農産物の 8 割を販売している。  
 

 

高級市場への販売は、個々の農家によって独自に実現するものではなく、農民

グループの組織化、農業協同組合への参画などを通して実現するものと考えられ

る。現在、プロジェクトの成果として対象農家が農業協同組合への参画を進めて

いるが、現時点では約 30 名が参画を表明している状況である（実質対象農家を

185 農家とした場合、約 16％の農家に相当）。  

今後、このような組織化の動きが増加することも十分に考えられるが、現時点

において判断することは困難であり、達成見通しは「中程度」と評価する。  

 

（2）波及インパクト  

1）政策面  

①現在、農務省において「農業技術移転戦略 (仮称 )」が策定中であり、本プロ  

ジェクトが採用してきた「研究員 -普及員の協同体制による普及システム」

が、その技術移転モデルの一つとして提唱されている。  

 

2）技術面  

①本プロジェクトで研究された成果がセミナーやマニュアル、パンフレットの  

形態を通して、IDIAF の他の地域センターへ発信されている。既に南部セン

ターでは土壌改良技術がトマトやピーマンなどの作物に適用され始めてい

る。  

②本プロジェクトから多くの病害虫、天敵などのサンプルが農業技術センター  

や Mata Larga 試験場に持ち込まれており、両センターの研究成果に間接的  

な貢献をしている。  

 

3）社会経済面  

①本プロジェクトが導入した品種、技術によって農作物の生産性が向上した例  

が見られる。下図はプラタノとキャッサバのプロジェクト前後における生産

性の変化を示しているが、プラタノ及びキャッサバともにプロジェクトの前

後で生産性が向上していることが分かる  
＊プロジェクトではプラタノ品種 MH とともに、特に FHIA 品種の導入・普及に注力した。また

下図キャッサバにおける「プロジェクト参加前」は在来種のアメリカニータであり、「プロジェ

クト参加後」はプロジェクトが導入したバレンシア種を示す。  

なお、プラタノ及びキャッサバの数値は、それぞれ代表的な 5 農家の平均値に拠る。  
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②上記生産性の向上によって、生産量＝販売量が増大し、結果的に収入の向上  

が果たされている例が生まれている。また、キャッサバの新種（バレンシア

種）の苗を自ら生産し、周辺住民への売却を通して副収入を得た例なども見

られる。  
③中間業者への販売が未だ多い現状において、一部の対象農家が農業協同組合     

への参画を目指し、組織化に向けた取り組みを始めている（終了時評価時点

においては、約 30 名の農家が近隣都市部に本拠地を置く Zafaraya 農業協同

組合の地域支部を設立することで参画する予定）。  

④「農場の日」などのイベントを通して、対象農家以外の周辺農家でも有機肥

料の利用や新品種の導入を開始した例が見られる（特に、バランカで顕著）。  

⑤行政、大学、高校から有機肥料の製造、利用について多数の視察を受けてお    

り、今後他組織、他地域での広がりに繋がる可能性がある（終了時評価時点

では未見）。  

⑥プロジェクトとの協力関係を締結したサレシアノ農業技術学校は、その専門     

養成課程に有機農法を取り入れたことにより、生徒の有機農業に関する知識

向上を実現することができた。同校の卒業生は全国において普及員などとし

て活動している。  

 

4）ジェンダー面  

①女性農家が自らの農地にプロジェクト用の展示圃場造成を受け入れ、その日   

常的管理を担当している。「農場の日」における参加農家への説明・案内に

見られるように、コミュニティにおけるリーダー的存在としての役割も果た

すようになってきたことが報告されている（2 つの展示圃場を女性農家が担

当）。また、展示圃場に限らず、その他の女性農家の参加もあり、女性のエ
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ンパワメントに貢献したと考えられる。  

 

４－１－５ 自立発展性  

  本プロジェクトは、ド国の政策上の位置づけ、財政面、組織面、技術的な観点か

ら、自立発展性は高いといえる。  

（1）政策面  

環境保全型農業の推進は、現在国家を挙げて取り組んでいる農作物輸出振興

の政策指針に適うものであり、今後も政策面からの促進は継続的に図られてゆ

くものと期待できる。  

また、 IDIAF 及び農務省においても、本プロジェクトで得られた成果を今後

の日常業務の中で継続・発展させてゆきたい意向を示している。しかしながら、

本プロジェクトの継続もしくは地域展開を目した具体的なプロジェクトの計画

は終了時評価時点では定められていない。  

 

（2）組織面  

1） IDIAF（北部センター）  

IDIAF 北部センターでは、本プロジェクトの対象農家に有用な研究を継続で

きる研究員の人数は確保されている。また研究員の技術レベルも一様に高く、

組織面での継続性はほぼ十分に存するものと判断できる。  

また、CENTA など IDIAF 傘下の研究所との連携によって、効率的な業務の

遂行が期待できることから、その組織的な自立発展性は高いと判断できる。  

 

2）農務省  

農務省がスーパーゴールの達成に向けて継続的に活動してゆくためには、現  

行の普及員の配置体制が必須と考えられる。普及員の現行の配置体制によるメ

リット（研究員との協同体制、流通担当者の存在、プロジェクトのファシリテ

ィの利用）を最大限に活用するためには、農務省として継続的に普及員を配置  

ることへの政策的な意思決定が求められる（終了時評価時点では検討中）。  

 

（3）技術面  

1） IDIAF（北部センター）  

IDIAF 北部センターの研究員は、これまで継続的に培ってきた大学や他の研

究機関との技術交換の体制が整えられており、今後とも技術面での自立発展性

は十分に存するものと判断できる。  

また、これまで本プロジェクトで開発されてきた様々な技術体系などは、マ

ニュアルや講習会の場で他の研究員にも発信されており、その技術は研究員の

中で移転されてゆく可能性が高い。  

 

2）農務省  

本プロジェクトの実施過程において、有機肥料の製造に関して講師ができる



20 

普及員や農業協同組合への参加方法を助言できる普及員など、多くの普及員が

自らの能力向上を遂げてきた。このように、他の普及員を指導できる立場にま

で普及員が育成されてきた事実は、今後の農務省（普及員）における自立発展

性にも大きく寄与するものと考えられる。  

また、普及方法についても、普及記録フォーマットの改訂や情報交換の頻

度・方法においても改善がなされており、普及活動の技術的継続性も担保され

始めている。  

 

（4）財政面  

これまでと同様の活動を展開するためには、現在のドミニカ共和国側ローカ

ルコスト負担以上の予算が必要とされる。経常予算で同様の活動をまかなうこ

とは難しいため、プロジェクトなどの枠組みが必要と考えられるが、現時点に

おいてはプロジェクト等による予算確保の可能性は判断が困難である。  

 

（5）社会面  

ド国では、安全性の高い食品に対する関心が高まりつつあり、国内外の市場

において、有機農法を用いた作物の需要が増えている。ラ・ベガ県では、住民

の約 45％が農業を営んでおり、同地域における環境保全型農業の継続的な推進

は、受容性が高いと判断される。  

但し、対象地域のうちハラバコアだけは気候や栽培作物の傾向に鑑みると、

本プロジェクトが技術支援している農業のニーズは若干ながら低下してゆく可

能性もある（ハラバコアは中山間地に位置するため、他の 4 地域と比較して、

本プロジェクトが支援した作物は必ずしも主たる農産物となっていないことや、

近年の観光セクターの隆盛に伴い、保養施設用地として農地を売却するなど、

離農するケースも幾つか見られる）。  

 

４－１－６ 阻害・貢献要因の総合的検証  

（1）貢献要因  

プロジェクトの目標および成果の達成を促進した要因として以下の点が挙げ

られる。  

1）計画内容に関すること  

①複数機関（ IDIAF、農務省）によるプロジェクト実施  

本プロジェクトでは、農業技術の研究を所管する IDIAF、農家への普及を所

管する農務省をカウンターパートとしている。両機関を一つのプロジェクト

の中で、連携して活動を行なったことにより、研究部門、普及部門の双方へ

活動のフィードバックがなされ、相乗効果があった。  

②ボランティアとの連携  

本プロジェクトの形成時より、ボランティアとの連携が想定されており、有

機農法、土壌、病害虫、野菜、村落開発等の分野において、計17名のシニア

海外ボランティア、青年海外協力隊が派遣された。ボランティアの活動内容
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が明確にならず、活動が停滞した時期もあったが、5つのサブ地域（La Torre、  

Cutupú、Barranca、Rincón、Jarabacoa）に隊員を配置し、自由度を持った活動

を行なうことで、対象農家への環境保全型技術の定着に寄与した。  

 

2）実施プロセスに関すること  

①研究者－普及員の一体的な取り組みによる開発・実証・普及  

本プロジェクトでは研究者と普及員が協同して、現場での実証、普及活動に

あたった。このような一体的な取り組みによって、農家の実情・ニーズを理

解し、科学的根拠に基づく情報などを両者間で共有することが出来た。  

② IDIAF傘下研究所との協力  

農業技術センター（CENTA）やMata Larga 試験場との技術・情報交換が進

展したことによって、研究員、普及員が自らの知見を高める機会を得ること

が出来た。また、両機関によってプロジェクトサイトの土壌分析等を優先的

に実施してもらうなど、プロジェクト業務を効率的に進めることができた。 

③有機肥料（ボカシ）工場の利用  

有機肥料（ボカシ）工場の利用を活性化したことで、プロジェクト活動に必

要なボカシ肥などを確保することが容易となった。  

④広報活動の成果  

ラジオ・テレビ放送、ホームページ（ IDIAF）や各種パンフレットの作成・

配布を通して、プロジェクトの知名度が徐々に向上し、農民等の関心を呼ぶ

ようになった。これら一連の広報活動は、当初想定していなかった地方行政

機関、大学・高校、その他国内外の農業関係機関等からのプロジェクト視察

を受けるなど、対外的なインパクトの発現にも繋がっている。  

 

（2）阻害要因  

1）計画内容に関すること  

        特に、確認されなかった。  

2）実施プロセスに関すること  

外部条件については、下記Aについて、特に2007年度は充足されず、活動進

捗に影響が生じた。その他のB、Cと言った条件は充足されている。  

A.「ハリケーンなどの自然災害を受けない」  

B.「農業資材の価格が急騰しない」  

C.「予想しなかった病害虫が発生しない」  

D.「洪水が起きない｣ 

E.「強い竜巻が起らない」  

2007年度、本プロジェクトは大規模なハリケーン被害を受け、試験・展示圃  

場が大きな損害を受けた。その結果、各種試験が遅延・中止となった。  

その他の上記外部条件は、本プロジェクト期間を通して充足されていたもの

と判断できる。  
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４－２ 結論 

  本プロジェクトはプロジェクトの初期において若干進捗の遅れが見られたが、中間

評価以降の日本側、ドミニカ共和国側双方の努力によって、着実な成果を積み上げて

きた。5 年間に亘るプロジェクト期間において、普及員並びに研究員の開発・実証・

普及にかかる手法及び知見等は大きく向上しており、また最終ターゲット・グループ

である対象農家においても、環境保全型農業の定着が着実に見え始めている。  

  上述のとおり、プロジェクトが設定したプロジェクト目標並びに成果も（概ね）達

成されているとともに、そのインパクトも拡大しており、有効性の高いプロジェクト

であったと評価できる。  

以上のことから、本プロジェクトは当初の計画通り、2009 年 10 月を以って終了す

る。  
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第５章 提言と教訓  

 

５－１ 提言 

（1）普及員の継続配置  

本案件は、農務省と IDIAF の連携プロジェクトであり、普及を担当する農務省

の普及員 7 名が、プロジェクト・サイトにある IDIAF 北部センターに出向し、プ

ロジェクトチームを形成している。プロジェクト終了後も成果の発現を継続する

ためにも、農務省と IDIAF が連携して活動を行い、農務省の普及員を IDIAF 北部

センターに継続的に派遣する。  

 

（2）ボカシ工場の持続的な運営  

本プロジェクトの活動ではないものの、無償資金協力の見返り資金により、ボ

カシ工場がプロジェクトサイト内に設置されており、生産された有機肥料をプロ

ジェクト対象農家へ配布している。環境保全型農業を促進する上で、有機肥料の

生産、配布は、活動の要となることから、ボカシ工場が継続的に運営されるよう、

関係機関が調整を行なう。  

 

（3）技術広報誌の普及  

本プロジェクトの活動について、現在まで 6 つの技術広報誌が発刊されており、

全国配布されている。また、14 誌が発刊予定であることから、プロジェクト期間

中に発刊し、プロジェクトの広報及び成果普及を促進する。  

 

（4）対象農家の組織化  

現在は、流通業者との交渉は個人によって行なわれている。このため、価格の

交渉は各農家に委ねられており、農家が不利な立場になることが多い。また、小

農が多いために、農産物の質が不安定になっている。このため、農家を組織化し

て、農作物の質を安定化し、流通業者と交渉することが将来的に必要となる。一

部の農家では組織化に向けて話し合いが持たれているものの、具体的な活動には

至っていないことから、関係機関が農民の組織化を促進するため、支援を行う。  

 

（5）流通分野の活性化  

プロジェクトの活動により、対象農家に対して市場情報が提供されるようにな

っている。また、各作物について農家の状況調査が実施されていることから、農

作物の効果的な生産、販売について、関係機関により助言を行う仕組みを構築す

る。  

 

（6）持続的農法を取り入れた品種の導入  

プロジェクトは生産性と市場性を高める新品種の導入に成功した。今後もこの

ような技術指導を継続すべきである。同様にプロジェクトは、対象農家における
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農薬や化学肥料の使用量の減少にも成功したが、有機肥料と自然・生物農薬の導

入による持続的生産システムを今後も更に強化することが求められる。  
 

５－２ 教訓 

（1）複数機関によるプロジェクトの実施形態  

農業分野の実証、普及が異なる機関（農務省、IDIAF）で実施されており、IDIAF

による実証の成果を農務省普及員に伝達し、農務省普及員が現場の情報を IDIAF

の研究員にフィードバックすることが十分になされていなかった。本プロジェク

トでは、農務省普及員が IDIAF 北部センターにあるプロジェクト事務所へ出向し、

プロジェクト活動を実施する際には、必ず双方の機関から構成されたチームを構

成し、日本人専門家によるモニタリングを行なっている。普及員は農業技術に関

する理解を深め、研究者は現場のニーズを把握することができるようになり、相

乗効果を生み出している。  

このことから、複数の機関が同一の事務所で共同して活動を実施し、日本人専

門家によるモニタリングを行なうことで、効果的な連携がはかられる。  

  

（2）ボランティアとの連携  

本プロジェクトでは、日本人ボランティア（青年海外協力隊、シニア海外ボラ

ンティア）がプロジェクト要員として配置されている。各ボランティアの担当地

域が決められており、現場の状況に応じて自由度を持った活動を実施している。

また、プロジェクトリーダーが中心となって、ボランティアとの定期報告会を実

施されており、ボランティアの活動状況を把握し、適宜助言を行っている。属人

的な要素があるものの、プロジェクトとボランティアとの連携において、ボラン

ティアの担当地域を決め、自由度を持った活動を実施し、定期報告会を開催して

モニタリングを行なうことが有効である。  
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第６章 合意事項  

 

7 月 24 日に開催された合同調整委員会において、合同評価委員会が取りまとめた終

了時評価報告書が報告された。日本側とドミニカ共和国側関係機関は、その内容を受

け入れ、報告書に記された提言について、必要な対応を取ることを合意し、協議議事

録（付属資料 8）が署名された。  
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第７章 団長所感  

 
 本プロジェクトは中間評価時点において大幅な PDM の変更を行い、以降「高級市

場」への供給能力向上を目標に活動を行ってきた。報告書の結論にもあるとおりプロ

ジェクト目標及び成果については指標をほぼ満たしており、プロジェクトは概ね目標

を達成したと判断した。  

 通常、プロジェクト評価は相手国側の評価委員とともに合同で実施することを原則

としており、今回調査においてもドミニカ共和国から指名された評価委員と共同で作

業を実施したが、4 名の当該委員は調査に対する主体性が強く、現地調査、評価協議

に真摯な態度で臨んでいたことからも、ドミニカ共和国側が当該プロジェクトを自ら

のプロジェクトとして意識して運営していることが窺えた。  

ドミニカ共和国農務省が掲げる環境保全型農業政策に関しては、本プロジェクトが

積極的に導入しているボカシ肥料（2KR 見返り資金で建設された工場を活用）や、天

敵防除 /生物農薬など様々な環境保全型農業技術について、ドミニカ共和国側評価委員

の興味も高く、また現地調査において訪問した農家の多くが強い関心を示していたこ

とからも、プロジェクト終了後の IDIAF による継続的な試験研究が更に望まれる分野

である。  

特に、上記ボカシ工場については農務省の所管であり、プロジェクト対象農家への

肥料供給に大きな役割を果たしているにもかかわらず、そこで生産された製品（ボカ

シ、堆肥、発酵鶏糞）を販売して得られた収入を、そのまま工場運営費に還元するよ

うな予算的仕組みになっていないことから、今後の工場の活用について、農務省はも

とより IDIAF、 IATESA 等の関係機関で協議をし、これまでの遅れを取り戻すような

取り組みを期待したい。  

また、現在は工場の空いたスペースを利用して肥料を生産している状況ではあるが、

当該ボカシ工場は本来大きなポテンシャルを有しているところ、農民への有機肥料の

啓蒙・指導をすすめ、工場の生産機能を 100％活用していくことが望まれる。  

 本プロジェクトにおいては、PDM にも記載されているとおり、ボランティア派遣が

日本側投入要素の一つとなっている。ボランティアと技術協力プロジェクトとの連携

は、これまでもさまざまなプロジェクトで導入されてきており、今後も WIN－WIN な

関係を保った連携のあり方が試行されていくと思料されるが、プロジェクトオフィス

を核にしつつも「ゆるやかな連携」（責任の所在が曖昧になりがち）といった枠の中で

活動していたプロジェクト開始当初のやり方を見直し、ボランティアの活動拠点を任

地に戻して自由度を確保した方法に切り替えたことで、プロジェクト後半に理想的な

連携体制が取れるようになったことは他のプロジェクトにも応用されたく、今般「教

訓」の中に盛り込むこととした。  

なお、プロジェクト終了後もボランティアは引き続き派遣していく予定のところ、

プロジェクトのフォローアップも兼ねて IDIAF 北部センターをボランティアが継続し

て使用したい旨、 IDIAF 本部表敬時に要望し、先方からは了解を得た。  

 



27 

 また、今般「提言」の最初に掲げた農務省普及員の出向派遣についても、プロジェ

クト終了後、少なくもボランティア活動期間中は引き続き継続してもらえるよう農務

省国際協力局及び普及局の局長に依頼し、問題ない旨回答を得たところ、プロジェク

トの成果がさらに拡大していけることを期待したい。  
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付 属 資 料 

 

 

 

1．調査日程  
 
2．主要面談者  
 
3．評価グリッド  
 
4．PDM 
 
5．PO 
 
6．「質の高い」作物の定義  

 
7．協議議事録仮訳（和文）  
 
8．協議議事録（西文）  
 
9．面談記録  





日数 月日 曜日 時間
①評価分析

（十津川団員）
②団長

（JICA農開部　大木課長）
③評価企画

（JICA ドミ共事務所 Huáscar, 若林）

1 7月12日 日

本邦発
11：45成田→9：15シカゴ　（JL010)
12：55シカゴ→17：08マイアミ　（AA1896)
19：55マイアミ→22：04サントドミンゴ

（AA423）

2 7月13日 月

9:00
10:00
11:00

JICAドミニカ共和国事務所表敬

農牧林研究所（IDIAF）表敬

農務省（SEA）表敬

JICA事務所での打合せ
サントドミンゴ→ラベガ
専門家インタビュー

3 7月14日 火

8:30
9:00
13:00

北部センター（CENIAF）所長表敬

C/Pインタビュー

JOCVインタビュー
書類整理

4 7月15日 水

9:00

11:30

14:00

プロジェクトサイト視察（Rincón)
対象農家インタビュー
プロジェクトサイト視察（Barranca)
対象農家インタビュー
プロジェクトサイト視察（Cutupu)
対象農家インタビュー

5 7月16日 木

9:00

11:30

プロジェクトサイト視察（La Torre)
対象農家インタビュー
プロジェクトサイト視察（Jarabacoa)
対象農家インタビュー

6 7月17日 金
書類整理

7 7月18日 土

書類整理 11：45成田→9：15シカゴ　（JL010)
12：55シカゴ→17：08マイアミ　（AA1896)
19：55マイアミ→22：04サントドミンゴ

（AA423）

8 7月19日 日

書類整理

9 7月20日 月

8:00
9:00
10:00
13:30
16:15

10 7月21日 火
9:00

11 7月22日 水
9:00
15:00

12 7月23日 木

9:00
10:00
11:00

13 7月24日 金

9:00
10:30
14:30
15:30

14 7月25日 土

15 7月26日 日

16 7月27日 月

調 査 日 程

※通訳
（島崎マリ）
全体期間

12：19　サントドミンゴ→JF Kenｎedy　（DL494）

13：20　JF Kennedy　→（JL005）

JICAドミニカ共和国事務所表敬

農牧林研究所（IDIAF）表敬

農務省（SEA）表敬

成田

合同調整委員会、評価報告
ミニッツ署名
在ドミニカ共和国日本大使館へ報告
JICAドミニカ共和国事務所へ報告

ミニッツ協議（ラベガ：プロジェクト・オフィス)
CENTA表敬

ミニッツ協議（ラベガ：プロジェクト・オフィス)

農牧林研究所北部事務所長表敬
評価委員打合せ（プロジェクト事務所）
プロジェクトサイト視察（Rincon）
プロジェクトサイト視察（Barranca）
プロジェクトサイト視察（Cutupu）

11:00 サントドミンゴ→ラベガ

15:00 団内ミーティング

 付属資料 1

 31
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主 要 面 談 者 

（1）農務省（SEA） 

 
 

 Ismael Cruz 普及部長 
 Laura Naut 国際協力部長 
 Moisés Leonardo 国際協力部次長 
 Jacobo Díaz 北部中央所長  
 Teresa Mota  国際協力部多国間協力担当 
 Raul Cordero       農業指導員（IATESA 出向） 
 Agrón Efre Santos    北部中央地域農牧林局農村開発担当 
   
（2）農牧林研究所（IDIAF） 

・本部  
 Rafael Pérez Duvergé 局長 
 Andrés Gómez プロジェクト・ダイレクター  
 Ramón Arbona 局長補佐官 
 Fabio Frias 国際協力部長 
 Luis De Los Santos 計画部長 
 José Richard Ortíz 普及・出版部長 

 
・農牧林研究所北部センター  

 Pedro Juan  所長 
 Julio Morrobe 農牧林研究庁北部センター計画管理評価部長 
 Xochilt Estrada プロジェクト・ローカル・コーディネーター 
 Juan Jiménez 研究員 （野菜） 
 Leocadia Sánchez 研究員 （野菜） 
 Juan Valdéz 研究員 （ユカ） 
 Ramón Hernández 研究員 （さつまいも） 
 Pablo Suárez 研究員 （バナナ） 
 Aridio Pérez 研究員 （土壌） 
 Elpidio Avilés 研究員 （栄養） 
 César Martínez 研究員 （経済） 
 Ucelvio Santos 普及担当 
 Rafal Belliard 農業技術 （ポントン試験場） 
 José Cepeda 研究員 （栄養） 
 Hilda Minaya 研究員 （栄養） 
 Rosa Maria Méndez 研究員 （防除/病害） 
 David Mateo 研究員 （防除/線虫類） 
 Saldies Medrano 研究員 （防除/昆虫） 
 Teresa Martínez 研究員 （防除/ウィルス） 
 Cándido de León 普及員コーディネーター 
 Miguel Cepeda 普及員 （Cutupú） 
 Laútico Reynoso 普及員 （Jarabacoa） 
 Francisco Núñez 普及員 （Rincón） 
 María Ivelisse de la Cruz 普及員 （Barranca） 
 Alturo Holguín 普及員 （La Torre） 
 Ángel César 普及員 （商業化担当） 

 
 

付属資料 2 
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・農業技術センター（CENTA）  

 José Cepeda 研究員 
   
（3）経済・企画・開発省（SEEPｙD）  
 Inocencia García 二国間協力部長 
 Pablo Herazme 経済企画開発省国際協力分析官 
   
（4）在ドミニカ共和国日本大使館  
 須藤 紀夫 参事官 
 奥間 靖司 二等書記官 
   
（5）JICA ドミニカ共和国事務所  
 池城 直 所長 
   
（6）プロジェクト  
 橋本 敬次 チーフ・アドバイザー 
 藤崎 泰治 業務調整／環境保全型農業手法 
 加藤 愛樹 野菜 
 谷口 隆弘 病虫害 
 長谷川 広一 野菜 
 下渡 泰司 村落開発普及員 
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。
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カ
共

和
国
経
済
協
力
方
針
会
議
に
て
指
針
を
決
定
）
。

 
- 

 本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

は
小

規
模
農

家
に
焦
点
を
当
て
、
農
業
・
農
村
開
発
の
側
面
か
ら
「
貧
困
削
減
」
を
支
援
す
る
内
容

と
な

っ
て

お
り

、
日

本
国

の
援
助

方
針
と
も
整
合
し
て
い
る
。

 
 

 
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
・
ニ
ー

ズ

 
- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
  

- 
 本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
開

始
さ
れ

た
当
時
、
多
く
の
小
規
模
農
民
は
化
学
肥
料
や
農
薬
等
の
集
中
的
か
つ
継
続
的
使
用
に

よ
っ

て
、

土
壌

の
劣

化
を

引
き
起
こ
し
、
農
産
物
の
生
産
性
低
下
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。
ま
た
、
農
産
物
市

場
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

出
来

ず
、
多
く
は
仲
買
人
と
の
価
格
交
渉
力
を
持
た
な
い
農
産
物
販
売
を
行
な
っ
て
い
た
。

 
- 
そ

の
た

め
、
本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
提
供
す
る
技
術
支
援
（
環
境
保
全
型
農
業
の
技
術
指
導
、
市
場
情
報
の
提
供
等
）
は
、

こ
れ

ら
小

規
模

農
民

の
抱

え
て
い
た
問
題
に
直
接
技
術
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
に

適
合

し
て

い
た

も
の

と
判

断
で
き
る
。

 
 

 

ニ
ー
ズ

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ

ト
の

適
切
性

 
- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
  

- 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

サ
イ

ト
で
あ

る
ラ
・
ベ
ガ
県
は
、
農
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
く
、
且
つ
小
規
模
農
民
も
多
く
居
住
す

る
地

域
で

あ
る

（
国

内
野

菜
生
産

の
約

80
％
が
ラ
・
ベ
ガ
県
に
集
中
等
）
。
そ
の
た
め
、
同
県
で
の
活
動
は
将
来
に
亘

る
全

国
で

の
小

規
模

農
民

向
け
農

業
普
及
を
視
野
に
入
れ
た
際
の
モ
デ
ル
性
・
汎
用
性
を
有
し
た
地
域
と
言
え
る
。

 
- 
ま

た
、

サ
ブ

ゾ
ー

ン
に

選
定
さ

れ
た
各
地
域
（
ラ
・
ト
ー
レ
及
び
ハ
ラ
バ
コ
ア
除
く
）
は
、
日
本
の
無
償
資
金
協
力
の

見
返

り
資

金
で

設
立

し
た

有
機
肥

料
工
場
に
も
等
し
く
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
活
動
に
お
け
る
連
携
効
果
も
期
待

で
き

る
。

 
- 
以

上
の

点
か
ら
、

本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
サ
イ
ト
で
あ
る
ラ
・
ベ
ガ
県
及
び
選
定
サ
ブ
ゾ
ー
ン
は
、
適
切
な
サ
イ
ト
と
考
え

ら
れ

る
。

 
 

 
手
段
の
適
切
性

 
 

日
本
の
技
術
の
優
位

性
・
経
験

の

活
用

 
- 
聞

き
取

り
調

査
 

- J
IC

A
資

料
 

- 
日

本
で

は
環

境
保

全
型

農
業
に

関
連
す
る
取
り
組
み
が
研
究
開
発
、
普
及
、
流
通
市
場
開
発
等
の
各
側
面
に
お
い
て
進

展
し

て
お

り
、

現
在

ま
で

に
そ
の

過
程
に
お
い
て
得
ら
れ
た
様
々
な
経
験
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、

こ
れ

ら
過

去
か

ら
培

わ
れ
た

日
本
の
経
験
が
逐
次
活
用
さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
効
率
性
を
高
め
る

こ
と

に
も

貢
献

し
て

い
る

。
 

- 
但

し
、

対
象

作
物

の
視

点
か
ら

は
、
日
本
に
知
見
・
情
報
の
蓄
積
が
多
い
と
は
言
え
な
い
作
物
（
キ
ャ
ッ
サ
バ
と
プ
ラ

 
 
タ

ノ
）

が
含

ま
れ

て
お

り
、
必

ず
し
も
日
本
技
術
の
優
位
性
が
活
用
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
側
面
も
見
受
け
ら
れ
る
。
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評
価

項
目
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
情

報
収

集
源

・
方

法
 

評
価

大
項

目
 

主
要

項
目

 
サ
ブ

項
目

 
 

評
価

結
果

 

有
効

性
 

(目
標

達
成

度
) 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達

成
見

込
み

 
- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

：
対

象
農
家

が
環
境
保
全
型
農
業
に
よ
り
生
産
し
た
作
物
を
高
級
市
場
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
供
給

 
す

る
能

力
が
あ
る
。

  
 

- 
指

標
 

A
 
野

菜
（

ト
ウ
ガ
ラ

シ
、

ナ
ス
、
イ
ン
ゲ
ン
）

 
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

終
了

時
に

お
い
て
、
対
象
農
家
の

45
％
が
質
の
高
い
野
菜
を
生
産
し
て
い
る
。

 
B
 
キ

ャ
ッ

サ
バ

 
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

終
了

時
に

お
い
て
、
対
象
農
家
の

20
％
が
質
の
高
い
キ
ャ
ッ
サ
バ
を
生
産
し
て
い
る
。

 
C
 
サ

ツ
マ

イ
モ

 
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

終
了

時
に

お
い
て
、
対
象
農
家
の

25
％
が
質
の
高
い
サ
ツ
マ
イ
モ
を
生
産
し
て
い
る
。

 
D
 
そ

の
他

作
物
（
プ

ラ
タ

ノ
）

 
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

終
了

時
に

お
い
て
、
対
象
農
家
の

15
％
が
質
の
高
い
そ
の
他
作
物
を
生
産
し
て
い
る
。

 
E  

上
記

各
作

物
に
つ

い
て

 
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

終
了

時
ま

で
に
、
対
象
農
家
の

50
％
が
高
級
市
場
に
つ
い
て
よ
く
分
か
っ
て
い
る
。

 
 

 
- 

 上
記

指
標

に
つ
い

て
、
対

象
農
家
を
技
術
指
導
し
て
い
る
担
当
普
及
員
が
行
な
っ
た
評
価
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
あ

る
。

 
- 

  
評

価
結

果
は
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
目
標
と
し
た
各
作
物
の
生
産
状
況
及
び
市
場
情
報
に
つ
い
て
、
目
標
数
値
を
達
成
し

て
い

る
こ

と
を

示
し

て
い

る
。

特
に

キ
ャ

ッ
サ

バ
と

プ
ラ

タ
ノ

は
指

標
数

値
よ

り
も

遥
か

に
高

い
達

成
度

を
示

し
て

 
い

る
。
ま

た
、
市
場

情
報

に
つ
い
て
も
指
標
数
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
農
家
が
市
場
情
報
の
収
集
・
認
識
と
並

行
し

な
が

ら
、

作
物

生
産

に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

 
- 

  
以

上
の

点
か
ら
、

本
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
は
達
成
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

 
 

 
支

援
対

象
 

農
家

数
 

指
標
を
達
成

 

し
た
農
家
数

 

指
標
が
要
求

 

し
た
達
成
度

 

実
際
の
達
成
度

 

A
. 

野
菜

 
35

 
17

 
45
％

 
49

%
 

B
. 

キ
ャ

ッ
サ

バ
 

63
 

36
 

20
％

 
57

%
 

C
. 

サ
ツ

マ
イ

モ
 

29
 

16
 

25
％

 
55

%
 

D
. 

プ
ラ

タ
ノ

 
58

 
37

 
15
％

 
64

%
 

E.
 
市

場
情

報
 

18
5 

14
8 

50
％

 
80

%
 

 
 

成
果

 1
. 

成
果

1.
 達

成
見
込
み

. 
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

成
果

 1
: 

環
境

保
全

型
の

農
業
技

術
が
開
発
・
実
証
・
普
及
し
て
い
る

. 
 - 
指

標
  

A
. 
野

菜
（

ト
ウ

ガ
ラ

シ
、

ナ
ス
、

イ
ン
ゲ
ン
）

 
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

終
了

時
に

対
象
農
家
の

60
％
が
質
の
高
い
野
菜
生
産
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
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評
価

項
目
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
情

報
収

集
源

・
方

法
 

評
価

大
項

目
 

主
要

項
目

 
サ
ブ

項
目

 
 

評
価

結
果

 

B
. 
キ

ャ
ッ

サ
バ

 
 

1）
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
終

了
時

に
対
象
農
家
の
う
ち

40
％
が
バ
レ
ン
シ
ア
種
の
キ
ャ
ッ
サ
バ
を
導
入
し
て
い
る
。

 
2）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

に
対
象
農
家
の
う
ち

25
％
が
バ
レ
ン
シ
ア
種
の
生
産
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

 
 

 
C

. 
サ

ツ
マ

イ
モ

 
 

 
1）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

に
対
象
農
家
の
う
ち

70
％
が

2品
種
の
高
品
質
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
導
入
し
て
い
る
。

 
2）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

に
対
象
農
家
の
う
ち

35
％
が
質
の
高
い
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
産
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

 
 

 
D

. 
そ

の
他

作
物

（
プ

ラ
タ

ノ
）

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

に
対

象
農

家
の

う
ち

26
％

が
FH

IA
な

ど
質

の
高

い
そ

の
他

作
物

の
生

産
技

術
を

身
に

つ
 

け
て

い
る

。
 

 
 

 - 
 上

記
指

標
に

つ
い

て
、
対

象
農
家
を
技
術
指
導
し
て
い
る
担
当
普
及
員
が
行
な
っ
た
評
価
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
あ

る
。

 
-  

 評
価

結
果
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
目
標
と
し
た
各
作
物
に
対
す
る
生
産
技
術
習
得
状
況
及
び
新
種
の
導
入
状
況
に
つ
い

て
、

目
標

数
値

を
概

ね
達

成
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 
- 

 こ
の

う
ち
「

野
菜

の
生

産
技
術

」
と
「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
新
種
導
入
」
の
み
、
指
標
値
を
若
干
下
回
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
野

菜
が

輸
出

指
向

で
あ

る
た
め

、
そ
の
生
産
技
術
も
他
作
物
と
比
較
し
て
や
や
高
度
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
サ
ツ
マ

イ
モ

の
新

種
導

入
は

実
証

段
階
で

の
遅
延
な
ど
が
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
- 

 但
し

、
こ

れ
ら
も

指
標

数
値
を

僅
か
に
下
回
っ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
じ
て
本
成
果
は
「
概
ね
」
達
成

し
て

い
る

と
判

断
で

き
る

。
 

 
 

指
標

項
目

支
援
対
象

 

農
家
数

 

指
標
を
達
成

し
た
農
家
数

指
標
が
要
求

し
た
達
成
度

 

実
際
の
達
成
度

 

A
. 

野
菜

 
生

産
技

術
35

 
17

 
60

%
 

49
%

 

B
. 

キ
ャ

ッ
サ

バ
 

新
種

導
入

63
 

53
 

40
%

 
84

%
 

 
生

産
技

術
63

 
53

 
25

%
 

84
%

 

C
. 

サ
ツ

マ
イ

モ
 

新
種

導
入

29
 

20
 

70
%

 
69

%
 

 
生

産
技

術
29

 
16

 
35

%
 

55
%

 

D
. 

プ
ラ

タ
ノ

 
生

産
技

術
58

 
26

 
26

%
 

45
%

 

 
 

成
果

 2
. 

成
果

2.
 達

成
見
込
み

. 
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

成
果

 2
: 
対

象
農
家

が
高

級
市
場

の
情
報
を
得
て
い
る
。

 
 - 
指

標
  

：
上

記
各

作
物

に
つ

い
て

  
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象
農
家
の
内

80
％
が
高
級
市
場
の
情
報

*を
得
て
い
る
。
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評
価

項
目
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
情

報
収

集
源

・
方

法
 

評
価

大
項

目
 

主
要

項
目

 
サ
ブ

項
目

 
 

評
価

結
果

 

*「
高
級
市
場
に
か
か
る
情
報
」
と
は
、
市
場
が
要
求
す
る
農
産
物
の
質
、
量
、
農
薬
使
用
条
件
、

(輸
出

) 
業
者
の
紹
介
な
ど
を
指
す
も
の
と
す
る
。

 

 

- 
 上

記
指

標
に

つ
い

て
、

対
象

農
家

を
技

術
指

導
し

て
い

る
担

当
普

及
員

が
行

な
っ

た
評

価
結

果
は

下
表

の
と

お
り

で
 

る
。

 
- 

 評
価

結
果
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
目
標
と
し
た
と
お
り
、
対
象
農
家
は
高
級
市
場
に
か
か
る
情
報
を
以
前
と
の
比
較
に

 
お

い
て

、
よ
り

多
く

有
し

て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 
- 

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
、
高

級
市

場
が
求
め
る
農
産
物
の
質
、
量
、
農
薬
使
用
条
件
等
々
の
情
報
提
供
の
た
め
に
農
家
と

輸
出

業
者

と
の

直
接

の
情

報
交
換

会
合
を
設
け
る
な
ど
の
努
力
を
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
ま
だ
僅
か
な
例
で
は

あ
る

も
の

の
、
中
間

業
者

を
通
さ
ず
に
業
者
へ
の
直
接
販
売
を
行
な
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
よ
り
安
定
的
且
つ
高
値
の
売
却

が
可

能
と

な
り

得
る

農
業

協
同
組

合
へ
の
参
加
に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

 
- 

 以
上

の
点

か
ら
、

本
成

果
は
達

成
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

 
 

 
支

援
対
象

 

農
家

数
 

指
標
を
達
成

 

し
た
農
家
数

 

指
標
が
要
求

 

し
た
達
成
度

 

実
際
の
達
成
度

 

高
級

市
場

情
報

 
18

5 
14

8 
80

%
 

80
%

 

 
 

貢
献
要
因

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

及
び

/も
し

く
は
成
果
の
達
成
に

お
い

て
貢

献
し
た
要
素

 
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
標

及
び
成

果
の
達
成
を
促
進
し
た
要
因
と
し
て
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 
1）

研
究

者
－

普
及
員

の
一

体
的
な

取
り
組
み
に
よ
る
開
発
・
実
証
・
普
及

 
  

 本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
研

究
者

と
普

及
員

が
協

同
し

て
、

現
場

で
の

実
証

、
普

及
活

動
に

当
た

っ
た

。
こ

の
よ

う
な

  
一

体
的

な
取
り

組
み

に
よ

っ
て
、
農
家
の
実
情
・
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
情
報
な
ど
を
両
者
間
で

共
有

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
 

 2）
ID

IA
F傘

下
研
究

所
と

の
協
力

 
農

業
技

術
セ
ン

タ
ー
（

C
EN

TA
）
や

M
at

a 
La

rg
aと

の
技
術
・
情
報
交
換
が
進
展
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
員
、
普

及
員

が
自

ら
の

知
見

を
高

め
る
機

会
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
両
機
関
に
よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
の
土

壌
分

析
等

を
優

先
的

に
実

施
し
て

も
ら
う
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
を
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
 3）

有
機

肥
料

（
ボ
カ

シ
）

工
場
の

利
用

 
有

機
肥

料
（
ボ

カ
シ

）
工

場
の
利

用
を
再
開
し
た
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
必
要
な
ボ
カ
シ
肥
な
ど
を
確
保
す

 
る

こ
と

が
容
易

と
な

っ
た

。
 

 4）
広

報
活

動
の
成
果

 
ラ

ジ
オ

放
送
や

各
種

パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
を
通
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
知
名
度
が
徐
々
に
向
上
し
、
農
民

の
関

心
を

呼
ぶ

よ
う

に
な

っ
た

。
こ

れ
ら

一
連

の
広

報
活

動
は

、
当

初
想

定
し

て
い

な
か

っ
た

地
方

行
政

機
関

や
大

学
・

高
校

か
ら

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
視

察
を

受
け

る
な

ど
、

対
外

的
な

イ
ン

パ
ク

ト
の

発
現

に
も

繋
が

っ
て

い
る

。
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評
価

項
目
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
情

報
収

集
源

・
方

法
 

評
価

大
項

目
 

主
要

項
目

 
サ
ブ

項
目

 
 

評
価

結
果

 

  
 そ

の
他

、
青

年
海

外
協

力
隊
や

シ
ニ
ア
隊
員
の
投
入
、
連
携
も
貢
献
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（
「
効
率
性
：
投
入
」

 
  
の

項
参

照
）

。
 

 
 

阻
害
要
因

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

及
び

/も
し

く
は
成
果
の
達
成
を

阻
害

し
た

要
素

 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

外
部

条
件

の
充

足
 

外
部

条
件

に
つ

い
て

は
下

記
1）

に
つ

い
て

、
特

に
20

07
年

度
は

充
足

さ
れ

ず
、

活
動

進
捗

に
影

響
が

生
じ

た
。

そ
の

 
他

の
2）

～
5）

と
言

っ
た

条
件
は

充
足
さ
れ
て
い
る
。

 
1）

「
ハ

リ
ケ

ー
ン
な

ど
の

自
然
災

害
を
受
け
な
い
」

 
2）

「
農

業
資

材
の
価

格
が

急
騰
し

な
い
」

 
3）

「
予

想
し

な
か
っ

た
病

害
虫
が

発
生
し
な
い
」

 
4）

「
洪

水
が

起
き
な

い
」

 
5）

「
強

い
竜

巻
が
起

ら
な

い
」

 
- 

 2
00

7年
度

、
本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

は
大
規
模
な
ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
を
受
け
、
試
験
・
展
示
圃
場
が
大
き
な
損
害
を
受
け
た
。

結
果

、
各

種
試

験
が

遅
延

・
中
止
と
な
っ
た
。

 
- 

 そ
の

他
の

上
記
外

部
条

件
は
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
を
通
し
て
充
足
さ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。

 
 

 
 

 
 

そ
の

他
一

般
（

対
応

含
む

）
 

- 
特

に
な

し
 

 
効

率
性

 
 

投
入
（
人
的
）

 
日
本
人
専
門
家
投
入

の
適

切
性

(人
数
・
専
門
性
・
派

遣
タ

イ
ミ

ン
グ
・
派
遣
期
間

) 
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

- 
 本

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

で
は

一
人
の

長
期
専
門
家
が
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
並
び
に
普
及

員
及

び
研

究
員

へ
の

技
術

支
援
を
行
な
っ
て
き
た
。
か
か
る
状
況
下
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

ド
ミ

ニ
カ

側
関

係
者

の
努

力
並
び
に
短
期
専
門
家
の
投
入
な
ど
を
も
っ
て
、
そ
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
活
動

分
野

の
多

様
性

及
び

そ
の

所
轄
範
囲
の
広
さ
に
鑑
み
る
と
、
一
人
の
長
期
専
門
家
体
制
は
人
的
投
入
と
し
て
少
な
か
っ

た
点

は
否

め
な

い
。

 
 

 
 

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
、
青

年
海
外
協
力
隊
投
入

の
適

切
性

(人
数
・
派
遣
タ
イ
ミ

ン
グ

・
派

遣
期
間

) 
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

- 
本

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

で
は

シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
青
年
海
外
協
力
隊
が
有
機
農
法
、
土
壌
、
病
害
虫
、
野
菜
、

 
村

落
開

発
等
の

多
様

な
側

面
に
お

い
て
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た
日
本
人
長
期
専
門
家
の
投
入
に
対
し
て
有

 
効

な
補

完
効
果

を
も

た
ら

し
て
き

た
。

 
- 
こ

れ
ら

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
投
入

は
、
人
数
（
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～
計

4名
、
青
年
海
外
協
力
隊
～
計

12
名
）
、

 
派

遣
タ

イ
ミ
ン

グ
、

期
間

の
点
で
も
適
切
且
つ
有
効
な
投
入
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 

 
 

日
本
人
専
門
家
及
び

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
と
の
連
携
効
果

 
- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

- 
中

間
評

価
以

降
、

青
年

海
外
協

力
隊
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
の
村
落
に
活
動
拠
点
を
移
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
常

 
 的

な
村

落
で

の
技
術

支
援

の
み
な
ら
ず
、
対
象
農
家
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
発

現
を

側
面
支
援
し
て
き
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
。

 
- 
ま

た
、

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

な
ら
で

は
の
地
道
な
継
続
的
活
動
（
病
害
虫

/天
敵
の
収
集
、
撮
影
、
畑
地
面
積
の
計
測
等
々
）

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

し
て
重

要
な
補
完
効
果
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
有
効
な
連
携
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
判
断
で

き
る

。
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評
価

項
目
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
情

報
収

集
源

・
方

法
 

評
価

大
項

目
 

主
要

項
目

 
サ
ブ

項
目

 
 

評
価

結
果

 

 
 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

配
置

の
適

切
性
（
人
数
・
専
門

性
・
配

置
タ

イ
ミ
ン
グ
～
農
務
省

、
ID

IA
F職

員
な
ど
複
層
的
な
配
置

状
況

の

効
果
確
認
等
を
含
む
）

 
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

- 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
作
物

ご
と
に
研
究
員
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
配
置
さ
れ
、
且
つ
同
様
に
サ
イ
ト
ご
と
に
も

普
及

員
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
が

配
置
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
的
配
置
は
、
研
究
員
と
普
及
員
の
一
体
的
な
取
り
組

み
を

促
進

す
る

も
の

で
あ

り
、
非

常
に
効
果
の
高
い
人
的
投
入
と
評
価
で
き
る
。

 
 

 
投
入
（
物
的
）

 
供
与
資
機
材
の
適
切

性
（

数
量
、

仕
様
、
供
与
タ
イ
ミ

ン
グ

）
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

- 
供

与
さ

れ
た

資
機

材
の

数
量
、

仕
様
、
供
与
タ
イ
ミ
ン
グ
は
適
切
と
判
断
さ
れ
る
。

 
 

 
 

供
与
資
機
材
の
維
持

管
理

状
況

 
- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

- 
ID

IA
F北

部
セ

ン
タ

ー
、

技
術

セ
ン

タ
ー

、
試

験
場

等
へ

の
資

機
材

に
つ

い
て

は
、

ご
く

一
部

の
資

機
材

が
現

在
修

理
 

  
中

で
あ

る
が

、
使

用
さ

れ
な
い

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
資
機
材
は
無
い
。
ま
た
、
維
持
管
理
の
体
制
・
状
況
に
つ
い
て

も
、

特
段

の
問

題
は

見
ら

れ
な
い

。
 

- 
 他

方
、

現
在

各
サ

イ
ト

の
対
象

農
家
グ
ル
ー
プ
に
配
布
し
た
ポ
ン
プ
と
パ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
終
了
時
評
価
時
点
に
お

い
て

、
そ

の
運

用
・

維
持

管
理
に
か
か
る
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
普
及
員
な
ど
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を

通
し

て
、

対
象

農
家

に
よ
る
利
用
・
維
持
管
理
に
つ
い
て
の
規
則
作
り
が
求
め
ら
れ
る
。

 
 

 
本
邦
研
修

 
研
修
員
受
入
（
人
数
・
分
野
・
成

果
活
用
状
況
・
代
替
投

入
形

態
の

有
無
）

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

- 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る
本

邦
研
修
は
、
研
修
参
加
者
の
能
力
向
上
に
寄
与
し
た
の
み
な
ら
ず
、
研
修
終
了
後
の
普

及
活

動
等

に
お

い
て

実
質

的
な
効

果
を
も
た
ら
す
に
至
っ
て
い
る
。
下
記
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

 
1)
「

有
機

農
業

」
コ

ー
ス

へ
の
参

加
者
は
、
帰
国
後
、
有
機
肥
料
の
作
り
方
を
他
の
普
及
員
に
指
導
す
る
ト
レ
ー
ナ
ー
と

し
て

、
他

地
域

で
の

講
習

を
実
施

し
て
い
る
。

 
2)
「

村
落

開
発

」
コ

ー
ス

へ
の
参

加
者
は
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
研
修
時
に
提
起
し
、
帰
国
後
に
女

性
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

、
菓

子
・
リ
キ
ュ
ー
ル
製
造
、
販
売
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

 
3)
「

農
業

協
同

組
合

」
コ

ー
ス
へ

の
参
加
者
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
農
家
が
農
業
協
同
組
合
へ
参
画
す
る
こ
と
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し

て
い

る
。

 
- 

 以
上

の
点

か
ら
、

本
邦

研
修

は
成
果
及
び
イ
ン
パ
ク
ト
の
発
現
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
有
効
な
投
入
で
あ
っ
た

と
評

価
さ

れ
る

。
な

お
、

上
記

の
2）

及
び

3）
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
の
直

接
投

入
で

は
な
く

、
集

団
研

修
の
ス

キ

ー
ム

に
よ

っ
て

実
施

さ
れ

た
研
修
で
あ
る
。

 
 

 
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担

額
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

- 
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

は
過

不
足
な

く
支
出
さ
れ
て
き
て
お
り
、
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。

 
 

 

投
入
（
予
算
）

 

支
出
タ
イ
ミ
ン
グ

 
- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

- 
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

は
適

正
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
支
出
さ
れ
て
き
て
お
り
、
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。

 
 

 
そ
の
他
（
補
完
効
果
） 

そ
の
他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
の

関

係
（
補
完
関
係
・
重
複

関
係

の
有

無
）

 
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- JI
C

A
資

料
等

 
-  
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
直

接
的

な
連
携

を
取

り
、

補
完
関

係
を

も
っ

た
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
存
在

し
な

い
。

ま
た
、

他
方

、

重
複

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

も
存
在
し
な
い
。
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評
価

項
目
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
情

報
収

集
源

・
方

法
 

評
価

大
項

目
 

主
要

項
目

 
サ
ブ

項
目

 
 

評
価

結
果

 

上
位
目
標

 
 

上
位
目
標
達
成
見
通

し
 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

 

上
位

目
標

：
対

象
農

家
が

高
品
質

の
商
品
を
取
り
扱
う
市
場
（
高
級
市
場
）
に
作
物
を
販
売
し
て
い
る
。

 
 - 
指

標
  

  
 

：
 2

01
4年

10
月

ま
で

に
対

象
農
家

の
7割

が
高
級
市
場
に
農
産
物
の

8割
を
販
売
し
て
い
る
。

 
- 

 高
級

市
場

へ
の
販

売
は

、
個
々

の
農
家
に
よ
っ
て
独
自
に
実
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
農
民
グ
ル
ー
プ
の
組
織
化
、
農

業
協

同
組

合
へ

の
参

画
な

ど
を
通
し
て
実
現
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
対
象

農
家

が
農

業
協

同
組

合
へ

の
参
画
を
進
め
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
約

30
名
が
参
画
を
表
明
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
（
実

質
対

象
農

家
を

18
5農

家
と

し
た
場

合
、
約

16
％
の
農
家
に
相
当
）
。

 
- 

 今
後

、
こ

の
よ
う

な
組

織
化
の

動
き
が
増
加
す
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
判
断
す
る
こ
と

は
困

難
で

あ
り

、
達

成
見

通
し
は
「
中
程
度
」
と
評
価
す
る
。

 
 

イ
ン

パ
ク

ト
 

 

予
期
し
得
る
・
既
に

生
じ
た
イ
ン
パ
ク
ト

 
   

• 
政
策
面

 
 

 
• 

技
術
面

 
 

 
• 

組
織
面

 
• 

財
政
面

 
 

• 
社
会
・
環
境
面

 
• 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
面

 

- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

(政
策

面
) 

- 
現

在
、
農

務
省
に

お
い

て
「

農
業
技
術
移
転
戦
略
（
仮
称
）
」
が
策
定
中
で
あ
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
用
し
て
き
た

「
研

究
員

－
普

及
員

の
協

同
体

制
に

よ
る

普
及

シ
ス

テ
ム

」
が

、
そ

の
技

術
移

転
モ

デ
ル

の
一

つ
と

し
て

提
唱

さ
れ

て
 

  
い

る
。

 
 (技

術
面

) 
- 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
研

究
さ
れ

た
成
果
が
セ
ミ
ナ
ー
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
形
態
を
通
し
て
、

ID
IA

Fの
他

の
地

域
セ

ン
タ

ー
へ

発
信

さ
れ
て

い
る
。
既
に
南
部
セ
ン
タ
ー
で
は
土
壌
改
良
技
術
が
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
作

物
に

適
用

さ
れ

始
め

て
い

る
。

 
- 

 本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

か
ら

多
く
の

病
害
虫
、
天
敵
な
ど
の
サ
ン
プ
ル
が
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や

M
at

a 
La

rg
a試

験
場
に
持
ち

込
ま

れ
て

お
り

、
両

セ
ン

タ
ー
の

研
究
成
果
に
間
接
的
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

 
 (社

会
経

済
面

) 
- 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
導

入
し
た

品
種
、
技
術
に
よ
っ
て
農
作
物
の
生
産
性
が
向
上
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
収
入
向

上
を

果
た

し
た

農
家

も
現

れ
始
め
て
い
る
。

 
- 
中

間
業

者
へ

の
販

売
が

未
だ
多

い
現
状
に
お
い
て
、
一
部
の
対
象
農
家
が
農
業
協
同
組
合
へ
の
参
画
を
目
指
し
、
組
織

化
に

向
け

た
取

り
組

み
を

始
め
て

い
る
（
農
業
協
同
組
合
地
域
支
部
設
立
の
動
き
）
。

 
- 「

農
場

の
日
」
な
ど

の
イ

ベ
ン
ト

を
通
し
て
、
対
象
農
家
以
外
の
周
辺
農
家
で
も
有
機
肥
料
の
利
用
や
新
品
種
の
導
入
を

開
始

し
た

例
が

見
ら

れ
る

（
特
に
、

B
ar

ra
nc

aで
顕
著
）
。

 
- 

行
政

、
大

学
、
高

校
か

ら
有
機

肥
料
の
製
造
、
利
用
に
つ
い
て
多
数
の
視
察
を
受
け
て
お
り
、
今
後
他
組
織
、
他
地
域

で
の

広
が

り
に

繋
が

る
可

能
性
が
あ
る
（
終
了
時
評
価
時
点
で
は
未
見
）
。

 
- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と

の
協

力
関
係

を
締
結
し
た
サ
レ
シ
ア
ノ
農
業
技
術
学
校
は
、
そ
の
専
門
養
成
過
程
に
有
機
農
法
を
取

り
入

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

生
徒
の
有
機
農
業
に
関
す
る
知
識
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
校
の
卒
業
生
は
、

全
国

に
お

い
て

普
及

員
な

ど
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

 
 (ジ

ェ
ン

ダ
ー
面

) 
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評
価

項
目
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
情

報
収

集
源

・
方

法
 

評
価

大
項

目
 

主
要

項
目

 
サ
ブ

項
目

 
 

評
価

結
果

 

- 
 女

性
農

家
が

自
ら

の
農

地
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
用
の
展
示
圃
場
造
成
を
受
け
入
れ
、
そ
の
日
常
的
管
理
を
担
当
し
て
い
る

 
「

農
場

の
日
」
に
お

け
る

参
加
農

家
へ
の
説
明
・
案
内
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
的
存

在
と

し
て

の
役

割
も

果
た

す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（

5つ
の
展
示
圃
場
で
女
性
農
家
が
担
当
）
。

 
  

 ま
た

、
展

示
圃
場

に
限

ら
ず
、
そ
の
他
の
女
性
農
家
の
参
加
も
あ
り
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
貢
献
し
た
と
考

え
ら

れ
る

。
 

 
政
策
面

 
• 

環
境
保
全
型
農
業
促

進
の

た

め
の
政
策
見
通
し

 
- 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

- 
環

境
保

全
型

農
業

の
推

進
は

、
現

在
国

家
を

挙
げ

て
取

り
組

ん
で

い
る

輸
出

振
興

の
政

策
指

針
に

適
う

も
の

で
あ

り
、

今
後

も
政

策
面

か
ら

の
促

進
は
継

続
的
に
図
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
と
期
待
で
き
る
。

 
- 

ID
IA

F及
び

農
務

省
に

お
い

て
も

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
得

ら
れ

た
成

果
を

今
後

の
日

常
業

務
の

中
で

継
続

・
発

展
さ

 
せ

て
行

き
た

い
意

向
を

示
し

て
い
る
。

し
か

し
な

が
ら
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
継

続
も

し
く
は

地
域

展
開

を
目
し

た
具

体
的

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

計
画
は
終
了
時
評
価
時
点
で
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

自
立

発
展

性
 

（
本

項
で

の

自
立

発
展

性

は
ス

ー
パ

ー

ゴ
ー

ル
の

達

成
ま

で
を

視

野
に

入
れ

た

も
の

と
し

て

評
価

す
る

）
 

（
ス

ー
パ

ー

ゴ
ー

ル
～

対

象
農

家
の

収

入
が

向
上

す

る
）

 

組
織
面

 
 

• 
農
務
省
、

ID
IA

Fな
ど

関
係

機

関
の
業
務
所
掌
に
お

け
る

適

正
な
マ
ン
パ
ワ
ー
の

存
否

及

び
人
員
増
・
減
員
の

可
能

性
 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

ID
IA

F（
ID

IA
F
北

部
セ

ン
タ

ー
）

 
- 

ID
IA

F
北

部
セ

ン
タ

ー
で

は
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
農
家
に
有
用
な
研
究
を
継
続
で
き
る
研
究
員
の
人
数
は
確
保
さ

 
  
れ

て
い

る
。

ま
た

、
研

究
員

の
技

術
レ
ベ

ル
も

一
様
に

高
く

、
組

織
面
で

の
継

続
性

は
ほ
ぼ

十
分

に
存

す
る
も

の
と

判

断
で

き
る

。
 

- CE
N

TA
な

ど
ID

IA
F
傘

下
の

研
究
所
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
効
率
的
な
業
務
の
遂
行
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

 
  
組

織
的

な
自

立
発

展
性

は
高
い

と
判
断
で
き
る
。

 
 農

務
省

 
- 
農

務
省

が
ス

ー
パ

ー
ゴ

ー
ル
の

達
成
に
む
け
て
継
続
的
に
活
動
し
て
行
く
た
め
に
は
、
現
行
の
普
及
員
の
配
置
体
制
が

 
必

須
と

考
え
ら

れ
る

。
普

及
員
の

現
行
の
配
置
体
制
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
（
研
究
員
と
の
協
同
体
制
、
流
通
担
当
者
の
存

 
在

、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
フ

ァ
シ
リ

テ
ィ
の
利
用
）
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
農
務
省
と
し
て
継
続
的
に
普
及

 
員

を
配

置
す
る

こ
と

へ
の

政
策
的

な
意
思
決
定
が
求
め
ら
れ
る
（
終
了
時
評
価
時
点
で
は
検
討
中
）
。

 
 

 
技
術
面

 
 

• 
実
証
・
普
及
事
業
経
験

者
の

人

数
及
び
継
続
的
業
務

従
事

の

可
能
性
確
認

 
 

• 
研
究
者
及
び
普
及
員

の
技

術

力
・
知
識
及
び
研
修
・
訓

練
機

会
の
見
通
し

 
（
継
続
的
普
及
事
業

に
お

け
る

  
関
係
機
関
の
関
わ

り
方

見
通

し
の
確
認
を
含
む
）

 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

ID
IA

F（
ID

IA
F北

部
セ

ン
タ

ー
）

 
- ID

IA
F北

部
セ

ン
タ

ー
の

研
究
員

は
、
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
培
っ
て
き
た
大
学
や
他
の
研
究
機
関
と
の
技
術
交
換
の
体
制

 
が

整
え

ら
れ
て

お
り

、
今

後
と
も
技
術
面
で
の
自
立
発
展
性
は
十
分
に
存
す
る
も
の
と
判
断
で
き
る
。

 
- 
こ

れ
ま

で
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
開
発

さ
れ

て
き

た
様
々

な
技

術
体

系
な
ど

は
、

マ
ニ

ュ
ア
ル

や
講

習
会

の
場
で

他
の

研
 

 究
員

に
も

発
信
さ
れ

て
お

り
、
そ
の
技
術
は
研
究
員
の
中
で
移
転
さ
れ
て
ゆ
く
可
能
性
が
高
い
。

 
 農

務
省

 
- 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
実

施
過
程

に
お
い
て
、
有
機
肥
料
の
製
造
に
関
し
て
講
師
が
で
き
る
普
及
員
や
農
業
協
同
組
合
へ

 
 の

参
加

方
法

を
助
言

で
き

る
普
及
員
な
ど
、
多
く
の
普
及
員
が
自
ら
の
能
力
向
上
を
遂
げ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
他
の

普
及

員
を

指
導

で
き

る
立

場
に
ま
で
普
及
員
が
育
成
さ
れ
て
き
た
事
実
は
、
今
後
の
農
務
省

(普
及
員

)に
お
け
る
自
立

発

展
性

に
も

大
き

く
寄

与
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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評
価

項
目
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
情

報
収

集
源

・
方

法
 

評
価

大
項

目
 

主
要

項
目

 
サ
ブ

項
目

 
 

評
価

結
果

 

- 
普

及
方

法
に
つ
い

て
も

、
普
及

記
録
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
改
訂
や
情
報
交
換
の
頻
度
・
方
法
に
お
い
て
も
改
善
が
な
さ
れ

 
 て

お
り

、
普

及
活
動

の
技

術
的
継
続
性
も
担
保
さ
れ
始
め
て
い
る
。

 
 

 
財
政
面

 
予
算
実
績
の
確
認
（
過
去

5年
間

）

及
び
今
後
の
見
通
し

 
- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

-  
こ

れ
ま

で
と

同
様
の

活
動

を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
ド
ミ
ニ
カ
側
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担
以
上
の
予
算
が
必
要

 
 と

さ
れ

る
。

経
常
予

算
で

同
様
の

活
動
を
ま
か
な
う
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
枠
組
み
が
必
要
と

考
え

ら
れ

る
が

、
現

時
点

に
お
い

て
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
よ
る
予
算
確
保
の
可
能
性
は
判
断
が
困
難
で
あ
る
。

 
 

 
社
会
面

 
• 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

/地
域

に
お

け

る
社
会
的
受
容
性
の

確
認

 
• 
潜
在
的
反
対
者
の
存

否
等

 

- 
質

問
票

 
 

- 
聞

き
取

り
調

査
 

-  
対

象
の

地
域
社

会
に

お
い

て
、
環

境
保
全
型
農
業
の
継
続
的
な
推
進
は
受
容
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。

 
-  

但
し

、
ハ

ラ
バ

コ
ア

だ
け

は
気
候

や
栽
培
作
物
の
傾
向
に
鑑
み
る
と
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
技
術
支
援
し
て
い
る
農
業

 
の

ニ
ー

ズ
は
低

下
し

て
ゆ

く
可
能

性
が
あ
る
（
ハ
ラ
バ
コ
ア
は
中
山
間
地
に
位
置
す
る
た
め
、
他
の

4
地
域
と
比
較
し

て
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

支
援
し

た
作
物
は
必
ず
し
も
主
た
る
農
産
物
と
な
っ
て
い
な
い
）
。
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作
成

日
：

20
07

年
8月

14
日

協
力

期
間

：
20

04
年

10
月

か
ら

20
09

年
10

月
ま

で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

約
入

 
手

 
手

 
段

ス
ー

パ
ー

ゴ
ー

ル

対
象

農
家

の
収

入
が

向
上

す
る

。

上
位

目
標

外
部

の
評

価
結

果

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
報

告
書

A
.

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
報

告
書

作
物

価
格

が
急

落
し

な
い

。

農
家

調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果

B
.

キ
ャ

ッ
サ

バ

C
.

サ
ツ

マ
イ

モ

D
.

そ
の

他
作

物
（

プ
ラ

タ
ノ

）

E
.

成
果

A
.

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
報

告
書

B
.

キ
ャ

ッ
サ

バ
農

家
調

査
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

1）
外

部
調

査
報

告
書

2） C
.

サ
ツ

マ
イ

モ

1） 2） D
.

そ
の

他
作

物
（

プ
ラ

タ
ノ

）

上
記

各
作

物
に

つ
い

て

農
業

資
材

の
価

格
が

急
騰

し
な

い
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
（

TG
）

：
対

象
地

域
内

の
農

家
25

0戸
対

象
地

域
：

ラ
・

ベ
ガ

農
業

区
内

 5
 サ

ブ
ゾ

ー
ン

（
ハ

ラ
バ

コ
ア

、
ラ

・
ト

ー
レ

、
ク

ト
ゥ

ー
プ

、
バ

ラ
ン

カ
、

リ
ン

コ
ン

）

　
　

　
　

　
　

　
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

北
部

中
央

地
域

小
規

模
農

家
向

け
環

境
保

全
型

農
業

開
発

計
画

 P
D

M
 第

三
版

（
日

本
語

訳
）

野
菜

（
ト

ウ
ガ

ラ
シ

、
ナ

ス
、

イ
ン

ゲ
ン

）

野
菜

（
ト

ウ
ガ

ラ
シ

、
ナ

ス
、

イ
ン

ゲ
ン

）

対
象

農
家

が
高

品
質

の
商

品
を

取
り

扱
う

市
場

(高
級

市
場

）
に

作
物

を
販

売
し

て
い

る
。

外
 
部

 
条

 
件

指
 
 
標

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
波

及
効

果
が

現
れ

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

お
い

て
、

対
象

農
家

の
45

％
が

質
の

高
い

野
菜

を
生

産
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
う

ち
60

％
が

質
の

高
い

野
菜

生
産

技
術

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
う

ち
70

％
が

2品
種

の
高

品
質

の
サ

ツ
マ

イ
モ

を
導

入
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
う

ち
35

％
が

質
の

高
い

サ
ツ

マ
イ

モ
の

生
産

技
術

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
う

ち
40

％
が

バ
レ

ン
シ

ア
種

の
キ

ャ
ッ

サ
バ

を
導

入
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
う

ち
25

％
が

バ
レ

ン
シ

ア
種

の
生

産
技

術
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

20
14

年
10

月
ま

で
に

対
象

農
家

の
7割

が
高

級
市

場
に

農
産

物
の

8割
を

販
売

し
て

い
る

。

対
象

農
家

の
収

入
が

現
状

よ
り

も
改

善
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

お
い

て
、

対
象

農
家

の
15

％
が

質
の

高
い

そ
の

他
作

物
を

生
産

し
て

い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

1．
環

境
保

全
型

の
農

業
技

術
が

開
発

・
実

証
・

普
及

さ
れ

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

お
い

て
、

対
象

農
家

の
20

％
が

質
の

高
い

キ
ャ

ッ
サ

バ
を

生
産

し
て

い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

お
い

て
、

対
象

農
家

の
25

％
が

質
の

高
い

サ
ツ

マ
イ

モ
を

生
産

し
て

い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
う

ち
26

％
が

FH
IA

な
ど

質
の

高
い

そ
の

他
作

物
の

生
産

技
術

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

、
対

象
農

家
の

50
％

が
高

級
市

場
に

つ
い

て
よ

く
分

か
っ

て
い

る
。

対
象

農
家

が
環

境
保

全
型

農
業

に
よ

り
生

産
し

た
作

物
を

高
級

市
場

に
コ

ン
ス

タ
ン

ト
に

供
給

す
る

能
力

が
あ

る
。

2．
対

象
農

家
が

高
級

市
場

の
情

報
を

得
て

い
る

。

上
記

各
作

物
に

つ
い

て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
内

80
％

が
高

級
市

場
の

情
報

を
得

て
い

る
。
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外
 部

 条
 件

A
.

野
菜

（
ト

ウ
ガ

ラ
シ

、
ナ

ス
、

イ
ン

ゲ
ン

）
B

.
キ

ャ
ッ

サ
バ

日
本

（
JI

C
A

)
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

1.
ト

ウ
ガ

ラ
シ

の
ダ

ニ
の

防
除

に
お

け
る

低
毒

性
の

農
薬

の
施

用
頻

度
の

試
験

を
行

う
。

1.
土

壌
栄

養
に

つ
い

て
の

比
較

試
験

を
行

う
。

1.
専

門
家

派
遣

A
.

農
牧

省
（

SE
A

)

2.
ナ

ス
に

つ
い

て
鶏

糞
の

施
肥

量
の

評
価

試
験

を
行

う
。

2.
鶏

糞
と

化
成

肥
料

の
適

切
な

使
い

方
を

明
ら

か
に

す
る

。
長

期
専

門
家

：
環

境
保

全
型

農
業

　
　

　
 
 
 
 
 
 
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
1.

要
員

配
置

3.
育

苗
箱

用
土

の
評

価
を

行
う

。
3.

収
穫

後
の

保
存

時
間

と
腐

敗
の

関
係

に
つ

い
て

明
ら

か
に

す
る

。
短

期
専

門
家

：
必

要
に

応
じ

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

洪
水

が
起

き
な

い
。

(普
及

）
第

三
国

専
門

家
：

必
要

に
応

じ
2.

資
機

材
強

い
竜

巻
が

起
こ

ら
な

い
。

4.
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

（
適

正
技

術
：

G
A

P)
に

基
づ

く
展

示
圃

場
を

１
ヶ

所
作

る
。

4.
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

（
適

正
技

術
：

G
A

P)
に

基

づ
く

展
示

圃
場

を
9ヶ

所
設

け
る

普
及

活
動

用
資

機
材

5.
農

薬
散

布
用

の
器

具
の

設
定

と
散

布
回

数
に

つ
い

て
、

テ
ク

ニ
コ

(技
師

）
と

農
家

に
講

習
会

を
す

る
。

5.
「

農
場

の
日

」
を

2回
開

く
2.

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

3.
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
経

費

6.
環

境
保

全
型

の
病

虫
害

防
除

に
つ

い
て

の
懇

話
会

と
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

く
。

6.
有

機
質

肥
料

の
分

析
、

サ
ン

プ
リ

ン
グ

、
施

用
に

つ
い

て
の

技
術

指
導

を
行

う
。

SE
A
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
給

与
、

旅
費

、
交

通
費

7.
情

報
記

録
と

グ
ッ

ド
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
（

適
正

技
術

：
G

A
P)
に

つ
い

て
の

指
導

を
農

家
と

テ
ク

ニ
コ

（
技

師
）

に
対

し
て

行
う

。

7.
栽

培
技

術
と

ア
ザ

ミ
ウ

マ
の

防
除

に
つ

い
て

の
講

習
会

を
2回

行
う

。
3.

機
材

供
与

そ
の

他
必

要
経

費

8.
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

（
適

正
技

術
：

G
A

P)
に

基
づ

く
生

産
と

コ
ス

ト
の

記
録

シ
ス

テ
ム

を
試

験
的

に
導

入
す

る
。

8.
収

穫
後

処
理

に
つ

い
て

2回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

う
。

車
輌

9.
当

該
地

の
用

土
を

使
っ

た
苗

木
を

展
示

す
る

。
8.

バ
レ

ン
シ

ア
種

を
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
を

使
っ

て
PR

す
る

。

実
証

用
資

機
材

B
.

ID
IA

F

10
.ナ

ス
の

育
苗

箱
で

の
苗

木
生

産
に

つ
い

て
の

懇
話

会
を

行
う

。
普

及
用

資
機

材
1.

要
員

配
置

11
.適

正
な

施
肥

に
つ

い
て

4展
示

圃
場

を
設

け
、

そ
こ

で
展

示
す

る
。

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

12
.線

虫
の

被
害

と
防

除
に

つ
い

て
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

2 
回

開
く

。
4.

研
修

員
受

け
入

れ
秘

書

C
.

サ
ツ

マ
イ

モ
D

.
そ

の
他

作
物

（
プ

ラ
タ

ノ
）

2.
オ

フ
ィ

ス
、

ス
ペ

ー
ス

、
設

備

5.
運

営
経

費
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
オ

フ
ィ

ス
と

ス
ペ

ー
ス

1.
市

場
向

け
の

品
種

の
選

定
を

行
う

。
1.

病
虫

害
の

発
生

状
況

を
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
負

担
土

壌
と

植
物

分
析

用
ラ

ボ

2.
B

.B
as

si
an

a（
ゾ

ウ
ム

シ
の

天
敵

糸
状

菌
）

の
各

品
種

へ
の

影
響

を
明

ら
か

に
す

る

2.
線

虫
と

Si
ga

to
ga
病

の
た

め
の

自
然

農
薬

を
含

む
防

除
法

の
評

価
を

行
う

。
3.

資
機

材

実
証

、
研

修
普

及
、

流
通

の
活

動
に

必
要

な
も

の

3.
土

壌
被

覆
法

の
評

価
を

行
う

。

4.
生

産
さ

れ
て

い
る

苗
の

タ
イ

プ
を

比
較

す
る

。
4.

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

経
費

5.
質

の
高

い
苗

生
産

モ
ジ

ュ
ー

ル
を

設
け

る
。

ID
IA

Fの
C

Pの
給

与
、

旅
費

、
交

通
費

、
電

話
、

電
気

、
ガ

ス
、

電
気

代

(普
及

）

(実
証

）

活
  動

ハ
リ

ケ
ー

ン
の

被
害

に
遭

わ
な

い
。

予
想

し
な

か
っ

た
病

害
虫

が
発

生
し

な
い

。

投
  入

(実
証

）

(実
証

）
(実

証
）
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3.
B

.B
as

si
an

aを
使

っ
た

5 
展

示
圃

場
を

設
け

る
。

6.
播

種
及

び
栽

培
シ

ス
テ

ム
の

4展
示

圃
場

を
設

け
る

。

機
材

の
維

持
管

理
の

経
費

で
、

車
輌

の
燃

料
、

オ
イ

ル
代

を
含

む

4.
B

.B
as

si
an

aの
栽

培
管

理
及

び
Pi

og
an

（
ゾ

ウ
ム

シ
）

の
総

合
防

除
の

た
め

の
5 
展

示
圃

場
を

設
け

る
。

7.
生

産
物

の
品

質
に

つ
い

て
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

（
1回

）
。

消
耗

品
費

5.
Pi

og
an
（

ゾ
ウ

ム
シ

）
の

総
合

防
除

に
つ

い
て

の
案

内
書

一
つ

を
作

る
。

8.
「

農
場

の
日

」
を

4回
開

く
。

そ
の

他

6.
B

.B
as

si
an

aの
培

養
法

を
指

導
す

る
。

9.
農

家
を

巡
回

指
導

を
す

る
（

4回
）

。

7.
Pi

og
an
（

ゾ
ウ

ム
シ

）
の

防
除

に
つ

い
て

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
テ

ク
ニ

コ
と

農
家

に
対

し
て

2 
回

行
う

。

10
.栽

培
に

つ
い

て
の

講
習

会
ー

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

テ
ク

ニ
コ

(技
師

）
と

農
家

に
対

し
て

1回
づ

つ
行

う
。

C
.

参
加

農
家

8.
展

示
圃

場
に

お
い

て
登

録
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

11
.病

虫
害

対
策

の
評

価
と

管
理

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
テ

ク
ニ

コ
に

対
し

て
1
回

行
う

。
展

示
圃

用
の

土
地

9.
環

境
保

全
型

の
栽

培
に

つ
い

て
技

術
指

導
す

る
。

12
.農

家
の

圃
場

か
ら

得
ら

れ
た

経
験

に
つ

い
て

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

1
種

類
作

る
肥

料
等

製
造

の
た

め
の

材
料

10
.種

苗
の

品
質

に
つ

い
て

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

う
13

.栽
培

技
術

に
つ

い
て

の
案

内
書

を
作

る
。

作
業

用
具

11
.農

家
に

品
種

を
導

入
す

る
。

14
.展

示
圃

場
に

お
け

る
栽

培
管

理
の

情
報

を
記

録
し

分
析

す
る

。

12
.栽

培
管

理
の

農
家

周
り

を
行

う
。

作
業

員

前
提

条
件

1. 2. 3. 4.

(普
及

）
(普

及
） 上

記
各

作
物

に
つ

い
て

高
級

市
場

に
つ

い
て

の
情

報
を

集
め

る
。

健
康

な
作

物
生

産
と

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

つ
い

て
の

啓
蒙

の
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

。

対
象

農
家

と
買

い
手

を
つ

な
ぐ

た
め

の
ル

ー
ト

を
確

立
す

る
。

高
級

市
場

に
ア

ク
セ

ス
す

る
た

め
の

情
報

を
農

家
に

流
す

。
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活
　

動
成

　
果

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
実

 
施

 
者

責
任

者
、

監
督

者
実

 
施

 
場

 
所

1.
 野

菜

(実
証

)

1.
1 
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
ダ
ニ
の
防
除
に
お
け
る
低
毒
性
の
農
薬
の
施
用

頻
度
の
試
験
を
行
う
。

ダ
ニ
の
防
除
に
か
か
る
適
切
な
農
薬
散
布
回
数
（
少
な
く
と
も
1

タ
イ
プ
）

Le
oc

ad
ia

 S
án

ch
ez

Ju
an

 Ji
m

én
ez

Es
ta

ci
on

 E
xp

.,
Po

nt
on

1.
2 
ナ
ス
に
つ
い
て
鶏
糞
の
施
肥
量
の
評
価
試
験
を
行
う
。

ナ
ス
に
か
か
る
鶏
糞
の
効
果
的
施
用
量
（
少
な
く
と
も
1
タ
イ

プ
）

El
pi

di
o 

A
vi

le
s

Ju
an

 Ji
m

én
ez

Es
ta

ci
on

 E
xp

.,
Po

nt
on

1.
3温

室
に
お
け
る
ト
ウ
ガ
ラ
シ
生
産
の
ボ
カ
シ
肥
評
価
を
行
う
。

ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
適
切
な
収
量
を
得
る
作
付
け
方
法

1.
4ナ

ス
に
つ
い
て
鶏
糞
の
補
完
と
し
て
の
化
学
肥
料
の
評
価
を
行

う
。

ナ
ス
の
収
量
増
加
と
な
る
化
学
肥
料
の
補
完
量

1.
5ナ

ス
に
つ
い
て
鶏
糞
と
化
学
肥
料
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
評
価

を
行
う
。

鶏
糞
と
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
化
学
肥
料
の
収
量
増
加
効

果

1.
6 

(1
.3

)育
苗
箱
用
土
の
評

価
を
行
う
。

健
苗
生
産
に
適
し
た
用
土
の
特
定

（
少
な
く
と
も
1
 
種
）

Ju
an

 Ji
m

én
ez

Ju
an

 Ji
m

én
ez

Es
ta

ci
on

 E
xp

.,
Po

nt
on

1.
7温

室
に
お
け
る
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
栽
培
に
つ
い
て
、
化
学
肥
料
と

ミ
ミ
ズ
肥
料
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
比
較

温
室
に
お
け
る
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
化
学
肥
料
と
ミ
ミ
ズ
肥
料
の
最
適

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

1.
8　

ナ
ス
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
イ
ン
ゲ
ン
に
関
す
る
病
虫
害
の
発

生
、
生
態
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
。

各
作
物
の
病
虫
害
管
理
手
法

SM
: S

ar
dy

s
M

ed
ra

no
JJ

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 L

a
To

rr
e,

 R
in

có
n

(普
及

)

1.
9 

(1
.6

)環
境
保
全
型
の
病

虫
害
防
除
、
農
薬
散
布
用
の
器
具
の
設

定
と
散
布
回
数
に
つ
い
て
の
懇
話
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

く
。

農
家
が
環
境
保
全
型
の
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
。

D
av

id
 M

at
eo

Ju
an

 Ji
m

én
ez

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 L

a
To

rr
e,

 R
in

có
n

1.
10

 (1
.4

)グ
ッ
ド
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
（
適
正
技
術
：

G
A

P)
に
基
づ
く

展
示
圃
場
を
１
ヶ
所
作
る
。

農
家
が
グ
ッ
ド

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
適
正
技
術
：

G
A

P)
に
つ
い
て

理
解
す
る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

a
Ju

an
 Ji

m
én

ez
El

 P
in

ito
1.

11
 (1

.7
)情

報
記
録
と
グ

ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
適
正
技
術
：

G
A

P)
に
つ
い
て
の
指
導
を
農
家
と
テ
ク
ニ
コ
（
技
師
）
に
対
し
て

行
う
。

農
家
と
テ
ク
ニ
コ
（
技
師
）
が
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
適
正
技

術
：

G
A

P)
の
情
報
記
録
を
行
う
た
め
の
ツ
ー
ル
を
理
解
す
る
。

C
án

di
do

 d
e 

Le
ón

Ju
an

 Ji
m

én
ez

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 L

a
To

rr
e,

 R
in

có
n

1.
12

 (1
.8

) グ
ッ
ド
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
（
適
正
技
術
：

G
A

P)
に
基
づ
く

生
産
と
コ
ス
ト
の
記
録
シ
ス
テ
ム
を
試
験
的
に
導
入
す
る
。

農
家
と
テ
ク
ニ

コ
（
技
師
）
が
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
適
正
技

術
：

G
A

P)
の
情
報
記
録
を
行
う
た
め
の
ツ
ー
ル
を
保
有
す
る
。

C
és

ar
 M

ar
tín

ez
Ju

an
 Ji

m
én

ez
B

ar
ra

nc
a,

 C
ut

up
u,

 L
a

To
rr

e,
 R

in
có

n

1.
13

 (1
.9

) 当
該
地
の
用
土

を
使
っ
た
苗
木
を
展
示
す
る

農
家
と
テ
ク
ニ
コ
（
技
師
）
が
当
該
地
の
用
土
を
使
っ
た
苗
木
生

産
の
長
所
を
理
解
す
る
。

C
án

di
do

 d
e 

Le
ón

Ju
an

 Ji
m

én
ez

Ex
ta

ci
ón

 P
on

tó
n

1.
14

 (1
.1

0)
 ナ

ス
の
育
苗
箱

で
の
苗
木
生
産
に
つ
い
て
の
懇
話
会
を

行
う
。

農
家
と
テ
ク
ニ
コ
（
技
師
）
が
野
菜
の
育
苗
箱
で
の
生
産
に
つ
い

て
研
修
を
受
け
る
。

Le
oc

ad
ia

 S
án

ch
ez

Ju
an

 Ji
m

én
ez

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 L

a
To

rr
e,

 R
in

có
n

1.
15

 (1
.1

1)
適
正
な
施
肥
に

つ
い
て

4展
示
圃
場
を
設
け
、
そ
こ
で

展
示
す
る
。

適
切
な
施
肥
は
生
産
改
善
に
役
立
つ
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

A
rid

io
 P

ér
ez

Ju
an

 Ji
m

én
ez

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 L

a
To

rr
e,

 R
in

có
n

1.
16

 (1
.1

2)
 線

虫
の
被
害
と

防
除
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

2 
回
開
く
。

農
家
と
テ
ク
ニ
コ
（
技
師
）
が
野
菜
に
か
か
る
線
虫
の
被
害
を
理

解
し
防
除
を
行
う
。

D
av

id
 M

at
eo

Ju
an

 Ji
m

én
ez

ID
IA

F

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

ド
ミ

ニ
カ

共
和

国
北

部
中

央
地

域
小

規
模

農
家

向
け

環
境

保
全

型
農

業
開

発
計

画
活

動
計

画
（

Ｐ
Ｏ

）
（

修
正

分
）

3e
r A

ño20
07

4年
目

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

5年
目

20
08

20
09
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1.
17

 (1
.1

3)
 健

康
な
作
物
生

産
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
啓

蒙
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。

農
家
と
テ
ク
ニ
コ
（
技
師
）
が
高
品
質
の
農
産
物
の
生
産
及
び
市

場
に
つ
い
て
啓
蒙
さ
れ
る
。

Á
ng

el
 C

és
ar

Ju
an

 Ji
m

én
ez

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 L

a
To

rr
e,

 R
in

có
n

(流
通

)

1.
18

 (1
.1

4)
対
象
農
家
と
買

い
手
を
つ
な
ぐ
た
め
の
ル
ー
ト
を
確
立

す
る
。

対
象
農
家
が
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
得
る
。

Á
ng

el
 C

és
ar

Ju
an

 Ji
m

én
ez

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 L

a
To

rr
e,

 R
in

có
n

2.
 キ

ャ
ッ

サ
バ

(実
証

)

2.
1 
土
壌
栄
養
に
つ
い
て
の
比
較
試
験
を
行
う
。

最
も
生
産
性
及
び
品
質
の
高
い
方
法
が
判
明
す
る
。

Ju
an

 V
al

de
z

Ju
an

 V
al

de
z.

Po
nt

ón

2.
2 
鶏
糞
と
化
成
肥
料
の
適
切
な
使
い
方
を
明
ら
か
に
す
る
。

鶏
糞
と
窒
素
、
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
の
最
適
な
施
用
量
が
判
明
す

る
。

A
rid

io
 P

ér
ez

A
rid

io
 P

ér
ez

B
ac

ui

2.
3 
収
穫
後
の
保
存
時
間
と
腐
敗
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
。

収
穫
後
の
品
質
保
持
期
間
が
判
明
す
る
。

Ju
an

 V
al

de
z

Ju
an

 V
al

de
z.

Po
nt

ón
(普

及
)

2.
4 
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
適
正
技
術
：

G
A

P)
に
基
づ
く
展
示

圃
場
を

9ヶ
所
設
け
る

対
象
農
家
の

50
%

 が
バ
レ
ン
シ
ア
種
を
保
有
す
る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

a 
y/

o
Ju

an
 V

al
de

z
Ex

te
ns

io
ni

st
a 

y/
o 

Ju
an

V
al

de
z

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

ú,
 L

a
To

rr
e,

 R
in

có
n

2.
5 
「
農
場
の
日
」
を

2回
開
く

対
象
農
家
の

40
 %

 が
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
生
産
性
と
品
質
に
つ
い
て

知
識
を
得
る
。

Ex
te

ns
in

is
ta

 y
/o

Ju
an

 V
al

de
z

Ex
te

ns
in

is
ta

 y
/o

 Ju
an

V
al

de
z

B
ar

ra
nc

a 
y 

C
ut

up
ú

2.
6 
有
機
質
肥
料
の
分
析
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
施
用
に
つ
い
て
の
技

術
指
導
を
行
う
。

対
象
農
家
の

30
%

 が
キ
ャ
ッ
サ
バ
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
技
術
指

導
を
受
け
、
品
質
と
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

a 
y/

o
Ju

an
 V

al
de

z
Ex

te
ns

io
ni

st
a 

y/
o 

Ju
an

V
al

de
z

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

ú,
 L

a
To

rr
e,

 R
in

có
n

2.
7 
栽
培
技
術
と
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
防
除
に
つ
い
て
の
講
習
会
を

2回
行
う
。

対
象
農
家
の

50
%

 が
キ
ャ
ッ
サ
バ
の
栽
培
に
関
す
る
知
識
を
有
す

る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

a 
y/

o
Ju

an
 V

al
de

z
Ex

te
ns

io
ni

st
a 

y/
o 

Ju
an

V
al

de
z

B
ar

ra
nc

a 
y 

C
ut

up
ú

2.
8 
収
穫
後
処
理
に
つ
い
て

2回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
。

対
象
農
家
の

30
%

 が
適
切
な
収
穫
後
処
理
を
行
う
。

Ju
an

 V
al

de
z

Ju
an

 V
al

de
z

B
ar

ra
nc

a 
y 

C
ut

up
ú

2.
9 
バ
レ
ン
シ
ア
ナ
種
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て

PR
 す

る
。

市
場
に
お
い
て
バ
レ
ン
シ
ア
種
が
知
ら
れ
る
。

C
an

di
do

 d
e 

Le
ón

C
an

di
do

 d
e 

Le
on

La
 V

eg
a

2.
10

 情
報
記
録
の
シ
ス
テ
ム
を
作
る
。

展
示
圃
場
の

9農
家
が
情
報
記
録
の
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
。

Ex
te

ns
in

is
ta

Ex
te

ns
io

ni
st

a
Su

b 
Zo

na
 d

e 
tra

ba
jo

(流
通

)

2.
11

 流
通
ル
ー
ト
を
同
定
す
る
。

流
通
ル
ー
ト
が
判
明
す
る
。

A
ng

el
 C

es
ar

A
ng

el
 C

es
ar

La
 V

eg
a

2.
12

 市
場
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を
行
う
。

高
級
市
場
が
判
明
す
る
。

A
ng

el
 C

es
ar

A
ng

el
 C

es
ar

La
 V

eg
a

2.
13

 生
産
者
と
中
間
業
者
、
輸
出
業
者
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

う
。

A
ng

el
 C

es
ar

A
ng

el
 C

es
ar

La
 V

eg
a
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3.
 サ

ツ
マ

イ
モ

(実
証

)

3.
1 
市
場
向
け
の
品
種
の
選
定
を
行
う
。

少
な
く
と
も

2 
品
種
が
高
収
量
で
国
内
及
び
海
外
市
場
で
受
け
入

れ
ら
れ
る
品
種
と
し
て
選
定
さ
れ
る
。

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

R
am

ón
 H

er
na

nd
ez

 y
Ex

te
ns

io
ni

st
as

Po
nt

ón
, L

a
To

rr
e,

Ja
ra

ba
co

a
3.

2 
B

.B
as

si
an

a（
ゾ
ウ
ム
シ
の
天
敵
糸
状
菌
）
の
各
品
種
へ
の
効

果
を
明
ら
か
に
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
ま
で
に
ゾ
ウ
ム
シ
の
害
が

20
%

 減
少
す

る
。

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

,
R

os
si

na
 T

av
ér

as
R

am
ón

 H
er

na
nd

ez
 y

Ex
te

ns
io

ni
st

as
Po

nt
ón

, L
a

To
rr

e,
Ja

ra
ba

co
a

(普
及

)

3.
3 

B
.B

as
si

an
aの

栽
培
管
理
及
び

Pi
og

an
（
ゾ
ウ
ム
シ
）
の
総
合
防

除
の
た
め
の

5展
示
圃
場
を

設
け
る
。

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

,
R

os
si

na
 T

av
ér

as

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

,
R

os
si

na
 T

av
ér

as
 y

Ex
te

ns
io

ni
st

as
Po

nt
ón

 Ja
ra

ba
co

a 
y

ba
ra

ra
nc

a
3.

4 
Pi

og
an
（
ゾ
ウ
ム
シ
）
の
総
合
防
除
に
つ
い
て
の
案
内
書
一
つ

を
作
る

ゾ
ウ
ム
シ
防
除
の
案
内
書
が
発
行
さ
れ
る
。

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

,
R

os
si

na
 T

av
ér

as

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

,
R

os
si

na
 T

av
ér

as
 y

Ex
te

ns
io

ni
st

as
3.

5 
B

.B
as

si
an

aの
培
養
法
を
指
導
す
る
。

対
象
農
家
の

70
％
が
自
分
で

B
. b

as
si

an
aを

培
養
す
る
。

R
os

si
na

 T
av

er
as

,
Ex

te
ns

io
ni

st
as

 y
pr

od
uc

to
re

s

R
os

si
na

 T
av

ér
as

 y
Ex

te
ns

io
ni

st
as

 y
Pr

od
uc

to
re

s
3.

6 
(3

.7
)P

io
ga

n（
ゾ
ウ
ム
シ
）
の
防
除
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
テ
ク
ニ
コ
と
農
家
に
対
し
て

2 
回
行
う
。

研
修
コ
ー
ス
が
2
回
実
施
さ
れ
る
。

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

,
R

os
si

na
 T

av
ér

as

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

,
R

os
si

na
 T

av
ér

as
 y

Ex
te

ns
io

ni
st

as
3.

7 
(3

.8
) 展

示
圃
場
に
お
い

て
登
録
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

対
象
農
家
の

70
％

 が
効
率
的
な
情
報
記
録
シ
ス
テ
ム
を
保
有
す

る
。

R
am

ón
 H

er
na

nd
ez

y 
ex

te
ns

io
ni

st
as

R
am

ón
 H

er
na

nd
ez

 y
Ex

te
ns

io
ni

st
as

En
 to

da
s l

as
 á

re
as

3.
8 

(3
.9

)環
境
保
全
型
の
栽

培
に
つ
い
て
技
術
指
導
す
る
。

対
象
農
家
の

70
％

 が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
環
境
保
全
型
の
栽
培
に
つ
い

て
理
解
す
る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

as
 y

R
am

ón
 H

er
na

nd
ez

Ex
te

ns
io

ni
st

as
To

da
s l

as
 á

re
as

3.
9 

(3
.1

0)
種
苗
の
品
質
に

つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う

対
象
農
家
に
対
し

2回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

as
 y

R
am

ón
 H

er
na

nd
ez

Ex
te

ns
io

ni
st

as
B

ar
ra

nc
a 

y 
Ja

ra
ba

co
a

3.
10

 (3
.1

1)
農
家
に
品
種
を

導
入
す
る
。

少
な
く
と
も

2品
種
が
農
家
に
導
入
、
使
用
さ
れ
る
。

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

,
R

os
si

na
 T

av
ér

as
R

am
ón

 H
er

na
nd

ez
 y

Ex
te

ns
io

ni
st

as
Po

nt
ón

 Ja
ra

ba
co

a 
y

ba
ra

ra
nc

a
3.

11
 (3

.1
2)

 栽
培
管
理
の
農

家
周
り
を
行
う
。

農
家
周
り
が

4回
行
わ
れ
る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

as
 y

R
am

ón
 H

er
na

nd
ez

Ex
te

ns
io

ni
st

as
En

 4
 á

re
as

(流
通

)

3.
12

 (3
.1

3)
国
内
及
び
海
外

の
流
通
ル
ー
ト
を
同
定
す
る
。

少
な
く
と
も
一
つ
の
流
通
ル
ー
ト
が
判
明
す
る
。

A
ng

el
 C

és
ar

 y
 R

am
ón

 H
er

na
nd

ez
A

ng
el

 C
és

ar
 y

 R
am

ón
H

er
na

nd
ez

La
 V

eg
a

3.
13

 (3
.1

4)
市
場
に
か
か
る

情
報
を
集
め
、
生
産
者
に
流
す
。

対
象
農
家
に
向
け
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
市
場
情
報
が
得
ら
れ
る
。

A
ng

el
 C

és
ar

 y
 R

am
ón

 H
er

na
nd

ez
A

ng
el

 C
és

ar
 y

 R
am

ón
H

er
na

nd
ez

La
 V
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「質の高い」作物の定義  

 
1．東洋野菜（Vegetales Orientales）  

輸出のための仕様：  

果実は清潔で健全である  

病気にかかっていない  

切り傷や打撲がない  

色、形、大きさに画一性がある  

 

2．キャッサバ（Yuca）  

国内及び国際市場にキャッサバを流通する場合、次の特徴が整っていること：  

木が高く丈夫である  

成長期間は 10～12 ヶ月のもの  

収量：1 タレア（1 tarea＝629 ㎡= 1/16 hectar）当り 20 キンタル（１qq=46 kg）以上  

耐病性が一般以上  

皮が薄黒く厚い  

果肉：白色  

肉茎の根であること（茎と直接につながっていない）  

約 10 分程度で火が通ること  

ワックスがけや輸出に適していること  

 

【輸出のためキャッサバの規格】  

    - 直径は最低 4 cm 以上である  

    - 直径が最大 10 cm 以下である  

    - 長さは最低 25 cm 以上である  

    - 長さが最高 50 cm 以下である  

    - 表皮の割合は最大 10 %である  

    - 茎と根（肉塊）の間隔が  2.5 cm 以上ある  

    - 相対的に直茎（真っ直ぐ）である  

    - 機械的及び虫や齧りの被害がない  

- 斑点や菌類に侵されてない  
 

3．サツマイモ（Batata）  

輸出者が作物を購入する又は興味を持つ各種の条件があること  

 

【一般的に輸出業者が提示する条件】  

- 皮又は表皮の色は薄赤で果肉は黄色である  

- 重量は  3/4~2 libras（340~900 g）の範囲である  

 

付属資料  6
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- 自然の被害（裂け目、掻き傷、打撲傷、皮の傷）がない  

- ピオガン（Piogan）の被害がない  
*  輸出市場で最も需要のある品種は次の品種である。  

Tifey,  Canó,  Canolia, Japonesa, Llena macuto 

 

4．バナナ（Platano）  

市場が求めるバナナの品質：  

果実のサイズの選定（長さ  8.0 インチ=20 cm 以上、太さ  約 1.5 インチ=3.75 cm） 

果実に傷、打身、斑点がない  

皮を剥いたときに果肉が自然の色であり、傷がない  

収穫時は花房の最終部開花後 12～13 週目のものである  
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ドミニカ共和国  

北部中央地域小規模農家向け環境保全型農業開発計画  
終了時評価調査にかかる協議議事録  

 
 
 国際協力機構（以下、 JICA）はドミニカ共和国北部中央地域小規模農家向け環境保

全型農業開発計画（以下、プロジェクト）の終了時評価を行うために、大木智之氏を

団長とする終了時評価調査団（以下、調査団）を 2009 年 7 月 13 日から 7 月 24 日まで

ドミニカ共和国に派遣した。  
 滞在期間中、調査団はドミニカ共和国政府関係者と合同評価委員会を形成し、現場

踏査、関係者インタビュー、ワークショップなどの活動を通じプロジェクトの終了時

評価を行った。  
 終了時評価の結果は別添の報告書にまとめられ、7 月 24 日に開催された合同調整委

員会で報告された。日本側とドミニカ政府関係機関は、その内容を受入、報告書に記

された提言について、付属文書に記すとおり必要な対応をとることを合意した。  
 

サントドミンゴ 2009 年 7 月 24 日  
 
 
 

  

大木 智之  
団長  
終了時評価調査団  
国際協力機構  
日本  

 Salvador J iménez 
大臣  
農務省  
ドミニカ共和国  

 
 
 

  

池城 直  
所長  
ドミニカ共和国事務所  
国際協力機構  
日本  

 Rafael Pérez Duvergé 
長官  
ドミニカ農牧林研究所  
ドミニカ共和国  

 
 
 

  

  Inocencia García 
二国間協力局長  
経済企画開発省  
ドミニカ共和国  

付属資料 7
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付属文書  
 

 
 ドミニカ共和国側及び日本側は別添 1 の終了時評価報告書の内容を理解し、その提

言の実現に向けて必要な対策を取ることを合意した。  
 
 
・別添 1. 終了時評価報告書  
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ドミニカ共和国  

北部中央地域小規模農家向け環境保全型農業開発計画  

終了時評価報告書  
 
 
 

サントドミンゴ、 2009 年 7 月 24 日  
 
合同評価委員  
 
 

  

大木智之   Teresa Mota 
 
 
 
 

  

十津川 淳   Agrón Efre Santos 
 
 
 
 

  

若林 敏哉   Raul Cordero 
 
 
 
 

  

  Julio Morrobel 
 
 
 
 

  

  Pablo Herasme 
 

別添 1. 終了時評価報告書
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1. プロジェクトの概要 

（ 1）背景  
  ドミニカ共和国において、農業は伝統的基幹産業であるが、農民の約 90%が中小

農家であり技術や市場へのアクセスが不足していること、化学肥料や農薬等の集中

使用による土壌の劣化が著しく生産性の低下を招いていること等の問題を抱えてい

る。  
  かかる状況下、農務省は、持続可能な農業への転換を目指すとともに、市場競争

力を持たない小規模農家が家族労働力や未利用資源を活用して付加価値の高い環

境保全型農産物を生産・販売することにより収入の向上を図ることを目的として、

2002 年 8 月に技術協力プロジェクトを日本に要請するとともに、北中部に位置する

ラ・ベガ農業区において、農業普及員や複数の農家を対象に環境保全型農業技術に

かかる研修を開始した。これに対し、日本は当初シニア海外ボランティア及び青年

海外協力隊を派遣し支援を行った。  
技術協力プロジェクトとして開始するにあたり事前評価が行われた結果、農牧林

研究所を中心に実施体制を見直すことで双方合意し、2004 年 10 月 15 日に農務大臣

と JICA 事務所長により R/D が署名され、同日より 5 年間の予定でプロジェクトが

開始した。  
 
（ 2）プロジェクトデザイン（ＰＤＭ）  
  プロジェクトのデザインは、プロジェクトデザインマトリクス（添付資料 1）、  
 活動計画（添付資料 2)のとおりである。また、プロジェクトで定義している「質の  

高い」作物について作物ごとの定義を添付資料 3 に示す。  
 
2. 評価の目的 

本プロジェクトの協力期間は 2004 年 10 月から 2009 年 10 月までの 5 ヶ年計画であ

り、プロジェクト終了 3 ヶ月前となることから、終了時評価を実施する。  
評価調査の目的は、プロジェクトの計画に対する進捗状況を確認し、プロジェクト

目標が達成されるかどうかを総合的に検証する。また、プロジェクト目標達成のため

の提言を行なう。  
 
3. 評価の手法 

（ 1）評価手法  
評価手法は JICA 事業評価ガイドラインに基づき、プロジェクトの計画と実績を

比較し、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の視点

の内、特に妥当性、有効性、効率性に重点をおいて評価を行うこととした。  
 

 
（ 2） (2) 合同評価  

  プロジェクトの評価は日本側調査団とドミニカ共和国側の評価委員による合同評

価で行われた。なおドミニカ側評価委員の選出はドミニカ側プロジェクト実施関係
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機関が行った。  
 評価委員は以下のとおり。  
 （ドミニカ共和国側）  

Teresa Mota     農務省国際協力部多国間協力担当  
Agrón Efre Santos    農務省北部中央地域農牧林局農村開発担当  
Raul Cordero     農務省農業指導員（ IATESA 出向）  
Julio Morrobel    農牧林研究庁北部センター計画管理評価部長  
Pablo Herasme     経済企画開発省国際協力分析官  

 
（日本側）  

大木 智之            J ICA 農村開発部畑作乾燥地帯第一課 課長  
十津川 淳     佐野総合企画株式会社 主任研究員  
若林 敏哉     J ICA ドミニカ共和国事務所 所員  

 
4. プロジェクトの実績と実施プロセス 

（ 1）プロジェクト目標の達成状況  
プロジェクト目標 :  対象農家が環境保全型農業により生産した作物を高級市場にコ   

               ンスタントに供給する能力がある   
 指標  

   A 野菜（トウガラシ、ナス、インゲン）   
プロジェクト終了時において対象農家の 45％が質の高い野菜を生産している。 

B キャッサバ  
プロジェクト終了時において対象農家の 20％が質の高いキャッサバを生産し

ている。  
C サツマイモ  

プロジェクト終了時において対象農家の 25％が質の高いサツマイモを生産し

ている。  
D その他作物（プラタノ）   

プロジェクト終了時において対象農家の 15％が質の高いその他作物を生産し

ている。  
E 上記各作物について  

プロジェクト終了時までに対象農家の 50％が高級市場についてよくわかって

いる。   
 
 上記指標について、対象農家を技術指導している担当普及員及び研究員が行な

った評価結果は下表のとおりである。  
  評価結果は、プロジェクトが目標とした各作物の生産状況及び市場情報につい

て、目標数値を達成していることを示している。特に、キャッサバとプラタノは

指標数値よりも遥かに高い達成度を示している。また、市場情報についても指標

数値を大きく上回っており、農家が市場情報の収集・認識と並行しながら、作物
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生産に取り組み始めていることが分かる。  
以上の点から、本プロジェクト目標は達成しているものと判断できる。  

 
 支援対象  

農家数  
指標を達成

した農家数

指標が要求

した達成度

実際の達成度

A.野菜  35 17 45％  49% 
B.キャッサバ  63 36 20％  57% 
C.サツマイモ  29 16 25％  55% 
D.プラタノ  58 37 15％  64% 
E.市場情報  185 148 50％  80% 

＊複数の作物を生産している農家もあるため、農家数には一部重複がある（後述成果 1 及び 2 同様）  

 
（ 2）成果の達成状況  

成果 1: 環境保全型の農業技術が開発・実証・普及している .  
 指標   

A 野菜（トウガラシ、ナス、インゲン）  
プロジェクト終了時に対象農家の 60％が質の高い野菜生産技術を身につけ

ている。   
B キャッサバ    

1）プロジェクト終了時に対象農家のうち 40％がバレンシア種のキャッサバを  
 導入している。  

2）プロジェクト終了時に対象農家のうち 25％がバレンシア種の生産技術を身  
につけている。  

      C サツマイモ    
1）プロジェクト終了時に対象農家のうち 70％が 2品種の高品質のサツマイモ  

 を導入している。  
2）プロジェクト終了時に対象農家のうち 35％が質の高いサツマイモの生産技  

術を身につけている。  
D その他作物（プラタノ）  

プロジェクト終了時に対象農家のうち 26％が FH IAなど質の高いその他作物  
の生産技術を身につけている。    

 
 ・上記指標について、対象農家を技術指導している担当普及員及び研究員が行なっ  
  た評価結果は下表のとおりである。  

・評価結果は、プロジェクトが目標とした各作物に対する生産技術習得状況及び新  
種の導入状況について、目標数値を概ね達成していることを示している。  

・このうち「野菜の生産技術」と「サツマイモの新種導入」のみ、指標値を若干下  
 回っているが、これは野菜が輸出指向であるため、その生産技術も他作物と比較

してやや高度であること、また、サツマイモの新種導入は実証段階での遅延など
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が影響したものと考えられる。  
・但し、これらも指標数値を僅かに下回っているばかりであることから、総じて本  

成果は「概ね」達成しているものと判断できる。  
 

 指標項目  支援対象

農家数  
指標を達成

した農家数

指標が要求し

た達成度  
実際の達成度

A.野菜  生産技術  35 17 60% 49% 

B.キャッサバ  新種導入  63 53 40% 84% 

 生産技術  63 53 25% 84% 

C.サツマイモ  新種導入  29 20 70% 69% 

 生産技術  29 16 35% 55% 

D.プラタノ  生産技術  58 26 26% 45% 

 
  成果 2: 対象農家が高級市場の情報を得ている  
    指標   

上記各作物について  
プロジェクト終了時に対象農家の内 80％が高級市場の情報 *を得ている。  
 

   *高級市場にかかる情報とは、市場が要求する農産物の質、量、農薬使用条件、（輸出）業者の紹介  

  などを指すものとする  

 
・上記指標について、対象農家を技術指導している担当普及員が行なった評価結果  
 は下表のとおりである。  
・評価結果は、プロジェクトが目標としたとおり、対象農家は高級市場にかかる情  

報を以前との比較において、より多く有していることを示している。  
・プロジェクトでは、高級市場が求める農産物の質、量、農薬使用条件等々の情報  

提供のために、農家と輸出業者との直接の情報交換会合を設けるなどの努力を行  
なってきた。その結果、まだ僅かな例ではあるものの中間業者を通さずに業者へ  
の直接販売を行なったケースや、より安定的且つ高値の売却が可能となりうる農  
業 協 同 組 合 へ の 参 加 に 向 け た 動 き が 見 ら れ る よ う に な っ て き て い る 。  

・以上の点から、本成果は達成しているものと判断できる。  
 

 支援対象  
農  家  数  

指標を達成  
した農家数  

指標が要求  
した達成度  

実際の達成度

高級市場情報  185 148 80% 80% 

 
（ 3）投入実績  
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投入実績は添付資料 5.に示すとおり。  
（ 4）実施プロセス  

1）関係者間のコミュニケーション  
本プロジェクトの前半時期においては、日本人長期専門家（チーフアドバイザ  

ー）がサントドミンゴに配置されていたため、プロジェクト現場とのコミュニケ

ーション頻度・密度がやや不足しており、各種活動の進捗にも影響を及ぼした。  
 しかしながら、中間評価調査以降は長期専門家がプロジェクト現場に常駐する    

体制を整え、関係者間のコミュニケーションは大きく改善されている。  
 

2）モニタリング体制（農家への技術指導 )  
   モニタリングは各プロジェクトサイト担当普及員が作成する週間活動計画に基  

づいて実施されており、同時に活動報告の記載及び全体月例会議での活動報告を

通じて、関係者間において情報共有がなされている。  
  普及員のモニタリングフォーマットも、本プロジェクトでの短期専門家の活動   
によって改訂されており、モニタリング体制も改善されているものと判断できる。 

 
3）プロジェクト実施・運営体制  

 プロジェクトでは、 IDIAFからプロジェクト・ダイレクター、 IDIAF北部センタ  
ー長を現地統括責任者、日本人長期専門家をチーフアドバイザーとして配置する  
プロジェクト実施体制を敷いた。  

      プロジェクト・ダイレクターである IDIAF局長は中央における農務省・ IDIAF内  
  外の調整及びプロジェクトの全体進捗を担当し、IDIAF北部センター長は現地での  
 業務実施を総括、日本人長期専門家は適宜専門的見地からのアドバイス及び調  

整的業務を担当した。キーパーソンの 3者は、これらの役割を重複すること無く、

効率的に実施しており、適切な実施体制が整備されていたものと判断できる。  
 

4）プロジェクトデザインの変更（ PDM の変更）  
      中間評価調査を利用して、プロジェクト活動の整理、見直しを行ない、PDMの  
    大幅な改定を行った。  

     新たな PDMは成果および関連する活動を作物別に規定したため、普及員並びに  
  に研究員は活動内容を明確化することが可能となり、効率的に業務を行なうこと  

が可能となった。  
 以上の点から、本PDMの変更は非常に効果的な対応であったと評価される。  

 
5. 評価結果 

 
（ 1）妥当性  

1）政策との整合性  
     ドミニカ共和国農務省は農業セクター活動計画の達成目標として、「環境保全型   

農業による農産物生産の強化」並びに「環境に優しい農薬の使用促進」、「農家によ  
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る土壌保全計画策定の指導」とした内容を掲げている（ 2008年計画 )。  
また、イモ類、バナナ類の生産性・生産高を増大させるとともに、野菜などの  

実証試験を行なうことを IDIAFの活動戦略（計画 )として掲げている。  
     以上の点から、本プロジェクトでの取り組みは同計画の達成目標と合致しており、 

 妥当と判断できる。   
 

2）日本国援助計画との整合性  
      対ドミニカ国支援においては、近年のマクロ経済発展を背景とした同国の自立   

的発展を維持させるよう、貧困削減、競争力向上及び環境保全と回復の 3 分野に  
重点を置くとしている（ 2007 年 7 月の実務者レベル対ドミニカ共和国経済協力方

針会議にて指針を決定）。  
      本プロジェクトは小規模農家に焦点を当て、農業農村開発の側面から「貧困削   

 減」を支援する内容となっており、日本国の援助方針とも整合している。  
 

3）ターゲット・グループのニーズ  
   本プロジェクトが開始された当時、多くの小規模農民は化学肥料や農薬等の集  
   中的かつ継続的使用によって、土壌の劣化を引き起こし、農産物の生産性低下と   
    いう問題に直面していた。また、農産物市場へのアクセスが出来ず、多くは仲買  
    人との価格交渉力を持たない農産物販売を行なっていた。  

そのため、本プロジェクトが提供する技術支援（環境保全型農業の技術指導、市  
  場情報の提供等）は、これら小規模農民の抱えていた問題に直接技術支援するもの

であり、ターゲット・グループのニーズに適合していたものと判断できる。  
 

4）プロジェクトサイトの適切性  
   本プロジェクトサイトであるラ・ベガ県は、農業ポテンシャルが高く且つ小規  

 模農民も多く居住する地域である（国内野菜生産の約 80％がラ・ベガ県に集中等）。

そのため同県での活動は、将来に亘る全国での小規模農民向け農業普及を視野に

入れた際のモデル性・汎用性を有した地域と言える。  
   また、サブゾーンに選定された各地域（ラ・トーレ及びハラバコア除く）は、  

 日本の無償資金協力の見返り資金で設立した有機肥料工場にも等しく近接してい

ることから、活動における連携効果も期待できる。  
   以上の点から、本プロジェクトサイトであるラ・ベガ県及び選定サブゾーン  

は、適切なサイトと考えられる。  
 

5）日本の技術の優位性・経験の活用  
   日本では環境保全型農業に関連する取り組みが研究開発、普及、流通市場開発  

等の各側面において進展しており、現在までにその過程において得られた様々な

経験が蓄積されている。本プロジェクトでは、これら過去から培われた日本の経

験が逐次活用されており、プロジェクト活動の効率性を高めることにも貢献して

いる。  
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      但し、対象作物の視点からは、日本に知見・情報の蓄積が多いとは言えない作  
物（キャッサバとプラタノ）が含まれており、必ずしも日本技術の優位性が活用   
されたとはいえない側面も見受けられる。  

 
（ 2）有効性  

1）プロジェクト目標および成果の達成  
   上述のとおり、プロジェクト目標は達成されており、且つ成果も概ね達成され  
  ている。  
 

2）貢献要因  
   プロジェクトの目標及び成果の達成を促進した要因として以下の点が挙げられ  

 る。  
 

a.  研究者 -普及員の一体的な取り組みによる開発・実証・普及  
 本プロジェクトでは研究者と普及員が協同して、現場での実証、普及活動にあ  
 たった。このような一体的な取り組みによって、農家の実情・ニーズを理解し、  
  科学的根拠に基づく情報などを両者間で共有することが出来た。  

 
b.  IDIAF傘下研究所との協力  
 農業技術センター（ CENTA）やMata Larga試験場との技術・情報交換が進展した  
ことに  よって、研究員、普及員が自らの知見を高める機会を得ることが出来た。

また、両機関によってプロジェクトサイトの土壌分析等を優先的に実施しても  
らうなど、プロジェクト業務を効率的に進めることができた。  

 
c.  有機肥料（ボカシ）工場の利用  

      有機肥料（ボカシ）工場の利用を再開したことで、プロジェクト活動に必要な  
    ボカシ肥などを確保することが容易となった。  

 
d.  広報活動の成果  

      ラジオ・テレビ放送、ホームページ（ IDIAF）や各種パンフレットの作成・配布   
を通して、プロジェクトの知名度が徐々に向上し、農民等の関心を呼ぶようにな

った。これら一連の広報活動は、当初想定していなかった地方行政機関、大学・

高校、その他国内外の農業関係機関等からのプロジェクト視察を受けるなど、対

外的なインパクトの発現にも繋がっている。  
 
      その他、青年海外協力隊やシニア協力隊員の投入、連携も貢献要因として挙げ  

 られる（「効率性：投入」の項参照）。  
 

3）阻害要因  
1）外部条件の充足  
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      外部条件については下記Aについて、特に 2007年度は充足されず、活動進捗に影  
    響が生じた。その他のB、Cと言った条件は充足されている。  

A.「ハリケーンなどの自然災害を受けない」  
B.「農業資材の価格が急騰しない」  
C.「予想しなかった病害虫が発生しない」  
D.「洪水が起きない｣  
E.「強い竜巻が起らない」  

      2007年度、本プロジェクトは大規模なハリケーン被害を受け、試験・展示圃が  
    大きな損害を受けた。結果、各種試験が遅延・中止となった。  
      その他の上記外部条件は、本プロジェクト期間を通して充足されていたものと  
    判断できる。  
 
（ 3）効率性  

1) 日本人専門家の投入  
      本プロジェクトでは一人の長期専門家がチーフアドバイザーとして、プロジェ  

  クトの運営並びに普及員及び研究員への技術支援を行なってきた。かかる状況下、

カウンターパートをはじめとする多くのドミニカ側関係者の努力並びに短期専

門家の投入などをもって、その活動に取り組んできたが、活動分野の多様性並び

にその所轄範囲の広さを鑑みると、一人の長期専門家体制は人的投入として少な

かった点は否めない。  
 

2）シニア海外ボランティア・青年海外協力隊の投入  
      本プロジェクトではシニアボランティア及び青年海外協力隊が有機農法、土壌、 
  病害虫、野菜、村落開発等の多様な側面において活動を展開しており、限られた

日本人長期専門家の投入に対して有効な補完効果をもたらしてきた。  
   これらボランティアの投入は、人数（シニア海外ボランティア～計 4名、青年海  
  外協力隊～計 12名）、派遣タイミング、期間の点でも適切且つ有効な投入であっ  

 たと考えられる。  
 

3）プロジェクトとボランティアの連携  
   中間評価以降、青年海外協力隊は本プロジェクトサイトの村落に活動拠点を移  

 したことにより、日常的な村落での技術支援のみならず、対象農家とプロジェク

トを繋ぐ存在としての役割も果たし、プロジェクトの効果発現を側面支援してき

たものとして評価できる。  
   また、ボランティアならではの地道な継続的活動（病害虫 /天敵の収集、撮影、

畑地面積の計測等々）も、プロジェクトに対して重要な補完効果をもたらしてお

り、有効な連携効果があったものと判断できる。  
 

4）ドミニカ側カウンターパートの投入  
   本プロジェクトでは、作物ごとに研究員のカウンターパートが配置され、且つ  
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 同様にサイトごとにも普及員のカウンターパートが配置された。このような人的

配置は、研究員と普及員の一体的な取り組みを促進するものであり、非常に効果

の高い人的投入と評価できる。  
 

5）資機材の投入  
   供与された資機材の数量、仕様、供与タイミングは適切と判断される。  

IDIAF 北部センター、技術センター、試験場等への資機材については、ごく一部   
の資機材が現在修理中であるが、使用されないまま放置されている資機材は無い。

また、維持管理の体制・状況についても、特段の問題は見られない。  
他方、現在各サイトの対象農家グループに配布したポンプとパイプについては、

終了時評価時点においてその運用・維持管理にかかる規則が定められていない。  
今後、普及員などのファシリテーションを通して、対象農家による利用・維持

管理についての規則作りが求められる。  
 

6）本邦研修  
   本プロジェクトにおける本邦研修は、研修参加者の能力向上に寄与したのみな  
  らず、研修終了後の普及活動等において実質的な効果をもたらすに至っている。  
 

7）ローカルコスト負担  
   ローカルコストは負担額及びタイミングの両面において適切に支出されてきて  
  おり、問題は生じていない。  
 
（ 4）インパクト  

1）上位目標達成の見込み  
上位目標 :  対象農家が高品質の商品を取り扱う市場 (高級市場）に作物を販売し  

 ている .  
    指標      

2014 年 10 月までに対象農家の 7 割が高級市場に農産物の 8 割を販売している。 
 
    高級市場への販売は、個々の農家によって独自に実現するものではなく、農民   

 グループの組織化、農業協同組合への参画などを通して実現するものと考えられ  
る。現在、プロジェクトの成果として対象農家が農業協同組合への参画を進めて

いるが、現時点では約 30 名が参画を表明している状況である（実質対象農家を

185 農家とした場合、約 16％の農家に相当）。  
       今後、このような組織化の動きが増加することも十分に考えられるが、現時点   

において判断することは困難であり、達成見通しは「中程度」と評価する。  
 

2）波及インパクト  
a.  政策面  

      現在、農務省において「農業技術移転戦略（仮称）」が策定中であり、本プロジ  
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ェクトが採用してきた「研究員－普及員の協同体制による普及システム」が、そ

の技術移転モデルの一つとして提唱されている。  
 

b.  技術面  
      本プロジェクトで研究された成果がセミナーやマニュアル、パンフレットの形  

  態を通して、 IDIAF の他の地域センターへ発信されている。既に南部センターで

は土壌改良技術がトマトやピーマンなどの作物に適用され始めている。  
   本プロジェクトから多くの病害虫、天敵などのサンプルが農業技術センターや  

 Mata Larga 試験場に持ち込まれており、両センターの研究成果に間接的な貢献を  
している。  

 
c.  社会経済面  

      本プロジェクトが導入した品種、技術によって農作物の生産性が向上している。 
  結果として、収入向上を果たした農家も現れ始めている。  

      中間業者への販売が未だ多い現状において、一部の対象農家が農業協同組合へ  
 の参画を目指し、組織化に向けた取り組みを始めている（農業協同組合地域支部

を設立の動き）。  
     「農場の日」などのイベントを通して、対象農家以外の周辺農家でも有機肥料の  

 利用や新品種の導入を開始した例が見られる（特に、Barranca で顕著）。  
      行政、大学、高校から有機肥料の製造、利用について多数の視察を受けており、  

 今後他組織、他地域での広がりに繋がる可能性がある（終了時評価時点では未見）。 
      プロジェクトとの協力関係を締結したサレシアノ農業技術学校は、その専門養  

 成課程に有機農法を取り入れたことにより、生徒の有機農業に関する知識向上を  
実現することができた。同校の卒業生は全国において普及員などとして活動して  
いる。  

 
d.  ジェンダー面  

      女性農家が自らの農地にプロジェクト用の展示圃場造成を受け入れ、その日常   
的管理を担当している。「農場の日」における参加農家への説明・案内に見られる

ように、コミュニティにおけるリーダー的存在としての役割も果たすようになっ

てきたことが報告されている（ 2 つの展示圃場を女性農家が担当）。また、展示圃

場に限らず、その他の女性農家の参加もあり、女性のエンパワメントに貢献した

と考えられる。  
 
（ 5）自立発展性  

1）政策面  
     環境保全型農業の推進は、現在国家を挙げて取り組んでいる輸出振興の政策指針  

 に適うものであり、今後も政策面からの促進は継続的に図られてゆくものと期待

できる。  
また、IDIAF 及び農務省においても、本プロジェクトで得られた成果を今後の日  
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常業務の中で継続・発展させてゆきたい意向を示している。しかしながら、本プロ

ジェクトの継続もしくは地域展開を目した具体的なプロジェクトの計画は終了時

評価時点では定められていない。  
 

2）組織面  
a.  IDIAF（ IDIAF 北部センター）  

IDIAF 北部センターでは本プロジェクトの対象農家に有用な研究を継続できる  
 研究員の人数は確保されている。また研究員の技術レベルも一様に高く、組織面

での継続性はほぼ十分に存するものと判断できる。  
また、CENTA など IDIAF 傘下の研究所との連携によって、効率的な業務の遂行

が期待できることから、その組織的な自立発展性は高いと判断できる。  
 

b.  農務省  
農務省がスーパーゴールの達成にむけて継続的に活動してゆくためには、現行   

の普及員の配置体制が必須と考えられる。普及員の現行の配置体制によるメリッ

ト（研究員との協同体制、流通担当者の存在、プロジェクトのファシリティの利

用）を最大限に活用するためには、農務省として継続的に普及員を配置すること

への政策的な意思決定が求められる（終了時評価時点では検討中）。  
 

3）技術面  
a.  IDIAF(IDIAF 北部センター ) 

IDIAF 北部センターの研究員は、これまで継続的に培ってきた大学や他の研究   
機関との技術交換の体制が整えられており、今後とも技術面での自立発展性は十

分に存するものと判断できる。  
      また、これまで本プロジェクトで開発されてきた様々な技術体系などは、マニ  

 ュアルや講習会の場で他の研究員にも発信されており、その技術は研究員の中で

移転されてゆく可能性が高い。  
 

b.  農務省  
      本プロジェクトの実施過程において、有機肥料の製造に関して講師ができる普  

  及員や農業協同組合への参加方法を助言できる普及員など、多くの普及員が自ら

の能力向上を遂げてきた。このように他の普及員を指導できる立場にまで普及員

が育成されてきた事実は、今後の農務省（普及員）における自立発展性にも大き

く寄与するものと考えられる。  
また、普及方法についても、普及記録フォーマットの改訂や情報交換の頻度・

方法においても改善がなされており、普及活動の技術的継続性も担保され始めて

いる。  
 

4）財政面  
これまでと同様の活動を展開するためには、現在のドミニカ側ローカルコスト  
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  負担以上の予算が必要とされる。経常予算で同様の活動をまかなうことは難しい

ため、プロジェクトなどの枠組みが必要と考えられるが、現時点においてはプロ

ジェクト等による予算確保の可能性は判断が困難である。  
 

5）社会面  
      対象の地域社会において、環境保全型農業の継続的な推進は受容性が高いと判  

 断される。  
但し、ハラバコアだけは気候や栽培作物の傾向に鑑みると、本プロジェクトが  

 技術支援している農業のニーズは低下してゆく可能性がある（ハラバコアは中山

間地に位置するため、他の 4 地域と比較して、本プロジェクトが支援した作物は

必ずしも主たる農産物となっていない）。  
 
6. 結論 

  本プロジェクトはプロジェクトの初期において若干進捗の遅れが見られたが、中間

評価以降の日本側、ドミニカ共和国側双方の努力によって、着実な成果を積み上げて

きた。 5 年間に亘るプロジェクト期間において、普及員並びに研究員の開発・実証・

普及にかかる手法及び知見等は大きく向上しており、また最終ターゲット・グループ

である対象農家においても、環境保全型農業の定着が着実に見え始めている。  
  上述のとおり、プロジェクトが設定したプロジェクト目標並びに成果も（概ね）達

成されているとともに、そのインパクトも拡大しており、有効性の高いプロジェクト

であったと評価できる。以上のことから、本プロジェクトは当初の計画通り、2009 年

10 月を以って終了する。  
 
7. 提言 

（ 1）普及員の継続配置  
本案件は、農務省と農牧林研究所の連携プロジェクトであり、普及を担当する農

務省の普及員 7 名が、プロジェクト・サイトにある IDIAF 北部センターに出向し、

プロジェクトチームを形成している。プロジェクト終了後も成果の発現を継続する

ためにも、農務省と農牧林研究所が連携して活動を行い、農務省の普及員を IDIAF
北部センターに継続的に派遣する。  

 
（ 2）ボカシ工場の持続的な運営  

本プロジェクトの活動ではないものの、無償資金協力の見返り資金により、ボカ

シ工場がプロジェクト・サイト内に設置しており、生産された有機肥料をプロジェ

クト対象農家へ配布している。環境保全型農業を促進する上で、有機肥料の生産、

配布は、活動の要となることから、ボカシ工場が継続的に運営されるよう、関係機

関が調整を行なう。  
 
（ 3）技術広報誌の普及  

本プロジェクトの活動について、現在まで 6 つの技術広報誌が発刊されており、
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全国配布されている。また、14 誌が発刊予定であることから、プロジェクト期間中  
に発刊し、プロジェクトの広報及び成果普及を促進する。  

 
（ 4）対象農家の組織化  

現在は、流通業者との交渉は個人によって行なわれている。このため、価格の交

渉は各農家に委ねられており、農家が不利な立場になることが多い。また、小農が

多いために、農産物の質が不安定になっている。このため、農家を組織化して、農

作物の質を安定化し、流通業者と交渉することが将来的に必要となる。一部の農家

では組織化に向けて話し合いが持たれているものの、具体的な活動には至っていな

いことから、関係機関が農民の組織化を促進するため、支援を行う。  
 
（ 5）流通分野の活性化  

プロジェクトの活動により、対象農家に対して市場情報が提供されるようになっ

ている。また、各作物について農家の状況調査が実施されていることから、農作物

の効果的な生産、販売について、関係機関により助言を行う仕組みを構築する。  
 
（ 6）持続的農法を取り入れた品種の導入  

プロジェクトは生産性と市場性を高める新品種の導入に成功した。今後もこのよ

うな技術指導を継続すべきである。同様にプロジェクトは、対象農家における農薬

や化学肥料の使用量の減少にも成功したが、生物肥料と自然農薬の導入による持続

的生産システムを今後も更に強化することが求められる。  
 
8. 教訓 

（ 1）複数機関によるプロジェクトの実施形態  
農業分野の実証、普及が異なる機関（農務省、 IDIAF）で実施されており、 IDIAF 

による実証の成果を農務省の普及員に伝達し、農務省の普及員が現場の情報を  
IDIAF の研究員にフィードバックすることが十分になされていなかった。本プロジ

ェクトでは、農務省の普及員が IDIAF 北部センターにあるプロジェクト事務所へ出

向し、密接な連携を図っている。普及員は農業技術に関する理解を深め、研究者は

現場のニーズを把握することができるようになり、相乗効果を生み出している。二

つの機関で実施されていた活動について、一方の機関に人員を出向させ、プロジェ

クト・チームを形成することで、高い成果をあげた。   
 
（ 2）ボランティアとの連携  

本プロジェクトでは、日本人ボランティア（青年海外協力隊、シニア海外ボラン

ティア）がプロジェクト要員として配置されている。各ボランティアの担当地域が

決められており、現場の状況に応じて自由度を持った活動を実施している。また、

プロジェクトリーダーが中心となって、ボランティアとの定期報告会を実施されて

おり、ボランティアの活動状況を把握し、適宜助言を行っている。属人的な要素が

あるものの、この体制により、日本側の課題であった技術協力プロジェクトとボラ
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ンティアの連携が円滑に行われた。  
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ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

波
及

効
果

が
現

れ
る

。

B
キ

ャ
ッ

サ
バ

C
サ

ツ
マ

イ
モ

D
そ

の
他

作
物

（
プ

ラ
タ

ノ
）

E

成
果

A
野

菜
（

ト
ウ

ガ
ラ

シ
、

ナ
ス

、
イ

ン
ゲ

ン
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
報

告
書

農
業

資
材

の
価

格
が

急
騰

し
な

い

B
キ

ャ
ッ

サ
バ

農
家

調
査

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果

1
外

部
調

査
報

告
書

2 C
サ

ツ
マ

イ
モ

1 2 D
そ

の
他

作
物

（
プ

ラ
タ

ノ
）

上
記

各
作

物
に

つ
い

て

ド
ミ

ニ
カ

共
和

国
北

部
中

央
地

域
小

規
模

農
家

向
け

環
境

保
全

型
農

業
開

発
計

画
PD

M
第

三
版

(日
本

語
訳

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
内

80
％

が
高

級
市

場
の

情
報

を
得

て
い

る
。

対
象

農
家

が
高

品
質

の
商

品
を

取
り

扱
う

市
場

(高
級

市
場

）
に

作
物

を
販

売
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
う

ち
60

％
が

質
の

高
い

野
菜

生
産

技
術

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

対
象

農
家

が
環

境
保

全
型

農
業

に
よ

り
生

産
し

た
作

物
を

高
級

市
場

に
コ

ン
ス

タ
ン

ト
に

供
給

す
る

能
力

が
あ

る
。

２
．

対
象

農
家

が
高

級
市

場
の

情
報

を
得

て
い

る
。

上
記

各
作

物
に

つ
い

て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

１
．

環
境

保
全

型
の

農
業

技
術

が
開

発
・

実
証

・
普

及
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

お
い

て
対

象
農

家
の

20
％

が
質

の
高

い
キ

ャ
ッ

サ
バ

を
生

産
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

お
い

て
対

象
農

家
の

25
％

が
質

の
高

い
サ

ツ
マ

イ
モ

を
生

産
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
う

ち
26

％
が

FH
IA

な
ど

質
の

高
い

そ
の

他
作

物
の

生
産

技
術

を
身

に
つ

け
て

い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

対
象

農
家

の
50

％
が

高
級

市
場

に
つ

い
て

よ
く

わ
か

っ
て

い
る

。

 
 
 
作

成
日

：
2
0
0
7
年

8
月

1
4
日

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
（

TG
)：

　
対

象
地

域
内

の
農

家
25

0
戸

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
う

ち
25

％
が

バ
レ

ン
シ

ア
種

の
生

産
技

術
を

身
に

つ
け

て
い

る
。

20
14

年
10

月
ま

で
に

対
象

農
家

の
7割

が
高

級
市

場
に

農
産

物
の

8割
を

販
売

し
て

い
る

。

対
象

農
家

の
収

入
が

現
状

よ
り

も
改

善
し

て
い

る
。

外
部

条
件

指
標

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

お
い

て
対

象
農

家
の

15
％

が
質

の
高

い
そ

の
他

作
物

を
生

産
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

お
い

て
対

象
農

家
の

45
％

が
質

の
高

い
野

菜
を

生
産

し
て

い
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
う

ち
40

％
が

バ
レ

ン
シ

ア
種

の
キ

ャ
ッ

サ
バ

を
導

入
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
う

ち
70

％
が

2品
種

の
高

品
質

の
サ

ツ
マ

イ
モ

を
導

入
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
に

対
象

農
家

の
う

ち
35

％
が

質
の

高
い

サ
ツ

マ
イ

モ
の

生
産

技
術

を
身

に
つ

け
て

い
る

。
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外
部

条
件

A
野

菜
（

ト
ウ

ガ
ラ

シ
、

ナ
ス

、
イ

ン
ゲ

ン
）

B
キ

ャ
ッ

サ
バ

日
本

（
JI

C
A

)
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

1
ト

ウ
ガ

ラ
シ

の
ダ

ニ
の

防
除

に
お

け
る

低
毒

性
の

農
薬

の
施

用
頻

度
の

試
験

を
行

う

1
土

壌
栄

養
に

つ
い

て
の

比
較

試
験

を
行

う
。

1
専

門
家

派
遣

A
農

牧
省

（
SE

A
)

2
ナ

ス
に

つ
い

て
鶏

糞
の

施
肥

量
の

評
価

試
験

を
行

う
。

2
鶏

糞
と

化
成

肥
料

の
適

切
な

使
い

方
を

明
ら

か
に

す
る

。
長

期
専

門
家

　
：

環
境

保
全

型
農

業
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
1

要
員

配
置

3
育

苗
箱

用
土

の
評

価
を

行
う

。
3

収
穫

後
の

保
存

時
間

と
腐

敗
の

関
係

に
つ

い
て

明
ら

か
に

す
る

。
短

期
専

門
家

：
必

要
に

応
じ

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

洪
水

が
起

き
な

い
。

(普
及

）
第

三
国

専
門

家
：

必
要

に
応

2
資

機
材

強
い

竜
巻

が
起

こ
ら

な
い

。

4
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

（
適

正
技

術
：

G
A

P)
に

基
づ

く
展

示
圃

場
を

１
ヶ

所
作

4
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

（
適

正
技

術
：

G
A

P)
に

基

づ
く

展
示

圃
場

を
9ヶ

所
設

け
る

。

普
及

活
動

用
資

機
材

5
農

薬
散

布
用

の
器

具
の

設
定

と
散

布
回

数
に

つ
い

て
テ

ク
ニ

コ
(技

師
）

と
農

家
に

講
習

会
を

す
る

。

5
「

農
場

の
日

」
を

2回
開

く
。

2
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

経
費

6
環

境
保

全
型

の
病

虫
害

防
除

に
つ

い
て

の
懇

話
会

と
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

く
。

6
有

機
質

肥
料

の
分

析
、

サ
ン

プ
リ

ン
グ

、
施

用
に

つ
い

て
の

技
術

指
導

を
行

う
。

SE
A
の

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

の
給

与
、

旅
費

、
交

通
費

7
情

報
記

録
と

グ
ッ

ド
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
（

適
正

技
術

：
G

A
P)
に

つ
い

て
の

指
導

を
農

家

と
ﾃ
ｸ
ﾆ
ｺ

(技
師

）
に

対
し

て
行

う
。

7
栽

培
技

術
と

ア
ザ

ミ
ウ

マ
の

防
除

に
つ

い
て

の
講

習
会

を
2回

行
う

。
3

機
材

供
与

そ
の

他
必

要
経

費

8
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

（
適

正
技

術
：

G
A

P)
に

基
づ

く
生

産
と

コ
ス

ト
の

記
録

シ
ス

テ
ム

を
試

験
的

に
導

入
す

る
。

8
収

穫
後

処
理

に
つ

い
て

2回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

う
。

車
輌

9
当

該
地

の
用

土
を

使
っ

た
苗

木
を

展
示

す
る

。
8

バ
レ

ン
シ

ア
種

を
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
を

使
っ

て
Ｐ

Ｒ
す

る
。

実
証

用
資

機
材

B
ID

IA
F

10
ナ

ス
の

育
苗

箱
で

の
苗

木
生

産
に

つ
い

て
の

懇
話

会
を

行
う

。
普

及
用

資
機

材
1

要
員

配
置

11
適

正
な

施
肥

に
つ

い
て

4展
示

圃
場

を
設

け
そ

こ
で

展
示

す
る

。

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

12
線

虫
の

被
害

と
防

除
に

つ
い

て
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

2回
開

く
。

4
研

修
員

受
け

入
れ

秘
書

C
サ

ツ
マ

イ
モ

D
そ

の
他

作
物

(プ
ラ

タ
ノ

）
2

オ
フ

ィ
ス

、
ス

ペ
ー

ス
、

設
備

5
運

営
経

費
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
オ

フ
ィ

ス
と

ス
ペ

ー
ス

1
市

場
向

け
の

品
種

の
選

定
を

行
う

。
1

病
虫

害
の

発
生

状
況

を
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
負

担
土

壌
と

植
物

分
析

用
ラ

ボ

2
B

.B
as

si
an

a（
ゾ

ウ
ム

シ
の

天
敵

糸
状

菌
）

の
各

品
種

へ
の

影
響

を
明

ら
か

に
す

る
2

線
虫

と
Si

ga
to

ga
病

の
た

め
の

自
然

農
薬

を
含

む
防

除
法

の
評

価
を

行
う

。
3

資
機

材

3
土

壌
被

覆
法

の
評

価
を

行
う

実
証

、
研

修
普

及
、

流
通

の
活

動
に

必
要

な
も

の

4
生

産
さ

れ
て

い
る

苗
の

タ
イ

プ
を

比
較

す
る

。
4

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

経
費

5
質

の
高

い
苗

生
産

モ
ジ

ュ
ー

ル
を

設
け

る
。

ID
IA

Fの
C

Pの
給

与
、

旅
費

、
交

通
費

(普
及

）

(実
証

）

(実
証

）
(実

証
）

ハ
リ

ケ
ー

ン
の

被
害

に
遭

わ
な

い

予
想

し
な

か
っ

た
病

害
虫

が
発

生
し

な
い

投
　

　
　

入

(実
証

）

活
動
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電
話

、
電

気
、

ガ
ス

、
電

気
代

3
B

.B
as

si
an

aを
使

っ
た

5展
示

圃
場

を
設

け
る

。
6

播
種

及
び

栽
培

シ
ス

テ
ム

の
4展

示
圃

場
を

設
け

る
。

機
材

の
維

持
管

理
の

経
費

で
、

車
輌

の
燃

料
、

オ
イ

ル
代

を
含

む

4
B

.B
as

si
an

aの
栽

培
管

理
及

び
Pi

og
an

(ゾ
ウ

ム
シ

）
の

総
合

防
除

の
た

め
の

5展
示

圃
場

を
設

け
る

。

7
生

産
物

の
品

質
に

つ
い

て
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

（
1回

）
。

消
耗

品
費

5
Pi

og
an

(ゾ
ウ

ム
シ

）
の

総
合

防
除

に
つ

い
て

の
案

内
書

一
つ

を
作

る
8

「
農

場
の

日
」

を
4回

開
く

。
そ

の
他

6
B

.B
as

si
an

aの
培

養
法

を
指

導
す

る
。

9
農

家
を

巡
回

指
導

を
す

る
（

4回
）

。

7
Pi

og
an

(ゾ
ウ

ム
シ

）
の

防
除

に
つ

い
て

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
テ

ク
ニ

コ
と

農
家

に
対

し
て

2回
行

う
。

10
栽

培
に

つ
い

て
の

講
習

会
ー

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

テ
ク

ニ
コ

(技
師

）
と

農
家

に
対

し
て

１
回

づ
つ

行
う

。

C
参

加
農

家

8
展

示
圃

場
に

お
い

て
登

録
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

。
11

病
虫

害
対

策
の

評
価

と
管

理
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

テ
ク

ニ
コ

に
対

し
て

１
回

行
う

。
展

示
圃

用
の

土
地

9
環

境
保

全
型

の
栽

培
に

つ
い

て
、

技
術

指
導

す
る

。
12

農
家

の
圃

場
か

ら
得

ら
れ

た
経

験
に

つ
い

て
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
１

種
類

作
る

肥
料

等
製

造
の

た
め

の
材

料

10
種

苗
の

品
質

に
つ

い
て

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

う
。

13
栽

培
技

術
に

つ
い

て
の

案
内

書
を

作
る

。
作

業
用

具

11
農

家
に

品
種

を
導

入
す

る
。

14
展

示
圃

場
に

お
け

る
栽

培
管

理
の

情
報

を
記

録
し

分
析

す
る

。

12
栽

培
管

理
の

農
家

周
り

を
行

う
。

作
業

員
前

提
条

件

1 2 3 4

高
級

市
場

に
つ

い
て

の
情

報
を

集
め

る
。

健
康

な
作

物
生

産
と

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

つ
い

て
の

啓
蒙

の
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

。

対
象

農
家

と
買

い
手

を
つ

な
ぐ

た
め

の
ル

ー
ト

を
確

立
す

る
。

(普
及

）
(普

及
） 高
級

市
場

に
ア

ク
セ

ス
す

る
た

め
の

情
報

を
農

家
に

流
す

。

上
記

各
作

物
に

つ
い

て
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活
動

成
果

実
施

者
責

任
者

、
監

督
者

実
施

場
所

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10

1.
 野

菜

(実
証

)

1.
1 
ト

ウ
ガ

ラ
シ

の
ダ

ニ
の

防
除

に
お

け
る

低
毒

性
の

農
薬

の
施

用
頻

度
の

試
験

を

行
う

。
ダ

ニ
の

防
除

に
か

か
る

適
切
な
農
薬
散
布
回
数
（
少
な
く
と
も

1タ
イ
プ
）

Le
oc

ad
ia

 S
án

ch
ez

Ju
an

 Ji
m

én
ez

Es
ta

ci
on

 E
xp

., 
Po

nt
on

1.
2 
ナ

ス
に

つ
い

て
鶏

糞
の

施
肥

量
の

評
価

試
験

を
行

う
。

ナ
ス

に
か

か
る

鶏
糞

の
効

果
的
施
用
量
（
少
な
く
と
も

1タ
イ
プ
）

El
pi

di
o 

A
vi

le
s

Ju
an

 Ji
m

én
ez

Es
ta

ci
on

 E
xp

., 
Po

nt
on

1.
3温

室
に

お
け

る
ト

ウ
ガ

ラ
シ

生
産

の
ボ

カ
シ

肥
評

価
を

行
う

。
ト

ウ
ガ

ラ
シ

の
適

切
な

収
量
を
得
る
作
付
け
方
法

1.
4ナ

ス
に

つ
い

て
鶏

糞
の

補
完

と
し

て
の

化
学

肥
料

の
評

価
を

行
う

。
ナ

ス
の

収
量

増
加

と
な

る
化
学
肥
料
の
補
完
量

1.
5ナ

ス
に

つ
い

て
鶏

糞
と

化
学

肥
料

の
コ

ン
ビ

ネ
ー

シ
ョ

ン
評

価
を

行
う

。
鶏

糞
と

の
コ

ン
ビ

ネ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
化
学
肥
料
の
収
量
増
加
効
果

1.
6 

(1
.3

)育
苗

箱
用

土
の

評
価

を
行

う
。

健
苗

生
産

に
適

し
た

用
土

の
特
定
（
少
な
く
と
も

1種
）

Ju
an

 Ji
m

én
ez

Ju
an

 Ji
m

én
ez

Es
ta

ci
on

 E
xp

., 
Po

nt
on

1.
7温

室
に

お
け

る
ト

ウ
ガ

ラ
シ

の
栽

培
に

つ
い

て
、

化
学

肥
料

と
ミ

ミ
ズ

肥
料

の

コ
ン
ビ

ネ
ー

シ
ョ

ン
比

較
温

室
に

お
け

る
ト

ウ
ガ

ラ
シ
の
化
学
肥
料
と
ミ
ミ
ズ
肥
料
の
最
適
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ

ン

1.
8　

ナ
ス

、
ト

ウ
ガ

ラ
シ

、
イ

ン
ゲ

ン
に

関
す

る
病

虫
害

の
発

生
、

生
態

に
つ

い

て
評
価

を
行

う
。

各
作

物
の

病
虫

害
管

理
手

法

SM
: S

ar
dy

s M
ed

ra
no

JJ
B

ar
ra

nc
a,

 C
ut

up
u,

 L
a 

To
rr

e,
R

in
có

n
(普

及
)

1.
9 

(1
.6

)環
境

保
全

型
の

病
虫

害
防

除
、
農

薬
散

布
用

の
器

具
の

設
定

と
散

布
回

数

に
つ
い

て
の

懇
話

会
と

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ

を
開

く
。

農
家

が
環

境
保

全
型

の
病

害
虫
防
除
に
つ
い
て
情
報
を
得
る
。

D
av

id
 M

at
eo

Ju
an

 Ji
m

én
ez

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 L

a 
To

rr
e,

R
in

có
n

1.
10

 (1
.4

)グ
ッ

ド
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
（

適
正

技
術

：
G

A
P)
に

基
づ

く
展

示
圃

場
を

１
ヶ
所

作
る

。
農

家
が

グ
ッ

ド
プ

ラ
ク

テ
ィ
ス
（
適
正
技
術
：

G
A

P)
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

a
Ju

an
 Ji

m
én

ez
El

 P
in

ito

1.
11

 (1
.'7

)報
記

録
と

グ
ッ

ド
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
（

適
正

技
術

：
G

A
P)
に

つ
い

て
の

指

導
を
農

家
と

ﾃ
ｸ
ﾆ
ｺ

(技
師

）
に

対
し

て
行

う
。

農
家

と
ﾃ
ｸ
ﾆ
ｺ
(技

師
）

が
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
適
正
技
術
：

G
A

P)
の
情
報
記

録
を

行
う

た
め

の
ツ

ー
ル
を
理
解
す
る
。

C
án

di
do

 d
e 

Le
ón

Ju
an

 Ji
m

én
ez

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 L

a 
To

rr
e,

R
in

có
n

1.
12

 (1
.8

) グ
ッ

ド
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
（

適
正

技
術

：
G

A
P)
に

基
づ

く
生

産
と

コ
ス

ト

の
記
録

シ
ス

テ
ム

を
試

験
的

に
導

入
す
る

。

農
家

と
ﾃ
ｸ
ﾆ
ｺ
(技

師
）

が
グ

ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
適
正
技
術
：

G
A

P)
の
情
報
記

録
を

行
う

た
め

の
ツ

ー
ル
を
保
有
す
る
。

C
és

ar
 M

ar
tín

ez
Ju

an
 Ji

m
én

ez
B

ar
ra

nc
a,

 C
ut

up
u,

 L
a 

To
rr

e,
R

in
có

n

1.
13

 (1
.9

) 当
該

地
の

用
土

を
使

っ
た

苗
木

を
展

示
す

る
。

農
家

と
ﾃ
ｸ
ﾆ
ｺ
(技

師
）

が
当
該
地
の
用
土
を
使
っ
た
苗
木
生
産
の
長
所
を
理
解
す

る
。

C
án

di
do

 d
e 

Le
ón

Ju
an

 Ji
m

én
ez

Ex
ta

ci
ón

 P
on

tó
n

1.
14

 (1
.1

0)
 ナ

ス
の

育
苗

箱
で

の
苗

木
生

産
に

つ
い

て
の

懇
話

会
を

行
う

。
農

家
と

ﾃ
ｸ
ﾆ
ｺ
(技

師
）

が
野
菜
の
育
苗
箱
で
の
生
産
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
る
。

Le
oc

ad
ia

 S
án

ch
ez

Ju
an

 Ji
m

én
ez

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 L

a 
To

rr
e,

R
in

có
n

1.
15

 (1
.1

1)
適

正
な

施
肥

に
つ

い
て

4展
示

圃
場

を
設

け
、

そ
こ

で
展

示
す

る
。

適
切

な
施

肥
は

生
産

改
善

に
役
立
つ
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

A
rid

io
 P

ér
ez

Ju
an

 Ji
m

én
ez

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 L

a 
To

rr
e,

R
in

có
n

1.
16

 (1
.1

2)
 線

虫
の

被
害

と
防

除
に

つ
い

て
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

２
回

開
く

。
農

家
と

ﾃ
ｸ
ﾆ
ｺ
(技

師
）

が
野
菜
に
か
か
る
線
虫
の
害
を
理
解
し
防
除
を
行
う
。

D
av

id
 M

at
eo

Ju
an

 Ji
m

én
ez

ID
IA

F

3e
r A

ño20
07

4年
目

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

5年
目

20
08

20
09

　
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

北
部

中
央

地
域

小
規

模
農

家
向

け
環

境
保

全
型

農
業

開
発

計
画

　
活

動
計

画
（

Ｐ
Ｏ

）
（

修
正

分
）

19
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活
動

成
果

実
施

者
責

任
者

、
監

督
者

実
施

場
所

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
3e

r A
ño20

07

4年
目

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

5年
目

20
08

20
09

　
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

北
部

中
央

地
域

小
規

模
農

家
向

け
環

境
保

全
型

農
業

開
発

計
画

　
活

動
計

画
（

Ｐ
Ｏ

）
（

修
正

分
）

1.
17

 (1
.1

3)
 健

康
な

作
物

生
産

と
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

に
つ

い
て

の
啓

蒙
の

た
め

の

ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

う
。

農
家

と
ﾃ
ｸ
ﾆ
ｺ
(技

師
）

が
高
品
質
の
農
産
物
の
生
産
及
び
市
場
に
つ
い
て
啓
蒙
さ

れ
る

。
Á

ng
el

 C
és

ar
Ju

an
 Ji

m
én

ez
B

ar
ra

nc
a,

 C
ut

up
u,

 L
a 

To
rr

e,
R

in
có

n

(流
通

)

1.
18

 (1
.1

4)
対

象
農

家
と

買
い

手
を

つ
な
ぐ

た
め

の
ル

ー
ト

を
確

立
す

る
。

対
象

農
家

が
市

場
へ

の
ア

ク
セ
ス
を
得
る
。

Á
ng

el
 C

és
ar

Ju
an

 Ji
m

én
ez

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 L

a 
To

rr
e,

R
in

có
n

2.
 キ

ャ
ッ

サ
バ

(実
証

)

2.
1 
土

壌
栄

養
に

つ
い

て
の

比
較

試
験

を
行

う
。

最
も

生
産

性
及

び
品

質
の

高
い
方
法
が
判
明
す
る
。

Ju
an

 V
al

de
z

Ju
an

 V
al

de
z.

Po
nt

ón

2.
2 
鶏

糞
と

化
成

肥
料

の
適

切
な

使
い

方
を

明
ら

か
に

す
る

。
鶏

糞
と

窒
素

、
リ

ン
、

カ
リ
ウ
ム
の
最
適
な
施
用
量
が
判
明
す
る
。

A
rid

io
 P

ér
ez

A
rid

io
 P

ér
ez

B
ac

ui

2.
3 
収

穫
後

の
保

存
時

間
と

腐
敗

の
関

係
に

つ
い

て
明

ら
か

に
す

る
。

収
穫

後
の

品
質

保
持

期
間

が
判
明
す
る
。

Ju
an

 V
al

de
z

Ju
an

 V
al

de
z.

Po
nt

ón
(普

及
)

2.
4 
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

（
適

正
技

術
：

G
A

P)
に

基
づ

く
展

示
圃

場
を

9ヶ
所

設

け
る
。

対
象

農
家

の
50

%
が

バ
レ
ン
シ
ア
種
を
保
有
す
る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

a 
y/

o 
Ju

an
 V

al
de

z
Ex

te
ns

io
ni

st
a 

y/
o 

Ju
an

 V
al

de
z

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

ú,
 L

a 
To

rr
e,

R
in

có
n

2.
5 
「

農
場

の
日

」
を

2回
開

く
。

対
象

農
家

の
40

 %
が

キ
ャ
ッ
サ
バ
の
生
産
性
と
品
質
に
つ
い
て
知
識
を
得
る
。

Ex
te

ns
in

is
ta

 y
/o

 Ju
an

 V
al

de
z

Ex
te

ns
in

is
ta

 y
/o

 Ju
an

 V
al

de
z

B
ar

ra
nc

a 
y 

C
ut

up
ú

2.
6 
有

機
質

肥
料

の
分

析
、

サ
ン

プ
リ

ン
グ

、
施

用
に

つ
い

て
の

技
術

指
導

を
行

う
。

対
象

農
家

の
30

%
が

キ
ャ
ッ
サ
バ
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
技
術
指
導
を
受
け
、
品

質
と

生
産

性
を

向
上

さ
せ

る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

a 
y/

o 
Ju

an
 V

al
de

z
Ex

te
ns

io
ni

st
a 

y/
o 

Ju
an

 V
al

de
z

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

ú,
 L

a 
To

rr
e,

R
in

có
n

2.
7 
栽

培
技

術
と

ア
ザ

ミ
ウ

マ
の

防
除

に
つ

い
て

の
講

習
会

を
2回

行
う

。
対

象
農

家
の

50
%
が

キ
ャ

ッ
サ
バ
の
栽
培
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

a 
y/

o 
Ju

an
 V

al
de

z
Ex

te
ns

io
ni

st
a 

y/
o 

Ju
an

 V
al

de
z

B
ar

ra
nc

a 
y 

C
ut

up
ú

2.
8 
収

穫
後

処
理

に
つ

い
て

2回
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

う
。

対
象

農
家

の
30

%
が

適
切
な
収
穫
後
処
理
を
行
う
。

Ju
an

 V
al

de
z

Ju
an

 V
al

de
z

B
ar

ra
nc

a 
y 

C
ut

up
ú

2.
9 
バ

レ
ン

シ
ア

種
を

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
使

っ
て

Ｐ
Ｒ

す
る

。
市

場
に

お
い

て
バ

レ
ン

シ
ア
種
が
知
ら
れ
る
。

C
an

di
do

 d
e 

Le
ón

C
an

di
do

 d
e 

Le
on

La
 V

eg
a

2.
10

 情
報

記
録

の
シ

ス
テ

ム
を

作
る

。
展

示
圃

場
の

9農
家

が
情
報
記
録
の
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
。

Ex
te

ns
in

is
ta

Ex
te

ns
io

ni
st

a
Su

b 
Zo

na
 d

e 
tra

ba
jo

(流
通

)

2.
11

 流
通

ル
ー

ト
を

同
定

す
る

。
流

通
ル

ー
ト

が
判

明
す

る
。

A
ng

el
 C

es
ar

A
ng

el
 C

es
ar

La
 V

eg
a

2.
12

 市
場

と
の

コ
ン

タ
ク

ト
を

行
う

。
高

級
市

場
が

判
明

す
る

。

A
ng

el
 C

es
ar

A
ng

el
 C

es
ar

La
 V

eg
a

20
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活
動

成
果

実
施

者
責

任
者

、
監

督
者

実
施

場
所

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
3e

r A
ño20

07

4年
目

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

5年
目

20
08

20
09

　
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

北
部

中
央

地
域

小
規

模
農

家
向

け
環

境
保

全
型

農
業

開
発

計
画

　
活

動
計

画
（

Ｐ
Ｏ

）
（

修
正

分
）

2.
13

 生
産

者
と

中
間

業
者

、
輸

出
業

者
と

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

行
う

。

A
ng

el
 C

es
ar

A
ng

el
 C

es
ar

La
 V

eg
a

3.
 サ

ツ
マ

イ
モ

(実
証

)

3.
1 
市

場
向

け
の

品
種

の
選

定
を

行
う

。
少

な
く

と
も

2品
種

が
高
収
量
で
国
内
及
び
海
外
市
場
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
品
種

と
し

て
選

定
さ

れ
る

。
R

am
ón

 H
er

ná
nd

ez
R

am
ón

 H
er

na
nd

ez
 y

Ex
te

ns
io

ni
st

as
Po

nt
ón

, L
a 

To
rr

e,
Ja

ra
ba

co
a

3.
2 

B
.B

as
si

an
a（

ゾ
ウ

ム
シ

の
天

敵
糸
状

菌
）

の
各

品
種

へ
の

効
果

を
明

ら
か

に

す
る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に
ゾ
ウ
ム
シ
の
害
が

20
%
減
少
す
る
。

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

, R
os

si
na

Ta
vé

ra
s

R
am

ón
 H

er
na

nd
ez

 y
Ex

te
ns

io
ni

st
as

Po
nt

ón
, L

a 
To

rr
e,

Ja
ra

ba
co

a
(普

及
)

3.
3 

B
.B

as
si

an
aの

栽
培

管
理

及
び

Pi
og

an
(ゾ

ウ
ム

シ
）

の
総

合
防

除
の

た
め

の
5展

示
圃
場

を
設

け
る

。

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

, R
os

si
na

Ta
vé

ra
s

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

, R
os

si
na

 T
av

ér
as

 y
 E

xt
en

si
on

is
ta

s
Po

nt
ón

 Ja
ra

ba
co

a 
y 

ba
ra

ra
nc

a
3.

4 
Pi

og
an

(ゾ
ウ

ム
シ

）
の

総
合

防
除

に
つ

い
て

の
案

内
書

一
つ

を
作

る
。

ゾ
ウ

ム
シ

防
除

の
案

内
書

が
発
行
さ
れ
る
。

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

, R
os

si
na

Ta
vé

ra
s

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

, R
os

si
na

 T
av

ér
as

 y
 E

xt
en

si
on

is
ta

s
3.

5 
B

.B
as

si
an

aの
培

養
法

を
指

導
す

る
。

対
象

農
家

の
70
％

が
自

分
で

B
. b

as
si

an
aを

培
養
す
る
。

R
os

si
na

 T
av

er
as

,
Ex

te
ns

io
ni

st
as

 y
 p

ro
du

ct
or

es
R

os
si

na
 T

av
ér

as
 y

Ex
te

ns
io

ni
st

as
 y

 P
ro

du
ct

or
es

3.
6 

(3
.7

)P
io

ga
n(
ゾ

ウ
ム

シ
）

の
防

除
に

つ
い

て
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

テ
ク

ニ
コ

と
農
家

に
対

し
て

２
回

行
う

。
研

修
コ

ー
ス

が
2回

実
施
さ
れ
る
。

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

, R
os

si
na

Ta
vé

ra
s

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

, R
os

si
na

 T
av

ér
as

 y
 E

xt
en

si
on

is
ta

s
3.

7 
(3

.8
) 展

示
圃

場
に

お
い

て
登

録
シ

ス
テ

ム
を

導
入

す
る

。

対
象

農
家

の
70
％

が
効

率
的
な
情
報
記
録
シ
ス
テ
ム
を
保
有
す
る
。

R
am

ón
 H

er
na

nd
ez

 y
ex

te
ns

io
ni

st
as

R
am

ón
 H

er
na

nd
ez

 y
Ex

te
ns

io
ni

st
as

En
 to

da
s l

as
 á

re
as

3.
8 

(3
.9

)環
境

保
全

型
の

栽
培

に
つ

い
て
技

術
指

導
す

る
。

対
象

農
家

の
70
％

が
サ

ツ
マ
イ
モ
の
環
境
保
全
型
の
栽
培
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

as
 y

 R
am

ón
H

er
na

nd
ez

Ex
te

ns
io

ni
st

as
To

da
s l

as
 á

re
as

3.
9 

(3
.1

0)
種

苗
の

品
質

に
つ

い
て

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
行

う
。

対
象

農
家

に
対

し
2回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

as
 y

 R
am

ón
H

er
na

nd
ez

Ex
te

ns
io

ni
st

as
B

ar
ra

nc
a 

y 
Ja

ra
ba

co
a

3.
10

 (3
.1

1)
農

家
に

品
種

を
導

入
す

る
。

少
な

く
と

も
2品

種
が

農
家
に
導
入
、
使
用
さ
れ
る
。

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

, R
os

si
na

Ta
vé

ra
s

R
am

ón
 H

er
na

nd
ez

 y
Ex

te
ns

io
ni

st
as

Po
nt

ón
 Ja

ra
ba

co
a 

y 
ba

ra
ra

nc
a

3.
11

 (3
.1

2)
 栽

培
管

理
の

農
家

周
り

を
行

う
。

農
家

周
り

が
4回

行
わ

れ
る
。

Ex
te

ns
io

ni
st

as
 y

 R
am

ón
H

er
na

nd
ez

Ex
te

ns
io

ni
st

as
En

 4
 á

re
as

(流
通

)

3.
12

 (3
.1

3)
国

内
及

び
海

外
の

流
通

ル
ー
ト

を
同

定
す

る
。

少
な

く
と

も
一

つ
の

流
通

ル
ー
ト
が
判
明
す
る
。

A
ng

el
 C

és
ar

 y
 R

am
ón

H
er

na
nd

ez
A

ng
el

 C
és

ar
 y

 R
am

ón
H

er
na

nd
ez

La
 V

eg
a

21
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活
動

成
果

実
施

者
責

任
者

、
監

督
者

実
施

場
所

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
3e

r A
ño20

07

4年
目

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

5年
目

20
08

20
09

　
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

北
部

中
央

地
域

小
規

模
農

家
向

け
環

境
保

全
型

農
業

開
発

計
画

　
活

動
計

画
（

Ｐ
Ｏ

）
（

修
正

分
）

3.
13

 (3
.1

4)
市

場
に

か
か

る
情

報
を

集
め
、

生
産

者
に

流
す

。

対
象

農
家

に
向

け
た

サ
ツ

マ
イ
モ
の
市
場
情
報
が
得
ら
れ
る
。

A
ng

el
 C

és
ar

 y
 R

am
ón

H
er

na
nd

ez
A

ng
el

 C
és

ar
 y

 R
am

ón
H

er
na

nd
ez

La
 V

eg
a

4.
 そ

の
他

作
物

（
プ

ラ
タ

ノ
）

(実
証

)

4.
1 
病

虫
害

の
発

生
状

況
を

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
。

4地
区

に
お

け
る

最
も

発
生
が
多
い
病
虫
害
（
シ
ガ
ト
カ
、
線
虫
、
そ
の
他
）
の

情
報

Sa
ld

ie
s M

ed
ra

no
 y

 P
ab

lo
 S

uá
re

z
Pa

bl
o 

Su
ár

ez
 y

 X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
4 

Su
bz

on
as

4.
2 
線

虫
と

Si
ga

to
ga
病

の
た

め
の

自
然

農
薬

を
含

む
防

除
法

の
評

価
を

行
う

。
シ

ガ
ト

カ
ネ

グ
ラ

お
よ

び
線
虫
に
効
果
の
あ
る
農
薬
（
自
然
農
薬
含
む
）
及
び
そ

の
施

用
量

D
av

id
 M

at
eo

 y
 P

ab
lo

 S
ua

re
z

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

 y
 X

oc
hi

lt 
Es

tra
da

B
ar

ra
nc

a 
y 

C
ut

up
ú

4.
3 
土

壌
被

覆
法

の
評

価
を

行
う

。

そ
の

他
作

物
の

最
適

な
土

壌
被
覆
法
に
か
か
る
情
報

El
pi

di
o 

A
vi

le
s y

 P
ab

lo
 S

uá
re

z
Pa

bl
o 

Su
ár

ez
 y

 X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
La

 T
or

re
4.

4 
生

産
さ

れ
て

い
る

苗
の

タ
イ

プ
を

比
較

す
る

。

最
適

な
苗

の
タ

イ
プ

の
選

定

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

 y
 X

oc
hi

lt 
Es

tra
da

B
ar

ra
nc

a
4.

5 
質

の
高

い
苗

生
産

モ
ジ

ュ
ー

ル
を

設
け

る

低
コ

ス
ト

で
質

の
よ

い
苗

が
生
産
さ
れ
、
苗
生
産
農
家
が
育
成
さ
れ
る
。

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

 y
 X

oc
hi

lt 
Es

tra
da

C
ut

up
ú

(普
及

)

4.
6 
播

種
及

び
栽

培
シ

ス
テ

ム
の

４
展

示
圃

場
を

設
け

る
。

そ
の

他
作

物
の

農
家

が
生

産
シ
ス
テ
ム
の
最
も
良
い
成
果
を
観
察
し
、
受
け
入
れ

る
。

P.
Su

ár
ez

 y
 e

xt
en

si
on

is
ta

s d
e

la
s 4

 su
bz

on
as

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

, U
ce

lv
io

 S
an

to
s,

X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
 y

 C
án

di
do

 d
e 

Lé
on

B
ar

ra
nc

a,
 C

ut
up

u,
 la

 T
or

re
 y

R
in

có
n

4.
7 
生

産
物

の
品

質
に

つ
い

て
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

（
1回

）
。

そ
の

他
作

物
の

農
家

が
生

産
物
の
品
質
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
る
。

P.
Su

ár
ez

,C
. M

ar
tín

ez
, A

.
C

es
ar

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

, U
ce

lv
io

 S
an

to
s,

X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
 y

 C
án

di
do

 d
e 

Lé
on

Sa
ló

n 
C

EN
IA

F
4.

8 
「

農
場

の
日

」
を

4回
開

く
。

そ
の

他
作

物
の

農
家

が
実

証
圃
場
及
び
展
示
圃
場
の
良
い
成
果
を
知
る
。

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

, U
ce

lv
io

 S
an

to
s,

X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
, C

án
di

do
 d

e 
Lé

on
 y

 4
 e

xt
en

si
on

is
ta

s
4 

su
bz

on
as

4.
9 
農

家
を

巡
回

指
導

を
す

る
（

4回
）

。

そ
の

他
作

物
の

農
家

が
他

地
区
の
展
示
圃
場
の
良
い
成
果
を
知
る
。

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

, U
ce

lv
io

 S
an

to
s,

X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
, C

án
di

do
 d

e 
Lé

on
 y

 4
 e

xt
en

si
on

is
ta

s
4 

su
bz

on
as

4.
10

 (4
.9

') 
講

話
会

を
実

施
す

る
 (3

回
)。

農
家

、
学

生
及

び
技

師
が

よ
い
栽
培
方
法
に
関
す
る
情
報
を
得
る
。

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

, U
ce

lv
io

 S
an

to
s,

X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
 y

 C
án

di
do

 d
e 

Lé
on

Sa
ló

n 
C

EN
IA

F
4.

11
 (4

.9
'')

 関
係

者
間

で
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

を
活

発
化

す
る

た
め

の
ミ

ー
テ

ィ

ン
グ
を

行
う

 (5
回

)。
農

家
、

買
い

取
業

者
及

び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
心
の
状
況
も
し
く
は
問
題
に
か
か

る
議

論
の

報
告

書

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

, U
ce

lv
io

 S
an

to
s,

X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
 y

 C
án

di
do

 d
e 

Lé
on

Sa
ló

n 
C

EN
IA

F
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活
動

成
果

実
施

者
責

任
者

、
監

督
者

実
施

場
所

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
3e

r A
ño20

07

4年
目

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

5年
目

20
08

20
09

　
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

北
部

中
央

地
域

小
規

模
農

家
向

け
環

境
保

全
型

農
業

開
発

計
画

　
活

動
計

画
（

Ｐ
Ｏ

）
（

修
正

分
）

4.
12

 (4
.1

0)
 栽

培
に

つ
い

て
の

講
習

会
ー

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

テ
ク

ニ
コ

(技
師

）

と
農
家

に
対

し
て

１
回

づ
つ

行
う

。

農
家

及
び

技
師

が
そ

の
他
作
物
の
適
切
な
栽
培
方
法
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
る
。

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

, U
ce

lv
io

 S
an

to
s,

X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
, C

án
di

do
 d

e 
Lé

on
 y

 4
 e

xt
en

si
on

is
ta

s
4 

su
bz

on
as

4.
13

 (4
.1

1)
病

虫
害

対
策

の
評

価
と

管
理
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

テ
ク

ニ
コ

に
対

し

て
１
回

行
う

。

病
虫

害
の

評
価

と
管

理
に

つ
い
て
技
師
が
研
修
を
受
け
る
。

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

, U
ce

lv
io

 S
an

to
s,

X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
, C

án
di

do
 d

e 
Lé

on
 y

 4
 e

xt
en

si
on

is
ta

s
4 

su
bz

on
as

4.
14

 (4
.1

2)
農

家
の

圃
場

か
ら

得
ら

れ
た
経

験
に

つ
い

て
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
１

種

類
作
る

実
証

の
成

果
に

つ
い

て
の

情
報
が
普
及
す
る
。

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

, U
ce

lv
io

 S
an

to
s,

X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
, C

án
di

do
 d

e 
Lé

on
 y

 4
 e

xt
en

si
on

is
ta

s
4 

su
bz

on
as

4.
15

 (4
.1

3)
栽

培
技

術
に

つ
い

て
の

案
内
書

を
作

る
。

そ
の

他
作

物
の

環
境

保
全

型
栽
培
に
か
か
る
一
般
的
な
提
言

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

, U
ce

lv
io

 S
an

to
s,

X
oc

hi
lt 

Es
tra

da
, C

án
di

do
 d

e 
Lé

on
 y

 4
 e

xt
en

si
on

is
ta

s
4 

su
bz

on
as

4.
16

 (4
.1

4)
展

示
圃

場
に

お
け

る
栽

培
管
理

の
情

報
を

記
録

し
。

分
析

す
る

。

決
断

及
び

提
言

の
た

め
の

基
礎
情
報

C
és

ar
 M

ar
tín

ez
, P

ab
lo

 S
uá

re
z

y 
Ex

te
ns

io
ni

st
as

Pa
bl

o 
Su

ár
ez

, A
ng

el
 C

és
ar

, C
é

sa
r 

M
ar

tín
ez

, E
lp

id
io

 A
vi

le
s y

4 
ex

te
ns

io
ni

st
as

4 
su

bz
on

as

(流
通

)

4.
17

 (4
.1

5)
そ

の
他

作
物

の
高

級
市

場
の
情

報
を

集
め

る
。

高
品

質
の

そ
の

他
作

物
の

市
場
情
報
が
集
ま
る
。

C
és

ar
 M

ar
tín

ez
 y

 P
ab

lo
 S

uá
re

z
C

és
ar

 M
ar

tín
ez

N
ac

io
na

l e
 in

te
rn

ac
io

na
l

4.
18

 (4
.1

6)
そ

の
他

作
物

の
高

級
市

場
を
同

定
・

選
定

す
る

。

高
品

質
の

そ
の

他
作

物
の

市
場
が
判
明
す
る
。

C
és

ar
 M

ar
tín

ez
 y

 P
ab

lo
 S

uá
re

z
C

és
ar

 M
ar

tín
ez

N
ac

io
na

l e
 in

te
rn

ac
io

na
l

技
術
広

報
誌
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「質の高い」作物の定義  

 
１．東洋野菜（Vegatales Orientales）  

輸出のための仕様；  

・果実は清潔で健全である  

・病気にかかっていない  

・切り傷や打撲がない  

・色、形、大きさに画一性がある  

 

２．キャッサバ（Yuca）  

国内及び国際市場にキャッサバを流通する場合、次の特徴が整っていること  

・木が高く丈夫である  

・成長期間は 10～12 ヶ月のもの  

・収量：1 タレア (1 tarea＝629 ㎡= 1/16 hectar)当り、20 キンタル (１qq=46 kg.)以上  

・耐病性一般以上  

・皮が薄黒く厚い  

・果肉：白色  

・肉茎の根であること（茎と直接につながっていない）  

・約 10 分程度で火が通ること  

・ワックスがけや輸出に適している  

【輸出のためキャッサバの規格】  

  - 直径は最低  4 cm.以上である  

  - 直径が最大  10 cm.以下である  

  - 長さは最低  25 cm.以上である  

  - 長さが最高  50 cm 以下である  

  - 表皮の割合は最大  10 %である  

  - 茎と根 (肉塊 )の間隔が  2.5 cm.以上ある  

  - 相対的に直茎 (まっすぐ )である  

  - 機械的および虫や齧りの被害がない  

  - 斑点や菌類に侵されてない  

  

３．サツマイモ（batata）  
輸出者が作物を購入する又は興味を持つ各種の条件があること  

【一般的に輸出業者が提示する条件】  

- 皮又は表皮の色は薄赤で果肉は黄色である  

- 重量は  3/4~2 libras（340~900 g.）の範囲である  

- 自然の被害 (裂け目、掻き傷、打撲傷、皮の傷 )がない  

- ピオガンの被害がない  

 

添付資料  3 
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* 輸出市場で最も需要のある品種は次の品種である。  

Tifey, Canó, Canolia, Japonesa, Llena macuto 

 

４．バナナ（Platano）  

市場が求めるバナナの品質：  

・ 果実のサイズの選定する  

（長さ  8.0 インチ=20 cm 以上、太さ  約 1.5 インチ=3.75 cm）  

・果実に傷、打身、斑点のない  

・皮を剥いたときに果肉が自然の色であり、傷がない  

・収穫時は花房の最終部開花後 12～13 週目のものである  
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活
動

実
績

・
成

果
表

野
菜

　
35

対
象

農
家

活
動

期
待

さ
れ

る
成

果
状

況

実
証

1.
1 

 ト
ウ

ガ
ラ

シ
の

ダ
ニ

の
防

除
に

お
け

る
低

毒
性

の
農

薬
の

施
用

頻
度

の
試

験
を

行
う

。

ダ
ニ

の
防

除
に

か
か

る
適

切
な

農
薬

散
布

回
数

（
少

な
く

と
も

1タ
イ

プ
）

が
実

証
さ

れ
る

。
試

験
圃

場
が

設
置

さ
れ

、
3タ

イ
プ

の
農

薬
散

布
試

験
が

実
施

さ
れ

た
が

、
降

雨
・

冠
水

の
た

め
試

験
中

止
。

新
た

に
試

験
圃

場
を

設
置

す
る

計
画

は
な

い
。

1.
2 

 ナ
ス

の
生

産
性

と
品

質
に

つ
い

て
の

鶏
糞

施
肥

量
の

評
価

試
験

を
行

う
。

ナ
ス

生
産

に
関

す
る

鶏
糞

の
効

果
的

な
施

肥
量

（
少

な
く

と
も

1タ
イ

プ
）

が
明

ら
か

に
さ

れ
る

。

試
験

で
一

定
量

の
鶏

糞
施

肥
が

ナ
ス

の
生

産
量

増
加

に
効

果
を

発
揮

す
る

こ
と

が
実

証
さ

れ
、

鶏
糞

肥
料

を
 2

4 
t/h

aを
施

肥
す

る
こ

と
で

 1
8.

0 
t/h

a 
の

ナ
ス

の

収
穫

を
得

ら
れ

た
（

1ヘ
ク

タ
ー

ル
当

り
の

最
適

施
肥

量
が

明
ら

か
に

な
っ

た
）

。
　

(報
告

書
提

出
済

み
）

1.
3 

 温
室

に
お

け
る

ト
ウ

ガ
ラ

シ
の

2種
類

の
異

な
る

（
慣

用
法

・
ブ

ロ
ッ

ク
を

利
用

し
た

畝
立

）
栽

培
方

法
と

ボ
カ

シ
肥

の
施

肥
評

価
試

験
を

行
う

ト
ウ

ガ
ラ

シ
生

産
に

関
す

る
ボ

カ
シ

肥
の

適
切

な
施

肥
量

が
明

ら
か

に
な

る

ボ
カ

シ
肥

の
施

肥
が

ト
ウ

ガ
ラ

シ
の

収
穫

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
が

、
栽

培
方

法
の

違
い

に
よ

る
影

響
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
（

報
告

書
提

出
）

1.
4 

 ナ
ス

の
生

産
量

及
び

品
質

に
に

関
し

て
鶏

糞
の

補
完

と
し

て
の

化
成

肥
料

施
肥

量
の

評
価

試
験

を
行

う
。

ナ
ス

の
収

穫
量

増
加

及
び

品
質

向
上

に
、

鶏
糞

の
補

完
と

し
て

適
切

な
化

成
肥

料
施

肥
量

が
明

ら
か

に
な

る
。

化
成

肥
料

（
N

PK
：

15
-1

5-
15

-4
S)
を

0.
5ｔ

/h
a、

鶏
糞

の
補

完
と

し
て

施
肥

す

る
こ

と
で

、
ナ

ス
の

収
穫

量
が

20
.5
ｔ

/h
aと

い
う

結
果

が
得

ら
れ

た
。

1.
5 

 ナ
ス

の
生

産
量

及
び

品
質

に
関

し
て

鶏
糞

と
化

成
肥

料
の

コ
ン

ビ
ネ

ー
シ

ョ
ン

評
価

試
験

を
行

う

ナ
ス

の
生

産
に

関
す

る
鶏

糞
と

化
成

肥
料

を
同

時
に

施
肥

し
た

と
き

の
適

切
な

コ
ン

ビ
ネ

ー
シ

ョ
ン

が
明

ら
か

に
な

る
。

試
験

が
行

わ
れ

、
現

在
デ

ー
タ

の
分

析
中

で
あ

る
。

（
8月

の
2週

目
に

報
告

書
提

出
予

定
）

1.
6 

 ナ
ス

の
育

苗
ポ

ッ
ト

用
土

の
評

価
試

験
を

行
う

。
健

全
な

苗
木

生
産

に
適

し
た

用
土

（
少

な
く

と
も

1
タ

イ
プ

）
が

明
ら

か
に

な
る

。

ピ
ー

ト
(泥

炭
）

に
骨

粉
20

％
を

加
え

た
用

土
を

使
用

し
た

場
合

、
健

全
苗

が
通

常
の

用
土

よ
り

も
12

日
早

く
生

産
さ

れ
る

結
果

が
得

ら
れ

た
。

他
の

使
用

し
た

用
土

に
お

い
て

も
良

好
な

苗
が

生
産

さ
れ

た
。

1.
7 

 ト
ウ

ガ
ラ

シ
生

産
に

関
す

る
化

成
肥

料
と

ミ
ミ

ズ
堆

肥
の

コ
ン

ビ
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
試

験
を

行
う

。

ト
ウ

ガ
ラ

シ
生

産
に

関
す

る
化

成
肥

料
と

ミ
ミ

ズ
堆

肥
の

適
切

な
コ

ン
ビ

ネ
ー

シ
ョ

ン
が

明
ら

か
に

な
る

。

ミ
ミ

ズ
堆

肥
2.

4ｔ
/h

aと
化

成
肥

料
（

N
PK

：
12

-2
4-

12
-4

S)
0.

6ｔ
/h

a 施
肥

す
る

こ
と

で
ト

ウ
ガ

ラ
シ

の
収

穫
量

が
増

加
し

、
ま

た
従

来
の

化
成

肥
料

施
肥

量
を

25
％

減
ら

せ
る

と
い

う
結

果
が

得
ら

れ
た

（
報

告
書

提
出

）
。

1.
8　

イ
ン

ゲ
ン

、
ナ

ス
、

ト
ウ

ガ
ラ

シ
の

害
虫

の
生

理
と

発
生

に
関

す
る

実
証

試
験

を
行

う
。

害
虫

を
防

除
・

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

た
め

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

法
が

確
立

さ
れ

る
。

試
験

が
行

わ
れ

、
現

在
報

告
書

作
成

中
で

あ
る

（
７

月
終

わ
り

に
報

告
書

提
出

予
定

）
。

ト
ウ

ガ
ラ

シ
の

生
産

に
関

し
て

3種
類

の
栽

培
方

法

（
慣

用
法

、
ブ

ロ
ッ

ク
を

利
用

し
た

畝
立

て
, 2

重
溝

を

に
よ

る
新

し
い

栽
培

法
)の

比
較

試
験

を
行

う
。

ト
ウ

ガ
ラ

シ
生

産
に

関
す

る
適

切
な

栽
培

法
が

明
ら

か
に

な
る

現
在

比
較

試
験

中
で

あ
る

(収
穫

待
ち

）
。

8月
に

報
告

書
提

出
予

定
。

27
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活
動

実
績

・
成

果
表

ト
ウ

ガ
ラ

シ
の

剪
定

と
収

穫
に

関
す

る
比

較
試

験
を

行
う

。
ト

ウ
ガ

ラ
シ

の
収

穫
量

増
加

に
適

切
な

剪
定

方
法

が
確

立
さ

れ
る

。
現

在
実

証
試

験
中

で
あ

る
（

収
穫

待
ち

）
。

8月
に

報
告

書
提

出
予

定
。

ト
ウ

ガ
ラ

シ
の

同
種

に
お

け
る

優
良

種
の

固
定

試
験

を
行

う
。

同
品

種
に

お
い

て
青

と
赤

の
ト

ウ
ガ

ラ
シ

が
収

穫
さ

れ
る

が
、

青
ト

ウ
ガ

ラ
シ

が
発

現
す

る
度

合
い

を
高

め
る

。

固
定

試
験

が
行

わ
れ

、
80

%
の

確
立

で
青

ト
ウ

ガ
ラ

シ
を

収
穫

で
き

る
結

果
が

得
ら

れ
た

。
現

在
第

3世
代

の
発

芽
・

収
穫

試
験

中
で

あ
る

。
（

8月
に

報
告

書
提

出
予

定
）

。

普
及

1.
9　

環
境

保
全

型
手

法
に

基
づ

く
、

病
虫

害
防

除
・

器
具

の
使

用
に

つ
い

て
の

講
習

会
を

行
う

。
対

象
農

家
が

病
虫

害
対

策
に

関
す

る
知

識
を

有
す

る
。

講
習

会
が

2回
実

施
さ

れ
た

。
39

人
の

生
産

者
及

び
7人

の
普

及
員

が
参

加
。

1.
10

  適
正

技
術

（
B

PA
)に

基
づ

く
四

展
示

圃
場

を
設

け
る

。
対

象
農

家
が

適
正

技
術

（
B

PA
)に

つ
い

て
理

解
す

る
。

6展
示

圃
場

が
設

け
ら

れ
た

（
B

ar
ra

nc
a,

 C
ut

up
ú,

 L
a 

To
rr

e,
 R

in
co

n)
。

1.
11

  適
正

技
術

（
B

PA
)と

情
報

記
録

に
つ

い
て

の
指

導
を

技
術

者
及

び
農

家
に

対
し

て
行

う
。

農
家

と
技

術
者

が
適

正
技

術
（

B
PA

)の
情

報
記

録
を

行
う

た
め

の
ツ

ー
ル

を
理

解
す

る
。

技
術

者
全

員
が

適
正

技
術

（
B

PA
)の

研
修

を
受

け
る

。
ま

た
19

農
家

が
研

修
を

受
け

、
5農

家
が

野
菜

輸
出

業
者

の
要

請
に

見
合

う
形

で
情

報
記

録
を

行
っ

て
い

る
。

1.
12

  適
正

技
術

（
B

PA
)に

基
づ

く
栽

培
管

理
と

収
穫

記
録

シ
ス

テ
ム

を
試

験
的

に
導

入
す

る
。

農
家

と
技

術
者

が
適

正
技

術
（

B
PA

)の
情

報
記

録
を

行
う

た
め

の
ツ

ー
ル

を
有

す
る

。
情

報
記

録
の

た
め

の
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
が

作
成

さ
れ

た
。

1.
13

  当
該

地
で

利
用

で
き

る
用

土
を

使
っ

た
苗

木
生

産
を

展
示

す
る

。
農

家
と

技
術

者
が

当
該

地
の

用
土

を
使

っ
た

苗
木

生
産

の
長

所
を

理
解

す
る

。
（

1.
6）

の
圃

場
に

て
技

術
者

及
び

農
家

に
対

し
て

講
習

会
を

行
っ

た
。

1.
14

  ナ
ス

の
育

苗
ポ

ッ
ト

で
の

苗
木

生
産

に
つ

い
て

の
説

明
会

を
行

う
農

家
と

技
術

者
が

野
菜

の
育

苗
ポ

ッ
ト

を
用

い
た

苗
木

生
産

を
学

ぶ
。

育
苗

研
修

会
が

2回
行

わ
れ

、
技

術
者

(6
人

）
、

農
家

(3
9人

）
、

IA
TE

SA
（

農

業
大

学
）

の
生

徒
（

22
人

）
参

加
し

た
。

1.
15

　
適

正
な

施
肥

に
つ

い
て

四
展

示
圃

場
を

設
け

る
。

適
切

な
施

肥
が

生
産

改
善

に
役

立
つ

こ
と

が
、

農
家

に
理

解
さ

れ
る

。
6展

示
圃

場
が

設
け

ら
れ

た
。

な
お

そ
の

内
、

4ヶ
所

（
B

ar
ra

nc
a,

 C
ut

up
ú,

 L
a

To
rr

e,
 R

in
co

n）
で

収
穫

が
行

わ
れ

た
（

1.
10

）
。

1.
16

  線
虫

の
被

害
と

防
除

に
つ

い
て

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ

プ
を

2回
開

く
。

農
家

と
技

術
者

が
線

虫
の

被
害

と
防

除
に

つ
い

て
理

解
し

、
防

除
を

行
う

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

が
2回

行
わ

れ
、

技
術

者
及

び
農

家
計

35
名

が
参

加
し

た
。

流
通

対
象

農
家

と
市

場
の

コ
ン

タ
ク

ト
を

は
か

る
。

対
象

農
家

が
市

場
へ

の
ア

ク
セ

ス
を

得
る

。

35
対

象
農

家
が

野
菜

を
扱

う
輸

出
業

者
の

情
報

を
得

た
。

対
象

農
家

と
輸

出
業

者
と

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

2回
実

施
し

、
農

村
研

修
（

D
ia

 d
e 

C
am

po
）

2回
に

輸
出

業
者

を
招

待
し

た
。

（
野

菜
の

輸
出

に
関

す
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
中

）

※
B

PA
: B

ue
na

s P
ra

'ct
ic

as
 A

gr
ic

ol
as

28
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期
待

さ
れ

る
成

果
状

況

実
証

2.
1 

 施
肥

方
法

に
つ

い
て

比
較

試
験

を
行

う
。

生
産

性
及

び
品

質
の

高
い

施
肥

方
法

が
判

明
す

る
。

従
来

農
法

（
化

成
肥

料
）

、
有

機
農

法
（

有
機

質
肥

料
）

、
持

続
的

農
法

（
有

機
質

肥
料

及
び

化
成

肥
料

）
の

比
較

試
験

が
2回

行
わ

れ
た

。
報

告
書

作
成

中
で

あ
り

、
20

09
年

7月
15

日
に

提
出

予
定

2.
2 

 鶏
糞

と
化

成
肥

量
に

つ
い

て
の

比
較

試
験

を
行

う
。

鶏
糞

と
化

成
肥

料
に

関
す

る
、

生
産

性
及

び
品

質
の

高
い

施
肥

方
法

が
判

明
す

る
。

従
来

農
法

、
有

機
農

法
、

持
続

的
農

法
の

比
較

実
証

試
験

が
1回

行
わ

れ
、

報
告

書
が

作
成

さ
れ

た
。

2回
目

の
試

験
が

実
施

中
で

あ
り

、
20

09
年

9月
に

報
告

書
提

出
予

定

2.
3 

 収
穫

後
の

保
存

時
間

と
腐

敗
の

関
係

に
つ

い
て

明
ら

か
に

す
る

。
収

穫
後

の
品

質
保

持
期

間
が

判
明

す
る

。
実

証
試

験
が

行
わ

れ
、

現
在

デ
ー

タ
の

分
析

中
で

あ
る

。
20

09
年

7月
15

日
に

報
告

書
提

出
予

定

普
及

2.
4 

 適
正

技
術

（
B

PA
)に

基
づ

く
九

展
示

圃
場

を
設

け
る

。
対

象
農

家
の

50
％

が
バ

レ
ン

シ
ア

種
を

保
有

す
る

。

キ
ャ

ッ
サ

バ
・

バ
レ

ン
シ

ア
種

の
14

展
示

圃
場

が
設

け
ら

れ
た

。
（

 B
ar

ra
nc

a
3ヶ

所
,  

C
at

up
u　

4ヶ
所

, L
a 

To
rr

e　
4ヶ

所
, 1

 R
in

có
n　

1ヶ
所

, J
ar

ab
ac

oa
1ヶ

所
。

83
農

家
(4

9普
及

対
象

農
家

、
対

象
外

34
農

家
）

に
バ

レ
ン

シ
ア

種
が

普
及

さ
れ

た
。

約
78

％
の

対
象

農
家

が
バ

レ
ン

シ
ア

種
を

保
有

し
た

。

2.
5 

 農
村

研
修

（
D

ía
 d

e 
C

am
po

)を
2回

開
く

。
対

象
農

家
の

40
％

が
キ

ャ
ッ

サ
バ

の
生

産
性

と
品

質
に

つ
い

て
知

識
を

得
る

。

農
村

研
修

1回
が

実
施

さ
れ

た
；

N
ey

 P
im

en
ta

l 圃
場

で
の

キ
ャ

ッ
サ

バ
農

場
の

設
置

（
参

加
者

41
人

）
。

約
65

％
（

41
/6

3）
の

対
象

農
家

が
キ

ャ
ッ

サ
バ

の
生

産
性

と
品

質
に

つ
い

て
知

識
を

得
る

。
ま

た
、

キ
ャ

ッ
サ

バ
の

栽
培

技
術

や
苗

木
の

生
産

に
関

す
る

講
習

会
も

組
み

合
わ

さ
れ

て
実

施
さ

れ
た

。

2.
6 

 有
機

質
肥

料
の

サ
ン

プ
リ

ン
グ

、
分

析
、

施
用

に
付

い
て

の
技

術
指

導
を

行
う

。

対
象

農
家

の
30

％
が

キ
ャ

ッ
サ

バ
に

つ
い

て
の

体
系

的
な

技
術

指
導

を
受

け
、

品
質

と
生

産
性

を
向

上
さ

せ
る

。

49
対

象
農

家
及

び
31

対
象

外
農

家
(計

80
の

バ
レ

ン
シ

ア
種

保
有

農
家

）
が

普
及

員
に

よ
り

、
キ

ャ
ッ

サ
バ

の
栽

培
に

関
す

る
技

術
指

導
を

受
け

た
。

品
質

、
生

産
性

に
関

し
て

は
現

在
調

査
中

（
6月

中
に

結
果

報
告

）

2.
7 

 栽
培

技
術

と
ア

ザ
ミ

ウ
マ

お
防

除
に

つ
い

て
の

講

習
会

を
2回

行
う

。
対

象
農

家
の

50
％

が
キ

ャ
ッ

サ
バ

の
栽

培
に

関
す

る
知

識
を

有
す

る
。

講
習

会
２

回
が

対
象

農
家

に
対

し
て

行
わ

れ
た

（
合

計
参

加
者

７
８

人
）

。
講

習
会

1回
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

普
及

員
及

び
農

務
省

の
普

及
員

に
対

し
て

行
わ

れ

た
（

参
加

者
28

人
）

。

キ
ャ

ッ
サ

バ
　

63
対

象
農

家
　

（
49
対

象
農

家
、

34
対

象
外

農
家

、
計

83
農

家
に

バ
レ

ン
シ

ア
種

が
普

及
さ

れ
た

）

2
9
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2.
8 

 収
穫

後
処

理
に

つ
い

て
2回

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

。
対

象
農

家
の

30
％

が
適

切
な

収
穫

後
処

理
を

行
う

。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
２

回
が

対
象

農
家

に
対

し
て

行
わ

れ
、

35
人

（
約

55
％

）
の

対
象

農
家

が
適

切
な

収
穫

処
理

（
パ

ラ
フ

ィ
ン

処
理

加
工

）
に

つ
い

て
の

知
識

を
得

た
。

実
施

状
況

に
関

し
て

は
現

在
調

査
中

（
6月

中
に

結
果

報
告

）

2.
9 

 バ
レ

ン
シ

ア
種

を
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
を

使
っ

て
PR

す
る

。
市

場
に

お
い

て
バ

レ
ン

シ
ア

種
が

知
ら

れ
る

。
テ

レ
ビ

、
新

聞
、

ラ
ジ

オ
等

の
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
を

使
っ

た
PR

が
行

わ
れ

た
。

キ
ャ

ッ
サ

バ
の

苗
木

生
産

に
つ

い
て

の
講

習
会

を
行

う
。

講
習

会
2回

が
対

象
農

家
、

及
び

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

普
及

員
に

対
し

て
行

わ
れ

た

（
参

加
者

85
人

）
。

温
室

に
て

、
キ

ャ
ッ

サ
バ

の
苗

木
生

産
を

行
う

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
農

家
へ

供
給

を
行

う
。

温
室

に
て

キ
ャ

ッ
サ

バ
の

苗
木

生
産

が
行

わ
れ

て
い

る
。

流
通

2.
10

  栽
培

管
理

と
収

穫
量

を
記

載
す

る
シ

ス
テ

ム
を

作
る

。
展

示
圃

場
の

9農
家

が
栽

培
管

理
と

収
穫

量
を

記
載

す
る

。
展

示
圃

場
の

13
農

家
に

お
い

て
栽

培
管

理
と

収
穫

の
記

録
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

2.
11

  市
場

へ
の

ル
ー

ト
が

同
定

・
選

定
さ

れ
る

。
流

通
ル

ー
ト

が
判

明
す

る
（

少
な

く
と

も
輸

出
及

び
国

内
の

流
通

経
路

を
一

つ
明

ら
か

に
す

る
）

。

４
輸

出
業

者
及

び
多

数
の

中
間

業
者

が
確

認
さ

れ
た

。
ま

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

り
シ

バ
オ

地
帯

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
範

囲
を

含
む

）
の

キ
ャ

ッ
サ

バ
の

流
通

経
路

（
農

家
数

、
生

産
面

積
、

流
通

割
合

、
流

通
価

格
を

含
め

る
）

が
明

ら
か

に
さ

れ
た

。

2.
12

  市
場

と
の

コ
ン

タ
ク

ト
を

行
う

。

品
質

の
良

い
キ

ャ
ッ

サ
バ

を
取

り
扱

う
市

場
が

明
ら

か
に

な
る

（
対

象
農

家
が

品
質

の
良

い
キ

ャ
ッ

サ
バ

を
取

り
扱

う
市

場
に

関
す

る
情

報
を

有
す

る
）

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

執
行

部
と

技
術

者
が

国
内

市
場

で
あ

る
Fr

ito
 R

ey
（

キ
ャ

ッ
サ

バ
を

使
っ

た
ス

ナ
ッ

ク
加

工
会

社
）

と
コ

ン
タ

ク
ト

を
と

り
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
行

っ
た

。

2.
13

  生
産

者
と

中
間

業
者

、
輸

出
業

者
と

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

行
う

。

G
er

en
te

 d
e 

C
as

a 
C

al
ín
、

輸
出

を
行

う
予

定
で

あ
る

業
者

（
N

ey
 P

im
en

te
l）

と

対
象

農
家

が
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

行
っ

た
（

42
農

家
が

参
加

）
。

3
0
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期
待

さ
れ

る
成

果
状

況

実
証

 3
.1

  市
場

向
け

品
種

の
評

価
を

行
う

。
少

な
く

と
も

2品
種

が
高

収
量

か
つ

適
正

品
種

と
し

て
国

内
及

び
海

外
市

場
で

受
け

入
れ

ら
れ

る
品

種
と

し
て

選
定

さ
れ

る
。

ポ
ン

ト
ン

及
び

リ
モ

ナ
ル

試
験

圃
場

に
お

い
て

、
16

の
既

製
品

種
の

う
ち

、

"T
ife

y"
,

"L
le

na
 m

ac
ut

o"
, "

C
an

ol
ia

 ro
ja

" 
y 

"J
ap

on
es

a"
の

4種
類

が
選

定
さ

れ
た

（
報

告
書

作
成

中
）

。

3.
2

ピ
オ

ガ
ン

(B
.B

as
si

an
a)
の

各
作

物
へ

の
効

果
を

明
確

に
す

る
。

（
ピ

オ
ガ

ン
サ

ツ
マ

イ
モ

に
被

害
を

与
え

る
害

虫
）

最
終

的
に

ピ
オ

ガ
ン

の
被

害
が

20
％

減
少

す
る

。

Ja
ra

ba
co

a 及
び

H
oy

a 
G

ra
nd

eの
展

示
圃

場
に

お
け

る
試

験
結

果
、

Ja
ra

ba
co

aで
は

そ
の

効
果

は
見

ら
れ

ず
、

H
oy

a 
G

ra
nd

eで
は

農
家

が
収

穫
前

に
刈

り
取

り
デ

ー
タ

の
収

集
が

出
来

な
か

っ
た

。
ポ

ン
ト

ン
試

験
場

に
お

け
る

試
験

で
は

、
降

雨
・

冠
水

の
た

め
試

験
中

止
。

天
気

の
好

転
を

待
っ

て
再

試
験

予
定

。
(5
月

末
に

整
地

が
終

わ
り

7月
中

に
播

種
、

収
穫

は
今

年
末

の
予

定
）

。

普
及

3.
3 

 ピ
オ

ガ
ン

の
総

合
防

除
(フ

ェ
ロ

モ
ン

ト
ラ

ッ
プ

の

設
置

、
B

.B
as

ia
nn

a菌
の

散
布

)た
め

に
5展

示
圃

場
を

設
置

す
る

。

5展
示

圃
場

を
設

置
し

、
4ヶ

所
の

実
証

が
終

了
し

有
望

な
結

果
が

出
た

。
El

Pi
ni

to
,L

a
To

rr
e,

R
an

ch
ito

圃
場

で
は

収
量

が
多

く
、

ピ
オ

ガ
ン

の
被

害
も

見
ら

れ
な

か
っ

た
が

、
Sa

ba
na

R
ey
で

は
,9

.1
～

18
.7

%
の

ピ
オ

ガ
ン

の
被

害
が

見
ら

れ
た

。

3.
4 

 ピ
オ

ガ
ン

総
合

防
除

の
案

内
書

が
作

成
さ

れ
る

。
技

術
委

員
会

の
校

正
を

経
て

、
6月

中
に

技
術

広
報

誌
が

発
刊

さ
れ

る
。

3.
5 

 B
.B

as
si

an
aを

培
養

す
る

。
対

象
農

家
の

70
％

が
 B

.B
as

si
an

aを
自

分
で

培
養

す
る

。

B
.B

as
si

an
aの

効
果

は
認

め
ら

れ
て

お
り

、
U

A
SD

の
研

究
者

を
招

き
利

用
方

法

な
ど

の
講

義
を

受
け

た
が

、
B

.B
as

si
an

aの
培

養
方

法
に

つ
い

て
は

確
立

し
て

い
な

い
た

め
、

国
内

外
で

の
研

修
に

つ
い

て
調

査
中

。
コ

ス
タ

リ
カ

に
お

け
る

研
修

を
申

請
中

。
国

内
研

修
の

可
否

に
つ

い
て

も
検

討
中

。

3.
6 

 ピ
オ

ガ
ン

の
防

除
に

つ
い

て
技

術
者

と
農

家
に

対
し

て
研

修
会

を
開

く
。

研
修

会
が

2回
実

施
さ

れ
る

。
2回

の
研

修
会

が
実

施
さ

れ
、

71
名

の
生

産
者

と
18

人
の

技
術

者
が

ピ
オ

ガ
ン

の
防

除
に

つ
い

て
研

修
を

受
講

し
た

。

3.
7 

 展
示

圃
場

に
お

い
て

記
録

シ
ス

テ
ム

導
入

す
る

。
対

象
農

家
の

70
％

が
効

率
的

な
シ

ス
テ

ム
を

保
有

す
る

。
サ

ツ
マ

イ
モ

の
展

示
圃

場
す

べ
て

に
記

録
が

実
施

さ
れ

た
。

3.
8 

 持
続

型
栽

培
管

理
に

つ
い

て
技

術
指

導
す

る
。

対
象

農
家

の
70

％
が

持
続

型
栽

培
管

理
を

理
解

す
る

。
71

農
家

が
堆

肥
利

用
に

よ
る

化
学

薬
品

の
利

用
低

減
、

灌
漑

・
排

水
の

方
法

、
流

通
改

善
な

ど
、

持
続

型
栽

培
管

理
の

必
要

性
を

理
解

し
た

。

さ
つ

ま
い

も
　

29
対

象
農

家
　

　
（

18
農

家
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

選
択

品
種

が
普

及
さ

れ
た

）

3
1
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3.
9 

 種
苗

の
品

質
に

つ
い

て
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
行

う
。

対
象

農
家

に
対

し
2回

実
施

す
る

栽
培

用
茎

の
品

質
に

つ
い

て
Ta

lle
re

s 2
回

を
実

施
(苗

の
収

集
、

栽
培

、
播

種
方

法
等

)(
42

農
家

：
El

 P
in

to
/P

on
tó

n)
が

参
加

し
た

。

3.
10

  農
家

に
適

正
品

種
を

導
入

す
る

。
少

な
く

て
も

2種
類

が
導

入
、

利
用

さ
れ

る
。

4種
類

が
選

定
さ

れ
、

3種
類

(C
an

ol
ia

, T
ife

y,
 L

le
na

 M
ac

ut
o)
が

利
用

さ
れ

た
。

3.
11

  栽
培

管
理

の
農

家
巡

回
を

行
う

。
要

請
の

あ
る

4ヶ
所

に
巡

回
指

導
を

実
施

す
る

Ja
ra

ba
co

a(
12

農
家

)と
IA

TE
SA

農
業

学
校

(1
5名

)に
巡

回
指

導
を

実
施

し
た

。

流
通

3.
12

  国
内

市
場

お
よ

び
国

外
市

場
(輸

出
)の

流
通

ル
ー

ト
を

同
定

す
る

。
少

な
く

と
も

一
つ

の
ル

ー
ト

が
判

明
す

る
。

17
の

輸
出

業
者

か
ら

聞
き

取
り

調
査

を
実

施
し

、
サ

ツ
マ

イ
モ

の
輸

出
業

者
が

同
定

さ
れ

、
品

評
会

の
開

催
及

び
生

産
者

と
業

者
の

会
合

が
持

た
れ

た
。

3.
13

  市
場

情
報

を
集

め
生

産
者

に
提

供
す

る
。

対
象

農
家

が
市

場
の

情
報

を
入

手
す

る
。

95
％

の
農

家
が

輸
出

業
者

と
の

会
合

及
び

セ
ミ

ナ
ー

を
通

じ
て

輸
出

の
た

め
の

知
識

を
得

た
。

3
2
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期
待

さ
れ

る
成

果
状

況

実
証

4.
1 

 病
虫

害
の

発
生

状
況

を
モ

ニ
タ

ー
す

る
。

対
象

地
域

で
多

く
発

生
す

る
病

虫
害

の
発

生
・

被
害

状
況

が
判

明
す

る
。

調
査

が
終

了
し

、
報

告
書

作
成

中
(8
月

)で
あ

る
。

4.
2 

 線
虫

と
シ

ガ
ト

ガ
病

に
対

す
る

自
然

農
薬

の
評

価
を

行
う

。
効

果
の

あ
る

農
薬

と
施

用
量

を
確

定
す

る
。

各
種

の
有

機
質

肥
料

及
び

駆
虫

薬
に

よ
る

病
虫

害
発

生
状

況
の

調
査

終
了

し
た

。
今

回
の

試
験

で
は

数
種

の
有

機
質

肥
料

及
び

駆
虫

薬
に

よ
る

効
果

を
調

査
（

施
容

量
の

比
較

試
験

で
は

な
い

）
。

 (6
月

頃
結

果
報

告
）

。

4.
3 

 土
壌

被
覆

法
の

評
価

を
行

う
。

最
適

な
土

壌
被

覆
法

の
情

報
が

判
明

す
る

。

3
種

類
の

マ
メ

科
牧

草
(D

es
m

od
iu

m
,

A
ra

ch
is

y
C

an
av

al
ia

)を
播

種
し

、

C
an

av
al

ia
の

被
覆

効
果

が
高

く
、

雑
草

防
除

の
コ

ス
ト

低
減

に
効

果
が

見
ら

れ

た
（

H
oy

a 
G

ra
nd

e,
 L

a 
To

rr
e）

。

4.
4 

 生
産

さ
れ

て
い

る
苗

の
タ

イ
プ

を
比

較
す

る
。

最
適

な
苗

の
タ

イ
プ

の
選

定
が

行
わ

れ
る

。

Pl
at

an
o三

品
種

(M
ac

ho
x

H
em

br
a

M
or

ad
o,

M
ac

ho
x

H
em

br
a

V
er

de
yF

H
IA

21
)の

株
及

び
苗

に
よ

る
生

育
調

査
を

実
施

(C
ut

up
ú,

La
s

Y
ay

as
,L

a
To

rr
e,

R
in

có
n

yJ
ar

ab
ac

oa
)、

第
1回

の
収

穫
を

終
了

し
、

デ
ー

タ
を

分
析

中
(6
月

に
報

告
書

提
出

予
定

)。

4.
5 

 質
の

高
い

生
産

モ
ジ

ュ
ー

ル
を

設
け

る
。

低
コ

ス
ト

で
質

の
高

い
苗

が
生

産
さ

れ
、

苗
生

産
農

家
が

育
成

さ
れ

る
。

C
ut

up
ú及

び
R

in
có

n地
域

の
生

産
者

5名
が

樹
木

の
日

陰
で

自
家

産
及

び
配

布
用

の
良

い
苗

を
生

産
・

配
布

、
苗

生
産

の
低

コ
ス

ト
化

及
び

生
産

性
の

向
上

が
期

待
さ

れ
る

(本
年

８
月

に
報

告
書

提
出

）
。

普
及

4.
6 

 播
種

及
び

栽
培

シ
ス

テ
ム

の
4展

示
圃

場
を

設
け

る
。

農
家

が
生

産
シ

ス
テ

ム
の

成
果

を
観

察
し

、
受

け
入

れ
る

。

4展
示

圃
場

(C
ut

up
ú,

La
sY

ay
as

,L
a

To
rr

e,
R

in
có

n)
に

お
け

る
実

証
試

験
の

結

果
、

従
来

の
栽

培
シ

ス
テ

ム
と

比
較

し
て

2，
3倍

の
経

済
効

果
が

得
ら

れ
た

。

Ja
ra

ba
co

aで
は

イ
ン

ゲ
ン

豆
(H

ab
ic

hu
el

a)
と

の
混

植
シ

ス
テ

ム
が

導
入

さ
れ

た
。

4.
7 

 生
産

物
の

品
質

に
つ

い
て

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

(T
al

le
r)
を

開
く

。
生

産
物

の
品

質
に

つ
い

て
の

研
修

を
受

け
る

。
適

正
技

術
（

B
PA

)に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

2回
開

き
、

50
名

が
参

加
し

た
。

4.
8 

 農
村

研
修

(D
ía

 d
e 

ca
m

po
)を

開
催

す
る

。
農

家
が

実
証

及
び

展
示

圃
場

に
お

い
て

成
果

を
知

る
。

C
ut

up
ú等

で
4回

の
農

村
研

修
を

開
催

し
、

12
1名

が
参

加
し

た
。

4.
9 

 農
家

を
巡

回
指

導
(G

ira
)す

る
。

展
示

圃
場

に
お

い
て

実
証

結
果

を
知

る
対

象
5地

域
(J

ar
ab

ac
oa

, L
a 

To
rr

e,
 M

oc
a,

 R
in

có
n 

y 
B

ar
ra

nc
a)
に

お
い

て
ワ

ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
。

延
べ

99
名

の
農

家
が

参
加

し
、

生
産

物
の

品
質

等
に

つ
い

て
知

識
を

得
る

。

そ
の

他
の

作
物

　
58

対
象

農
家

　
(2

0農
家

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
選

択
品

種
が

普
及

さ
れ

た
)

3
3
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4.
10

  講
演

会
(C

ha
rla

)を
実

施
す

る
。

農
家

が
栽

培
方

法
に

関
す

る
情

報
を

得
る

。
シ

ガ
ト

ガ
病

, 播
種

器
材

、
栽

培
管

理
に

つ
い

て
3回

の
講

演
会

を
開

催
し

た
。

4.
11

  関
係

者
間

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
を

活
性

化
す

る
た

め
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
行

う
。

農
家

・
購

買
者

・
PA

Sで
状

況
及

び
問

題
点

を
討

議
す

る
。

輸
出

業
者

と
2回

会
合

を
持

ち
、

品
質

、
企

画
、

数
量

な
ど

に
つ

い
て

説
明

(5
0

名
出

席
)が

さ
れ

た
。

4.
12

  栽
培

に
つ

い
て

の
講

習
会

を
技

術
者

と
農

家
に

対
し

て
行

う
。

農
家

・
技

術
者

が
適

切
な

栽
培

方
法

に
つ

い
て

の
研

修
を

受
け

る
。

適
正

技
術

（
B

PA
)に

関
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
2回

開
き

、
50

名
が

参
加

し
た

。

4.
13

  病
虫

害
対

策
の

評
価

と
管

理
に

つ
い

て
の

講
習

会
を

技
術

者
に

行
う

。
評

価
と

管
理

に
つ

い
て

研
修

を
受

け
る

。
普

及
員

な
ど

に
シ

ガ
ト

カ
ネ

グ
ラ

秒
に

つ
い

て
2回

の
講

習
会

を
実

施
(2

5名
参

加
)し

た
。

4.
14

  農
家

の
圃

場
か

ら
得

ら
れ

た
経

験
に

つ
い

て
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
す

る
。

実
証

の
成

果
が

普
及

す
る

。
選

択
的

農
薬

リ
ス

ト
、

各
種

天
敵

(益
虫

及
び

害
虫

)の
写

真
リ

ス
ト

な
ど

の
作

成
中

（
7月

発
行

予
定

）
。

4.
15

  栽
培

技
術

に
つ

い
て

の
案

内
書

を
作

成
す

る
。

環
境

保
全

型
栽

培
に

か
か

る
一

般
的

な
提

言
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

技
術

広
報

誌
の

印
刷

・
配

布
さ

れ
た

。

4.
16

  展
示

圃
場

に
お

け
る

栽
培

管
理

の
情

報
を

記
録

し
分

析
す

る
。

判
断

と
提

言
の

た
め

の
基

礎
情

報
を

収
集

す
る

。
展

示
圃

場
に

お
け

る
実

証
デ

ー
タ

の
収

集
・

分
析

中
。

9月
に

報
告

書
提

出
予

定
。

流
通

4.
17

  市
場

情
報

を
収

集
す

る
。

国
内

市
場

の
ル

ー
ト

が
同

定
さ

れ
、

情
報

が
集

ま
る

。
農

家
及

び
市

場
の

価
格

情
報

(月
別

・
年

別
)、

流
通

経
路

が
明

確
に

さ
れ

、
販

売
の

た
め

の
参

考
と

さ
れ

る
。

4.
18

  市
場

へ
の

ル
ー

ト
が

同
定

・
選

定
さ

れ
る

。
市

場
が

判
明

す
る

。
高

級
市

場
の

定
義

が
明

確
に

さ
れ

、
組

合
や

輸
出

業
者

が
明

確
に

さ
れ

た
。

3
4
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タ
イ

ト
ル

ス
ペ

イ
ン

語
表

記
発

行
部

数
状

況
発

行
（

予
定

）

1.
  サ

ツ
マ

イ
モ

の
品

種
1.

  C
at

al
og

o 
de

 V
ar

ie
da

de
s d

e 
B

at
at

a
1,

00
0

増
刷

予
定

（
50

0）
20

08
, 1

2.
  温

室
で

の
キ

ャ
ッ

サ
バ

の
早

期
苗

木
生

産
2.

  M
ul

tip
lic

ac
ió

n 
rá

pi
da

 d
e 

pl
án

tu
la

s d
e 

Y
uc

a 
en

 in
ve

rn
ad

er
o.

1,
00

0
20

08
, 3

3.
  プ

ラ
タ

ノ
の

日
陰

下
に

お
け

る
苗

木
栽

培
3.

  P
ro

du
cc

ió
n 

rá
pi

da
 d

e 
pl

an
ta

s d
e 

M
us

ác
ea

s a
 p

ar
tir

 d
e 

co
rm

ito
s b

aj
o

so
m

br
a 

co
nt

ro
la

da
.

1,
00

0
20

07
, 1

2

4.
  シ

ガ
ト

カ
・

ネ
グ

ラ
（

プ
ラ

タ
ノ

の
病

気
）

の
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

に
お

け
る

防
除

方
法

4.
   

D
is

tri
bu

ci
ón

, E
pi

ed
em

io
lo

gí
a 

y 
m

an
ej

o 
de

 la
 S

ig
at

ok
a 

N
eg

ra
 e

n 
la

R
ep

úb
lic

a 
D

om
in

ic
an

a.
1,

00
0

増
刷

予
定

（
1,

00
0）

20
08

, 9

5.
  堆

肥
製

造
技

術
5.

  G
uí

a 
 p

rá
ct

ic
a 

pa
ra

 la
 p

ro
du

cc
ió

n 
de

 a
bo

no
s y

 e
xt

ra
ct

os
 n

at
ur

al
es

.
1,

00
0

増
刷

予
定

（
50

0）
20

08
, 1

0

6.
  環

境
保

全
型

農
業

の
た

め
の

土
壌

診
断

及
び

施
肥

に
つ

い
て

6.
  D

ia
gn

ós
tic

o 
de

 la
 fe

rti
lid

ad
 d

el
 su

el
o 

y 
nu

tri
ci

ón
 d

e 
Pl

an
ta

s p
ar

a 
el

m
an

ej
o 

so
st

en
ib

le
 d

e 
la

 a
gr

ic
ul

tu
ra

.
50

0
20

08
, 1

2

1.
  環

境
保

全
型

農
業

の
ド

ミ
ニ

カ
共

和
国

に
お

け
る

可
能

性
 と

今
後

1.
  P

ro
br

em
át

ic
a 

y 
op

or
tu

ni
da

de
s d

e 
m

ej
or

am
ie

nt
o 

de
l P

ro
gr

am
a 

de
Ex

te
ns

ió
n 

de
l P

ro
ye

ct
o 

de
 D

es
ar

ro
llo

 A
gr

íc
ol

a 
so

st
en

ib
le

 d
e 

lo
s P

eq
ue

ñ
os

 A
gr

ic
ul

to
re

s d
e 

la
 R

eg
ió

n 
N

or
ce

nt
ra

l P
ro

vi
nc

ia
 d

e 
La

 V
eg

a,
 d

e 
R

ep
ú

bl
ic

a 
D

om
in

ic
an

a

50
0

準
備

中
（

8、
9月

）

2.
  野

菜
の

輸
出

2.
   

Pe
rf

il 
Ex

po
rta

do
r d

e 
V

eg
et

al
es

 O
re

nt
al

es
50

0
準

備
中

（
7月

）

3.
  P

A
Sプ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
調

査
3.

  E
st

ud
io

 d
e 

lín
ea

 b
as

e 
de

l P
A

S
30

0
4.

  研
究

報
告

書
 1

4.
  C

om
pe

nd
io

 d
e 

R
es

ul
ta

do
s d

e 
In

ve
st

ig
ac

ió
n 

.
1,

00
0

準
備

中
（

7月
）

5.
  研

究
報

告
書

 ２
5.

  C
om

pe
nd

io
 d

e 
R

es
ul

ta
do

s d
e 

In
ve

st
ig

ac
ió

n 
2.

1,
00

0
準

備
中

（
8、

9月
）

6.
  サ

ツ
マ

イ
モ

害
虫

の
総

合
防

除
法

6.
  G

uí
a 

pa
ra

 e
l m

an
ej

o 
in

te
gr

ad
o 

de
l p

io
gá

n 
1,

00
0

準
備

中
（

8、
9月

）

7.
  プ

ラ
タ

ノ
の

栽
培

方
法

7.
  P

lá
ta

no
; G

iía
 p

ar
a 

el
 m

an
ej

o 
ag

ro
nó

m
ic

o 
de

l c
ul

tiv
o 

1,
00

0
準

備
中

（
8、

9月
）

8.
  キ

ャ
ッ

サ
バ

の
栽

培
方

法
8.

  Y
uc

a;
 G

uí
a 

pa
ra

 e
l m

an
ej

o 
ag

ro
nó

m
ic

o 
de

l c
ul

tiv
o 

1,
00

0
準

備
中

（
8、

9月
）

9.
  農

業
サ

ン
プ

ル
分

析
手

法
9.

  G
uí

a 
de

 m
ue

st
re

o 
pa

ra
 a

ná
lis

is
 a

gr
íc

ol
a 

1,
00

0
10

.  
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
の

栽
培

作
物

衛
生

分
析

10
.  

D
ia

gn
ós

tic
o 

fit
os

an
ita

ro
 d

e 
la

 z
on

a 
de

 in
flu

en
ci

a 
de

l P
A

S 
50

0
準

備
中

（
7月

）

11
.  
ト

ウ
ガ

ラ
シ

栽
培

方
法

11
.  

A
ji;

 G
uí

a 
pa

ra
 m

an
ej

o 
ag

ro
nó

m
ic

o 
de

l c
ul

tiv
o 

1,
00

0

12
.  
ナ

ス
栽

培
方

法
12

.  
B

er
en

je
na

; G
uí

a 
pa

ra
 e

l m
an

ej
o 

de
l c

ul
tiv

o 
1,

00
0

13
.  
サ

ヤ
イ

ン
ゲ

ン
栽

培
方

法
13

.  
V

ai
ni

ta
; G

uí
a 

pa
ra

 e
l m

an
ej

o 
ag

ro
nó

m
ic

o 
de

l c
lti

vo
1,

00
0

14
.  
プ

ラ
タ

ノ
栽

培
方

法
に

つ
い

て
の

簡
易

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

14
.  

B
ro

ch
ur

e 
so

br
e 

ex
pe

rie
nc

ia
s e

n 
el

 m
an

ej
o 

en
 fi

nc
as

 d
e 

pl
át

an
o 

1,
00

0
準

備
中

（
8、

9月
）

発
行

済
み

発
行

予
定

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

PA
S 

技
術

広
報

誌
　

発
刊

　
既

・
予

定

3
5
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37

北
部

中
央

地
域

小
規

模
農

家
向

け
環

境
保

全
型

農
業

開
発

計
画

（
PA

S）
投

入
実

績
 

 
1.

 専
門

家
 

氏
名

 
専

門
分

野
 

派
遣

期
間

 
長

期
専

門
家

 
 

 
布

施
 

幸
秀

 
チ

ー
フ

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
 

20
05

.0
5.

14
～

20
07

.0
5.

13
 

橋
本

 
敬

次
 

チ
ー

フ
・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
 

20
07

.0
6.

30
～

20
09

.1
0.

14
 

 
 

 
短

期
専

門
家

 
 

 
村

上
 

文
明

 
参

加
型

計
画

 
20

05
.0

2.
20

～
20

05
.0

3.
21

 
利

光
 

浩
三

 
実

験
計

画
手

法
 

20
06

.0
6.

11
～

20
06

.0
7.

01
 

匠
原

 
堅

一
郎

 
病

虫
害

防
除

（
化

学
農

薬
低

減
化

技
術

）
 

20
07

.0
1.

09
～

20
07

.0
2.

06
 

Jo
sé

 M
an

ue
l V

al
en

zu
el

a 
農

業
普

及
 

20
08

.0
1.

20
～

20
07

.0
3.

07
 

久
保

田
 

亜
希

 
土

壌
肥

料
 

20
08

.0
2.

05
～

20
07

.0
3.

07
 

岡
林

 
勇

航
 

土
壌

肥
料

 
20

08
.0

9.
27

～
20

08
.1

0.
26

 
加

藤
 

愛
樹

 
病

害
虫

管
理

 
20

08
.0

9.
27

～
20

08
.1

0.
26

 
藤

崎
 

泰
治

 
業

務
調

整
／

環
境

保
全

型
農

業
手

法
 

20
09

.0
6.

04
～

20
09

.0
8.

31
 

 
 

 
シ

ニ
ア

海
外

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 (
SV

) 
 

 
加

藤
 

愛
樹

 
農

業
 

20
02

.0
4.

04
～

20
04

.1
1.

03
 

中
嶋

 
實

 
農

業
 

20
04

.1
0.

27
～

20
06

.1
0.

26
 

操
 

靖
 

農
業

 
20

06
.1

0.
04

～
20

08
.1

0.
03

 
加

藤
 

愛
樹

 
野

菜
 

20
09

.0
3.

25
～

20
11

.0
3.

24
 

 
 

 
シ

ニ
ア

隊
員

 
 

 
押

切
 

真
千

亜
 

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
オ

フ
ィ

サ
ー

 
20

05
.0

3.
29

～
20

07
.0

3.
28

 
 

 
 

協
力

隊
員

(J
O

C
V

) 
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38田

代
 

正
樹

 
野

菜
 

20
03

.0
7.

17
～

20
05

.1
0.

16
 

石
井

 
司

 
野

菜
 

20
03

.0
7.

17
～

20
06

.0
3.

16
 

渡
邉

 
和

之
 

村
落

開
発

普
及

員
 

20
03

.1
2.

04
～

20
05

.1
2.

03
 

熊
倉

 
由

子
 

野
菜

 
20

05
.0

4.
08

～
20

07
.0

4.
07

 
宇

田
川

 
大

輔
 

野
菜

 
20

05
.0

7.
13

～
20

07
.0

7.
12

 
日

向
野

 
桃

子
 

村
落

開
発

普
及

員
 

20
06

.0
3.

29
～

20
08

.0
3.

28
 

川
名

 正
洋

 
野

菜
 

20
07

.0
6.

20
～

20
09

.0
6.

19
 

寺
澤

 
孝

和
 

病
虫

害
 

20
07

.0
8.

20
～

20
08

.0
2.

19
 

磯
田

 
行

洋
 

野
菜

 
20

08
.0

1.
07

～
20

08
.0

9.
19

 
谷

口
 

隆
弘

 
病

虫
害

 
20

08
.0

6.
23

～
20

10
.0

6.
22

 
長

谷
川

 
広

一
 

野
菜

 
20

08
.0

6.
23

～
20

10
.0

6.
22

 
下

渡
 

泰
司

 
村

落
開

発
普

及
員

 
20

09
.0

3.
25

～
20

11
.0

3.
24
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1.
 カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
 (

20
09

年
7

月
24

日
現

在
) 

氏
名

 
役

職
 

所
属

機
関

 
A

nd
ré

s G
óm

ez
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
・
ダ

イ
レ

ク
タ

ー
 

ID
IA

F 
X

oc
hi

lt 
Es

tra
da

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
ロ

ー
カ

ル
・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
 

C
en

tro
 N

or
te

, I
D

IA
F 

 
 

 
Ju

an
 Ji

m
én

ez
 

研
究

員
 (

野
菜

) 
C

en
tro

 N
or

te
, I

D
IA

F 
Le

oc
ad

ia
 S

án
ch

ez
 

研
究

員
 (

野
菜

) 
C

en
tro

 N
or

te
, I

D
IA

F 
Ju

an
 V

al
dé

z 
研

究
員

 (
ユ

カ
) 

C
en

tro
 N

or
te

, I
D

IA
F 

R
am

ón
 H

er
ná

nd
ez

 
研

究
員

 (
さ

つ
ま

い
も

) 
C

en
tro

 N
or

te
, I

D
IA

F 
Pa

bl
o 

Su
ár

ez
 

研
究

員
 (

バ
ナ

ナ
) 

C
en

tro
 N

or
te

, I
D

IA
F 

A
rid

io
 P

ér
ez

 
研

究
員

 (
土

壌
) 

C
en

tro
 N

or
te

, I
D

IA
F 

El
pi

di
o 

Av
ilé

s 
研

究
員

 (
栄

養
) 

C
en

tro
 N

or
te

, I
D

IA
F 

C
és

ar
 M

ar
tín

ez
 

研
究

員
(経

済
) 

C
en

tro
 N

or
te

, I
D

IA
F 

U
ce

lv
io

 S
an

to
s 

普
及

担
当

 
C

en
tro

 N
or

te
, I

D
IA

F 
R

af
al

 B
el

lia
rd

 
農

業
技

術
 (

ポ
ン

ト
ン

試
験

場
) 

C
en

tro
 N

or
te

, I
D

IA
F 
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39Jo

sé
 C

ep
ed

a 
研

究
員

 (
栄

養
) 

C
EN

TA
, I

D
IA

F 
H

ild
a 

M
in

ay
a 

研
究

員
 (

栄
養

) 
C

EN
TA

, I
D

IA
F 

R
os

a 
M

ar
ia

 M
én

de
z 

研
究

員
 (

防
除

/病
害

) 
C

EN
TA

, I
D

IA
F 

D
av

id
 M

at
eo

 
研

究
員

 (
防

除
/線

虫
類

) 
C

EN
TA

, I
D

IA
F 

Sa
ld

ie
s M

ed
ra

no
 

研
究

員
 (

防
除

/昆
虫

) 
C

EN
TA

, I
D

IA
F 

Te
re

sa
 M

ar
tín

ez
 

研
究

員
 (

防
除

/ウ
ィ

ル
ス

) 
C

EN
TA

, I
D

IA
F 

 
 

 
C

án
di

do
 d

e 
Le

ón
 

普
及

員
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
 

C
en

tro
 N

or
te

, I
D

IA
F 

M
ig

ue
l C

ep
ed

a 
普

及
員

(C
ut

up
ú)

 
C

en
tro

 N
or

te
, I

D
IA

F 
La

út
ic

o 
R

ey
no

so
 

普
及

員
(J

ar
ab

ac
oa

) 
C

en
tro

 N
or

te
, I

D
IA

F 
Fr

an
ci

sc
o 

N
úñ

ez
 

普
及

員
(R

in
có

n)
 

C
en

tro
 N

or
te

, I
D

IA
F 

M
ar

ía
 Iv

el
is

se
 d

e 
la

 C
ru

z 
普

及
員

(B
ar

ra
nc

a)
 

C
en

tro
 N

or
te

, I
D

IA
F 

A
ltu

ro
 H

ol
gu

ín
 

普
及

員
(L

a 
To

rr
e)

 
C

en
tro

 N
or

te
, I

D
IA

F 
Á

ng
el

 C
és

ar
 

普
及

員
(商

業
化

担
当

) 
C

en
tro

 N
or

te
, I

D
IA

F 
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2.
 本

邦
研

修
参

加
者

 
氏

名
 

研
修

コ
ー

ス
名

 
研

修
期

間
 

C
ur

so
 p

ar
a 

co
nt

ra
pa

rt
es

 
 

 
R

af
al

 E
du

ar
do

 P
ér

ez
 D

uv
er

gé
 

A
gr

ic
ul

tu
ra

 O
rg

án
ic

a 
20

05
.0

3.
13

～
20

05
.0

3.
26

 
Jo

sé
 R

af
ae

l E
sp

ai
lla

t M
uñ

oz
 

A
gr

ic
ul

tu
ra

 O
rg

án
ic

a 
20

05
.0

3.
13

～
20

05
.0

3.
26

 
A

rid
io

 P
ér

ez
 

N
ut

ric
ió

n 
en

 A
gr

ic
ul

tu
ra

 S
os

te
ni

bl
e 

20
06

.0
3.

21
～

20
06

.0
5.

03
 

R
os

a 
M

ar
ia

 M
én

de
z 

Pr
ot

ec
ci

ón
 V

eg
et

al
 e

n 
A

gr
ic

ul
tu

ra
 S

os
te

ni
bl

e 
20

06
.0

3.
21

～
20

06
.0

5.
03

 
H

ild
a 

M
in

ay
a 

N
ut

ric
ió

n 
en

 A
gr

ic
ul

tu
ra

 S
os

te
ni

bl
e 

20
06

.1
1.

19
～

20
06

.1
2.

22
 

Jo
sé

 C
ep

ed
a 

N
ut

ric
ió

n 
en

 A
gr

ic
ul

tu
ra

 S
os

te
ni

bl
e 

20
06

.1
1.

19
～

20
06

.1
2.

22
 

Le
oc

ad
ia

 S
A

N
C

H
EZ

 M
A

RT
IN

EZ
  

Pr
od

uc
to

 d
e 

la
 A

gr
ic

ul
tu

ra
 S

os
te

ni
bl

e 
20

08
.0

2.
02

～
20

08
.0

3.
15

 
R

ei
na

 T
er

es
a 

M
A

RT
IN

EZ
 M

O
TA

  
Pr

ot
ec

ci
ón

 d
e 

Pl
ag

as
 e

n 
la

 A
gr

ic
ul

tu
ra

 S
os

te
ni

bl
e 

20
08

.0
2.

02
～

20
08

.0
3.

15
 

Pe
dr

o 
Ju

an
 S

eb
as

tia
n 

El
 ro

l d
e 

la
 C

oo
pe

ra
tiv

a 
en

 la
 a

ct
iv

ac
ió

n 
de

 e
co

no
m

ia
 a

gr
ic

ul
tu

ra
l 

 
20

09
.0

5.
10

～
20

09
.0

5.
22

 

 
 

 
C

ur
so

 e
n 

gr
up

o 
 

 
Jo

ha
n 

A
nt

on
io

 V
ar

ga
s 

 
Té

cn
ic

a 
de

 S
is

te
m

a 
de

 In
fo

rm
ac

ió
n 

A
gr

íc
ol

a 
20

05
.0

1.
23

～
20

05
.0

4.
24

 
C

án
di

do
 d

e 
Le

ón
 

Te
cn

ol
og

ía
 d

e 
C

ul
tiv

ac
ió

n 
Ve

ge
ta

l 
20

05
.0

2.
01

～
20

05
.1

1.
19

 
Fr

an
ci

sc
o 

N
úñ

ez
 

R
ol

 
qu

e 
ju

eg
a 

la
s 

C
oo

pe
ra

tiv
as

 
A

gr
íc

ol
as

 
en

 
la

 
A

ct
iv

ac
ió

n 
de

 
Ec

on
om

ía
 R

ur
al

 
20

05
.0

5.
10

～
20

05
.0

7.
16

 

El
pi

di
o 

Av
ilé

s 
Si

st
em

a 
de

 M
an

ej
o 

de
 A

gr
ic

ul
tu

ra
 d

e 
B

aj
o 

In
su

m
o 

20
05

.0
7.

24
～

20
05

.1
1.

06
 

Lá
ut

ic
o 

R
ey

no
so

 
Es

ta
bl

ec
im

ie
nt

o 
de

 la
 R

ed
 C

en
tro

 A
m

er
ic

an
a 

y 
C

ar
ib

e 
pa

ra
 D

es
ar

ro
llo

 
R

ur
al

 P
ar

tic
ip

at
iv

o 
20

05
.1

0.
16

～
20

05
.1

2.
17

 

M
ar

ía
 Iv

el
is

s d
e 

la
 C

ru
z 

 
Es

ta
bl

ec
im

ie
nt

o 
de

 la
 R

ed
 C

en
tro

 A
m

er
ic

an
a 

y 
C

ar
ib

e 
pa

ra
 D

es
ar

ro
llo

 
R

ur
al

 P
ar

tic
ip

at
iv

o 
20

05
.1

0.
16

～
20

05
.1

2.
17

 

M
él

vi
n 

Pe
ña

 
M

et
od

ol
og

ía
s 

de
 E

xt
en

si
ón

 d
e 

la
 T

éc
ni

ca
s 

de
 la

 A
gr

ic
ul

tu
ra

 O
rg

án
ic

a 
en

 A
po

yo
 a

 lo
s A

gr
ic

ul
to

re
s d

e 
Pe

qu
eñ

as
 E

sc
al

as
 

20
06

.0
7.

04
～

20
06

.1
0.

04
 

M
ig

ue
l A

ng
el

 C
EP

ED
A

 JI
M

EN
EZ

 
M

et
od

ol
og

ía
s 

de
 E

xt
en

ci
ón

 d
e 

la
s 

Té
cn

ic
as

 A
gr

ic
ul

to
re

s 
de

 P
eq

ue
ña

 
Es

ca
la

  
20

08
.0

7.
02

～
20

08
.1

0.
08

 

M
O

YA
 F

R
A

N
C

O
 Ju

an
 d

e 
D

io
s 

M
an

ej
o 

In
te

gr
ad

o 
de

 P
la

ga
s p

ar
a 

la
 P

ro
te

cc
ió

n 
de

 P
la

nt
as

 
20

09
.0

5.
25

～
20

09
.0

9.
05
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ル

コ
ス

ト
負

担
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本
側
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04
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.6
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R
D

$)
 

項
目

 
20

04
年

度
 

20
05

年
度

 
20

06
年

度
 

20
07

年
度

 
20

08
年

度
 

20
09

年
度

 
合

計
 

一
般

業
務

費
 

35
,7

12
.0

0 
1,

12
1,

82
8.

03
1,

49
5,

52
6.

00
1,

44
7,

45
5.

14
2,

47
2,

89
5.

82
73

7,
73

4.
78

7,
31

1,
15

1.
77

 

日
当

 
0.

00
 

48
,8

00
.0

0
46

,1
00

.0
0

38
,0

00
.0

0
40

0.
00

0.
00

13
3,

30
0.

00
 

謝
金

 
0.

00
 

31
,2

05
.0

0
16

0.
00

12
0,

01
7.

00
51

,6
12

.0
0

0.
00

20
2,

99
4.

00
 

会
議

費
 

0.
00

 
4,

64
0.

00
18

,2
14

.0
0

11
,2

41
.0

0
37

,6
60

.0
0

12
,5

95
.0

0
84

,3
50

.0
0 

工
事

費
 

1,
31

4,
05

1.
00

 
0.

00
0.

00
0.

00
0.

00
0.

00
1,

31
4,

05
1.

00
 

合
計

 
1,

34
9,

76
3.

00
 

1,
20

6,
47

3.
03

1,
56

0,
00

0.
00

1,
61

6,
71

3.
14

2,
56

2,
56

7.
82

75
0,

32
9.

78
9,

04
5,

84
6.
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*日
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の
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計
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度
：

4
月

1
日

～
3

月
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 ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト
負
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：
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ミ
ニ

カ
共

和
国

側
（

20
04

.1
0.

15
 –

 2
00

9.
6.

30
現

在
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(R
D
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項
目

 
20

04
年

度
 

20
05

年
度

 
20

06
年

度
 

20
07

年
度

 
20

08
年

度
 

20
09

年
度

 
合

計
 

北
部

セ
ン

タ
ー

運
営

費
 

19
5,

51
2.

50
1,

17
7,

74
8.

58
2,

46
5,

91
3.

32
3,

03
0,

74
4.

83
87

3,
79

0.
00

33
4,

88
0.

00
8,

07
8,

58
9.

23
 

機
材

購
入

 
0.

00
20

2,
41

4.
02

53
0,

15
5.

11
47

,4
29

.3
1

0.
00

0.
00

77
9,

99
8.

44
 

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

 
0.

00
45

,4
81

.0
4

16
0,

38
5.

49
17

4,
83

5.
02

15
6,

08
2.

79
13

5,
17

5.
85

67
1,

96
0.

19
 

日
当

 
1,

73
5.

00
13

,2
01

.9
4

37
,6

08
.5

8
50

,2
63

.9
8

33
,1

41
.1

4
14

,8
04

.4
5

15
0,

75
5.

09
 

給
与

(プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

) 
10

,4
27

.5
0

31
,2

92
.2

9
26

5,
42

2.
50

1,
16

1,
81

4.
71

77
8,

68
3.

38
2,

23
7,

21
6.

07
4,

48
4,

85
6.

45
 

国
内

外
研

修
費

用
 

82
0.

00
17

,7
98

.2
5

50
,1

75
.0

0
31

,5
00

.0
0

35
,7

57
.5

0
25

,6
75

.7
0

16
1,

72
6.

45
 

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
作

成
 

0.
00

16
,3

56
.0

0
0.

00
0.

00
0.

00
0.

00
16

,3
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0 

合
計

 
20

8,
49

5.
00

1,
50

4,
29

2.
12

3,
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00

4,
49
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7.
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1,
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45

4.
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2,
74
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75

2.
07
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,3

44
,2

41
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機
材
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入
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度
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材

名
 

価
格

 
(R

D
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格
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数

量
 

使
用

場
所

 
使

用
状

態
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持

管
理

 
使

用
目

的
 

そ
の

他
 

20
04

 
発

電
機

 

3.
5k
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V
 

co
n 

8 
ba

te
ria

s 
e 
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al
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n 

R
D

$6
0,
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1 

事
務

所
 

良
好

 
良

好
 

事
務

所
用

 
 

20
04

 
エ

ア
コ

ン
 

Sp
lit
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60

00
B

TU
 

R
D

$1
21
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00
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0

2 
事

務
所

 
良

好
 

良
好

 
事

務
所

用
 

 

20
04

 
車

両
  

N
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n 

Fr
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tie
r 

D
ob

le
 C
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面  談  記  録  

 
 
 
 

 
 

開 催 月 日  2009 年 7 月 20 日 （月 ）  

開 催 場 所  農 務 省 北 部 センター 

農 務 省  Ing. Jacobo Dìaz（Director Regional Norcentral）  
Càndido de León（Coordinador de extencionista） 

プロジェクト  橋 本  敬 次  専 門 家 、藤 崎  泰 治  専 門 家  

参 加 者  

JICA 大 木  智 之  団 長 、十 津 川  淳  団 員  
若 林  敏 哉  団 員 、Huàscar Peña 所 員  
島 崎  マリ  （通 訳 ）  

協 議 内 容  農 務 省 北 部 センターへの表 敬  

協 議 結 果  
概 要  

大 木 団 長 より、プロジェクトへの協 力 に対 する謝 辞 が述 べられ、終 了 時 評 価 へ

の支 援 が要 請 された。Jacobo 北 部 センター長 のコメントは以 下 の通 り。  
 
・ 本 プロジェクトの活 動 により、技 術 革 新 があり、非 常 にインパクトが大 きいと認

識 している。本 プロジェクトの研 修 等 に参 加 した際 、直 接 農 家 の反 応 を見 て、

プロジェクトの成 果 を実 感 しており、是 非 他 地 域 へ拡 大 してほしい。  
ま た 、 プ ロ ジェ ク ト の 全 ての 活 動 が、 技 術 広 報 誌 と し て 文 書 化 さ れて お

り、他 地 域 への拡 大 は効 果 的 に実 施 できると思 われる。  
 

・ ラベガ地 域 ではタマネギ、ニンニク等 の栽 培 を行 っているが、種 まき、収 穫 の

時 期 が一 緒 であり、生 産 物 を保 管 する倉 庫 がないため、生 産 物 の一 部 を腐

らせてしまっている。生 産 そのものよりも、流 通 の問 題 が大 きくなっている。  
 
・ ラベガでは、東 洋 野 菜 の約 7 割 を生 産 しており、安 全 な作 物 を供 給 する必

要 がある。将 来 的 にはトレイサビリティーを取 り入 れたいと考 えている。  
 

付属資料 9



 

 168

 

開 催 月 日  2009 年 7 月 23 日 （木 ）  

開 催 場 所  農 牧 林 研 究 所  
農 牧 林 研 究 所  Andrés Gómez（Director del Proyecto） 

Ramón Arbona（Asistente Principal del Director 
Ejecutivo）   
Fabio Frias（Enc. Unidad Cooperación e Intercambio）  
Luis De Los Santos（Enc. Dpto. de Planificación）  
José Richard Ortíz （Enc. Unidad de Difusión y 
Publicaciones）  

参 加 者  

JICA 大 木  智 之  団 長 、十 津 川  淳  団 員  
若 林  敏 哉  団 員 、Huàscar Peña 所 員  
島 崎  マリ  （通 訳 ） 

協 議 内 容  農 牧 林 研 究 所 への表 敬  
協 議 結 果  
概 要  

大 木 団 長 より、プロジェクトへの協 力 に対 する謝 辞 が述 べられ、合 同 評 価 委 員

会 での協 議 結 果 を報 告 した。質 疑 応 答 については以 下 の通 り（敬 称 略 ）。  
 
【Ramón Arbona】 
・ 本 プロジェクトを通 じて、多 くの教 訓 が得 られている。特 筆 すべき点 として、農

業 普 及 員 と研 究 員 の連 携 体 制 が実 践 されたことである。ラベガにおいて、今

後 もこの体 制 を継 続 し、将 来 的 には全 国 へ普 及 したいと考 えている。  
 
・ IDIAF では、約 40 のプロジェクトを実 施 しているが、本 プロジェクトはその中 で

もモデルとなるものである。  
 

・ ボカシの生 産 については、日 本 の協 力 を得 て、なんとか実 施 されている。

IDIAF は研 究 機 関 であり、商 業 的 な活 動 はできないので、農 務 省 と協 同 し

て運 営 方 法 を検 討 する。  
 
【大 木 】  
・ 現 在 、プロジェクトにボランティアが派 遣 されているが、プロジェクト終 了 後 もプ

ロジェクト事 務 所 の使 用 は可 能 か。  
 

【Ramón Arbona】 
・ プロジェクト事 務 所 の使 用 について、問 題 はない。  
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開 催 月 日  2009 年 ７月 23 日 （木 ）  

開 催 場 所  農 務 省  
農 務 省  Ismael Cruz（Director Nacional de Extensión）  

Laura Naut （Directora Dpto.  de Cooperación 
Internacional） 
Moisés Leonardo（Subdirector Dpto. De Cooperación 
Internacional） 
Teresa Mota （ Encargada de Cooperación Mult ilateral,  
Departamento de Cooperación Internacional） 

参 加 者  

JICA 大 木  智 之  団 長 、十 津 川  淳  団 員  
若 林  敏 哉  団 員 、Huàscar Peña 所 員  
島 崎  マリ  （通 訳 ）  

協 議 内 容  農 務 省 への表 敬  
協 議 結 果  
概 要  

大 木 団 長 より、プロジェクトへの協 力 に対 する謝 辞 が述 べられ、合 同 評 価 委 員

会 での協 議 結 果 を報 告 した。農 務 省 のコメントについては以 下 の通 り。  
 
・ 本 プロジェクトでは、農 業 普 及 員 と研 究 員 の連 携 体 制 が取 られており、普

及 員 の知 見 を深 め、研 究 員 に現 場 のニーズをフィードバックされていること

から、高 い相 乗 効 果 があげられている。農 務 省 としても、この体 制 を継 続 し、

将 来 的 には全 国 へ普 及 したいと考 えている。  
 
・ ボカシ工 場 の運 営 については、 本 プロジェク トの枠 組 みでは ないも のの、

IDIAF、関 係 機 関 と共 に持 続 的 な運 営 のため、早 急 に対 策 を検 討 したい。
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